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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「…………誰だれ？」

　思わず漏もれた長おさ姫ひめの声に、その場に集つどった誰もが動きを止めて息を吞のんだ。

　啞あ然ぜんとしたのは長姫も同じ。一段高い畳たたみの上で目を瞠みはる東とう宮ぐうは、長姫の知る東宮ではない。




　──別人。




　あでやかに薫かおる香こう。煌きらびやかな十二単ひとえ姿。東宮の前に並ぶのは、華はなやかに着き飾かざった四人の姫ひめ君ぎみ。

　その内の一人、長姫が纏まとうのは、白に裏地の緑が透すけた柳やなぎの五いつつ衣ぎぬ。一番下の単に紅くれないを重ね、早春を表した装しよう束ぞくは香かぐわしく、白い衣ころもに広がる艶つややかな黒くろ髪かみの美しさが際きわ立だつ。

　声を発するまでの伏ふし目で坐ざす姿は、清らかさを覚えるほどに清せい廉れんな様子だった。

　そんな長姫が不ぶ躾しつけなまでの言葉を放ったのには、理由がある。

　東宮の位に就つくより以前、若君と呼ばれていた幼い時分。長姫は若君と同じ北山で暮らした幼おさな馴な染じみだった。突とつ然ぜん京みやこへと発たつことになった若君との別れ際ぎわには、文ふみを交かわす約束さえした仲。

　若君と長姫、どちらにとっても幼く淡あわい、けれど確かな初はつ恋こいだった。文を交わし、来きたるべき日には京へ招く。そう約束したのが四年前。

　約束も果たされず、顕あき貞さだ親しん王のうという名を得てすぐに東宮位に昇のぼった若君と、京から遠い北山で暮らす長姫とでは、世間の柵しがらみを知るほどに実感する身分違ちがい。

　それでも諦あきらめずにいた長姫は、若君にまた会えると期待に満ち、四年ぶりの再会を実現した。運命的な結びつきさえ感じ、胸高鳴らせて今を迎むかえたというのに。

　東宮として現れたのは、二ふた藍あいの袍ほうを纏った見知らぬ貴公子。

　違う、違うと叫さけぶ心を持て余して、長姫は東宮を見つめる。不意に、東宮は瞠っていた目を伏ふせると、口元に笑えみを浮うかべた。

「ふ……。そなたの問いの真意は、私が見み違ちがえるほど成長したと感じたためであろうか？」

　理知的で上品な笑みを浮かべる頰ほおは、白粉おしろいを塗ぬったように白い。色白であっても弱々しい印象はなく、袍の下には男性らしいしっかりとした体つきが窺うかがえる。微び笑しようを湛たたえた唇くちびるや通った鼻筋は間ま違ちがいなく整った顔立ちで、高貴な血筋を思わせた。

　会いたかった若君に、印象だけなら似ている。似てはいるけれど、長姫は違い和わ感かんを拭ぬぐえない。
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　初恋の相手を見間違えるはずがない。そう確信できるほど、思い続けた相手との再会のはずだった。

「かつてと変わらず素す直なおで直ひた向むきなそなたの心根が変わっていないようで、私も嬉うれしく思う。けれど今は昔を懐なつかしむ場ではないのが惜おしいことだ」

　優やさしく言葉をかける東宮の姿に、周囲からは感かん嘆たんの吐と息いきが漏れる。無礼を許す懐ふところの広さに対して、本来であれば長姫は感謝の念を示さねばならない。

　現状を理解できない長姫は、手にした扇おうぎで驚おどろきの表情を覆おおい隠かくすことしかできなかった。

　若君が相手なら、いくらでも謝罪し感謝もしただろう。目の前で寛かん大だいに振ふる舞まうのが、見知らぬ東宮でなければ。

「……こうして東宮妃ひ候補の姫君と出会えたのも、神仏のお導きであろう。皆みな畏かしこまる必要などない。私の裁量において、東宮妃候補たちには直言を許そう」

　長姫のように、相手の了りよう承しようも得ず直接言葉を交わすのは無作法な行い。けれど、東宮が事後とは言え承しよう認にんしたことで、長姫の無礼は許されたことになる。

　かつて面識があったからこその無礼を、笑って許す東宮の姿は、その場の誰にも慈じ悲ひ深く、寛かん容ような好人物として映った。

　同時に、誰よりも東宮と親しい雰ふん囲い気きを匂におわせた長姫に、視線が刺ささる。他ほか三人の東宮妃候補に睨にらまれる渦か中ちゆうの長姫は、扇の内側から東宮を凝ぎよう視ししていた。

　睨むほど強く見つめる長姫には一いち瞥べつもくれず、東宮は笏しやくを立てて話し始める。

「さて、まずはそなたたちが集められたことの起こりから話そう。知っているであろうが、今回東宮妃候補を募つのったのは、今きん上じよう陛下の勅ちよく令れいによる」

　東宮の声に、知った内容とは言え誰もが敬意をもって拝はい聴ちようする。長姫以外は。

「本来、東宮妃はただ一人。それが、候補として四人の姫君が内だい裏りに入るなど異例のこと。──曰いわく、失意の内に早世した前さきの東とう宮ぐう妃ひは、非の打ちどころなき女性であったと。その魂たましいを引き継つぐ者を探し、今一度東宮妃としてお迎えになりたい。そのようなお考えに至った今上陛下のお心は、察して余りある」

　東宮は濁にごしたが、前東宮妃は虐いじめによって心身を細らせ早世した。前東宮妃の生まれ変わりを探すのは、今も前東宮妃を想おもう今上の弔とむらいであり、行き所のない想いを持て余した我わが儘ままだ。

「前東宮妃の生まれ変わりの可能性があるそなたたちの内から、今代の東宮妃が選ばれる」

　茫ぼう然ぜんと東宮の声を聞き流していた長姫は、今上が挙げた前東宮妃の生まれ変わりの要件にはまった一人。

「まず今上陛下が挙げられた要件は、前東宮妃の生まれ変わりである可能性の高い日時の生まれであること。人は地じ獄ごくで今生の罪科を裁かれるまで、二年を費ついやすと言う。転生はその後、地獄の裁判が終わる三回かい忌き。前東宮妃の身み罷まかられた同じ日、同じ時刻に生まれた者でなければならない」

　長姫を含ふくむ東宮妃候補四人は、同じ年、同じ日、同じ時刻に生まれた女性という奇き縁えんでもってこの場に並ぶ。

「……罷り間違ってこの場にいるという者は、申し出てくれて構わない。もちろん、間違いだったとて責めることはない。こちらの確認不足故ゆえの過あやまちであろう」

　そう促うながす東宮の目が、長姫に留まる。ただ細められているだけの切れ長の瞳ひとみは、笑っていなかった。

　そんな目をする者が、あの優しかった若君であるはずがないと、長姫の胸中は荒あら立だつ。

「そのような心配はご無用でございましょう。陰おん陽みよう寮りようが総出で、方かた々がたの生まれの星を占うらなったと聞いております」

　そう東宮に直言したのは、目を奪うばわれるほどの真っ白な肌はだに、気の強そうな笑みを衵あこめ扇おうぎで隠した姫君。春の装いである藤ふじの襲かさねを纏う姿は、高貴な姫らしい美び貌ぼうと近寄りがたさがある。

　藤とうの大だい納な言ごんと呼ばれる藤ふじ原わら家けの姫君だった。

　生まれを細かに記すのは、占せん術じゆつに生活の基き礎そを置いた京貴族しかいない。東宮妃候補四人の内、二人は地方出身。長姫も京生まれだが育ちは北山。

　自信に満ちた藤大納言の言葉は、占い調べなければ生まれも確かにはわからない田舎いなか者、という見下しにも聞こえた。

「良くご存じだ、大納言の姫君。陰陽寮の働きで、東宮妃候補は皆みな、同じ星の下もとに生まれたと判明している」

　許可したとおり直言を意に介かいさず、東宮は全員に優ゆう劣れつはないと言いたげに頷うなずく。

　藤大納言が東宮と微笑ほほえみ合う姿に触しよく発はつされたのか、濃こき紅くれないと紅こう梅ばいが華やかな梅うめ重がさねを纏った東宮妃候補が含み笑いを漏らして注目を引いた。

　出身地である摂せつ津つと呼ばれる姫君は、笑みを絶やさない小さな唇が、愛あい嬌きようのある顔立ちを際立たせる。愛あい想そのいい動作と共に、隠さぬ秋波を東宮へと送っていた。

「ふふふ。要件は他ほかにも、前東宮妃が得意とした楽器を扱あつかえることでございましたね。国くに許もとに多くの公きん達だちがお見えになり、私の箏そうをお聞きになると、過分な賞賛をくださいました。東宮さまにお聞きいただける日を夢見て、より研けん鑽さんに励はげんでまいりましたわ」

　己おのれを売り込む露ろ骨こつな態度にも、東宮は嫌いやな顔一つせず頷きで応じる。

「今一度、話を戻もどそう。他にも東宮妃候補となる要件には、和歌や漢詩に深い造ぞう詣けいがあること。書画の才があること。前東宮妃と同じ位置に黒子ほくろがあることや臍へその緒おの色が同じこと。人相観が下した貴人に愛されるが死に関した災わざわいを負うという予言など──」

　ただ同じ日同じ時刻に生まれただけでは、決して前東宮妃の生まれ変わりとは認定されない要件。今上は東宮妃を迎えたくないのではないかとさえ言われた。

「生まれた日時以外で、これらの要件が五つ以上当てはまる者が、今ここにいるそなたたちだ」

　歓かん迎げいするように笑みを深める東とう宮ぐうに、東宮妃候補たちは敵てき愾がい心しんのちらつく視線を交わし合う。

「東宮妃候補の選出は前例のない試み。前東宮妃の生まれ変わりの選定には、時間を要する。そのため東宮妃候補たちにはこの内裏での居住が、特例として許されることとなっている」

　該がい当とう者がいないのではないかと危あやぶまれたほどの条件に、まさか四人も該当する者がいるとは、東宮妃候補自身でさえ思いもよらない事態。

　長おさ姫ひめも、無む茶ちやな条件に合がつ致ちしたと知った時、それは運命なのだと思った。

　母を亡なくし、生まれ育った京を離はなれ、北山で泣き暮らした。そんな中、声をかけ励まし、共に親元から離された寂さみしさを分かち合った幼馴染み。

　そんな若君が長姫の初恋となることは、必然でもあった。突然の別れから四年、東宮妃候補という前ぜん代だい未み聞もんの選出がなされること自体、長姫の埒らち外がい。

　だからこそ若君との別れ際、将来を約束したかつての思いを捨てずにいた己に、神仏が救いの手を差し伸のべてくれたのだと思えた。

「それなのに…………っ」

　何故なぜ若君がいないのか。衵扇の内で一人吐はき出す長姫に気づく者はいない。

　話を続ける東宮は、高貴な生まれにしては親しみを感じるほどに優しく、相対する者を惹ひきつける。

　樺かば桜ざくらの襲を纏まとった、親の役職から城じよう介すけと呼ばれる東宮妃候補などは、深い色味の蘇す芳おうが似合う凜りんとした武家の佳か人じんであるが、頰ほおを染めてひと言も発せないほど東宮に見入っていた。

　確かに謙けん虚きよでいながら人に許しを与あたえる情け深いその姿は、長姫が知る若君によく似ている。

　似てはいるが、あくまで似ているだけの別人なのだ。

「内裏での暮らしに伴ともない、注意事じ項こうを伝えよう。この内裏が火災に見み舞まわれたことは聞き知っていると思う」

　長姫が無意識に睨んでいても、東宮は気づかないふりで話を続ける。

　東宮のその姿は、まるで己の務めのみに邁まい進しんするようでもあった。

「本来内裏は紫し宸しん殿でんの北に、七殿でん五舎が建てられている。しかれども、焼しよう失しつして久しく、現状復興しているのはこの東の一角と清せい涼りよう殿でんのみ」

　今東宮妃候補が集められているのは、北東に位置する宣せん耀よう殿でんだ。焚たかれた香こうの中に、新築の木材の匂いが漂ただよう。

　室内には障子に金きん襴らんの大和やまと絵え。畳たたみの縁へりさえ煌きらめき、几き帳ちようの骨組みは艶つややかな漆うるし塗ぬり。贅ぜいと格式ある調度に劣おとらず、母おも屋やを囲う御み簾すの向こうにも気品を保つ侍じ女じよたちが控ひかえる。

「これより西には工こう人じんが立ち働いている。濫みだりに近づかぬよう厳命してあるとは言え、不測の事態があるやも知れぬ。各おの々おのも濫りに西へと近づかぬようお願いしたい」

　一度廂ひさしの外へと出れば、西には目め隠かくしの幕が張られ、その向こうからは槌つちを振ふるう音が間断なく響ひびいていた。

「また、知ってのとおり火災によって多くの死者が出た。一いち概がいにそのためとは言えないが、妖あやかしの類たぐいを見て障さわりにあった者もいる。どうか、深しん更こう怪あやしい気配があったとしても、軽々しくご覧にならないよう。異変があれば、日の出を待って報しらせて欲しい。必ず私が対処しよう」

　妖という言葉に、摂津は大きく肩かたを震ふるわせた。東宮は東宮妃ひ候補を案じるように優やさしく語りかける。

　内裏は今、再建途と中ちゆうだ。焼失によって今上が住まわなくなり放置され、今上が居ないために貴族も寄りつかなくなっていた。陰いん惨さんな火災現場のまま放ほうっておかれたが、立太子に伴い東宮の住まいとするため、東を中心に再建が行われている。

　現在、内裏に住まうのは東宮と今日揃そろった四人の東宮妃候補。その他の随ずい従じゆう者のみ。

「東宮さまのお言葉、しかと胸に刻みましてございます。──もし、人手がご入り用でしたら、我が家へいつでもお声かけくださいますよう」

　藤大納言が、己の家こそ頼たよりにと抜ぬけ目なく勧すすめると、摂津も遅おくれず口を差し挟はさんだ。

「わ、我が家は良い木材を産する山を持っております。東宮さまのご命令とあれば、いつでもご用立てくださいな」

「む、それなら私は国許から屈くつ強きような働き手をお呼びしましょう」

　ようやく喋しやべった城介は、国許から兵を呼ぶとも取れる、不ふ穏おんで強きよう烈れつな提案を行った。

「それほどに私を案じてくれることを、嬉うれしく思う。けれど、まずはここでの暮らしに慣れるよう、努めてくれれば良い」

　気き遣づかいの言葉で三者の提案を辞退する東宮は、後方に控えた従者に目配せをした。

　東宮として申し分ない対応を見せられていた長姫は、ふと、東宮の従者に既き視し感かんを覚える。瞬またたけば、眼まな裏うらにもっと質素な服装で、若君の後ろに控えていた姿が蘇よみがえった。

　どうして若君でない者に、若君の従者がつき従っているのか。長姫が目を疑う間に、東宮は内だい裏りで行われる宴うたげの説明を始める。

「来たる子ねの日、今きん上じよう陛下が内裏へお戻りになり、宴が開かれる」

　話を聞いていた東宮妃候補は、揃って息を吞のんだ。

「そこで東宮妃候補の姫君たちには、前東宮妃が得意としていた四つの楽器を演奏していただく。曲目は後日。必要な道具があるなら用意させよう」

「まぁ…………っ」

　今上の宴に招かれるという身に余る光栄に、藤大納言でさえ頰を上気させていた。

　東宮妃候補が喜ぶ姿を微笑ほほえましそうに見る東宮は、さらに言葉を続ける。

「東宮妃となる者を選ぶにあたって、私の意向よりも今上陛下のお心に重きが置かれることを覚えておいてほしい。皆、慣れない環かん境きようでは辛つらいこともあろう。私で助けとなれることがあるのなら、善処する。心置きなく相談してほしい」

　慈いつくしみの宿った言葉に、東宮妃候補は熱っぽい吐と息いきを漏もらす。

　選ぶのは今上であると言われては、長姫には白々しい建前にしか聞こえなかった。

「それでは今より、半刻の後、案内に従い与えられた居室へと移動していただこう。それまでの間は、神仏の導きで出会った者同士、どうか交友を深めていただきたい」

　言うや、従者は御簾を押し上げ東宮の退出を手伝う。

　名残なごり惜おしい胸中を物語る東宮妃候補の視線に見送られ、東宮は南の麗れい景けい殿でんへと去って行った。

　御簾の向こうに遠ざかる東宮の背中を睨にらむ長姫とは対照的に、他の姫君は夢見るように呟つぶやく。

「ほぉ……。なんて聡そう明めいなお方でございましょう」

「はぁ……。あの方こそ次代を統すべる器うつわですのね」

「あぁ……。あんな麗うるわしいお方、見たことがない」

「えぇ？　そう……？」

　思わず漏れた長姫の呟きに、東宮妃候補三人は非難の目を向けた。

「なんと弁わきまえのない言いよう。東宮さまがお許しになったとて、その無礼を恥はじ、詫わびねばならぬご自身の立場を理解なさいまし、夏なつ花はなの君きみ」

　藤とうの大だい納な言ごんは叱しかりつけるように非難する。夏花とは、長姫の出自である橘たちばな家けを譬たとえた呼びかけだ。

「ご自分だけが特別だとお思いにならないことね。東宮さまの公平なお優しさは、私たち皆みなへと平等に注がれているのですから」

　摂津は小こ馬ば鹿かにするような笑えみを浮うかべて諭さとすよう。

「えぇと、同じく呼ばせていただこう……。夏花君、東宮さまのお優しさに甘えるのは、どうかと思う」

　言葉少なに、城介も窘たしなめてきた。

　常識的に考えれば、東宮が若君でないと初対面の三人にはわからない。だからと言って、今日会った人物を東宮と認めるには、不明なことが多すぎた。何より、気持ちがついていかない。

　長姫こと夏花は、御簾の向こうに控える侍女からも非難の視線を感じ、居住まいを正す。

　思いのまま口を開いた結果が、東宮の評価を高め、己おのれが責められる状じよう況きようだ。二度失敗したことを考えれば、三度目をしくじるわけにはいかない。

　夏花は己の侍女から注がれる不安の視線も感じつつ、この場を収める言い訳を考えた。

「……お優しい東宮さまなら、あの程度の戯たわむれ許してくださいましょう。何より、皆さまも直言を許されたのですから、何も損はあらぬこと。もっと良いようにお考えになっては？」

　衵あこめ扇おうぎで口元を隠かくし、微笑むように目を細める。

　場を取り繕つくろう夏花の強気な言葉選びに、東宮妃候補の姫君は三者三様の反応を返した。

「つまり、あのようなお言葉を賜たまわるとわかっていらした、と？　ご幼少を共にすごしたとは言え、無礼は無礼。分を弁えなさいまし」

　不快そうな藤大納言だが、それ以上の叱しつ責せきはないらしい。

「まぁ、呆あきれた。東宮さまのお心こころ遣づかいをまるで己の手て柄がらのように。……あんな無礼が全すべて手の内とは、見かけによらず豪ごう胆たんな方」

　言いながら、摂津の目は油断ならないと言わんばかりに細められる。

「え、夏花君は東宮さまと既き知ちの仲……？」

　城介は、藤大納言の発言に耳を疑っていた。

　これ以上の言い訳も思い浮かばず、夏花は肯こう定ていも否定もせず笑みを深めてみせる。それぞれに納なつ得とくする答えを導き出したのか、不服気ながら夏花を責める空気は和やわらいだ。

　どうやら東宮妃候補からしても、東宮の直言の許可は魅み力りよく的らしい。

「何が良くて……」

　あんな得体の知れない人物を、東宮と仰あおがなければならないのか。

　思わず漏らしそうになった夏花は、寸前で止める。

　言ってわかるのは東宮本人だけだ。どうして若君がいないのか。それを問い質ただす必要がある。

「……東宮さまは親交を深めよとの仰おおせ。まずは互たがいを知り合いませんこと？」

　東宮は別人だけれど、それを知らない東宮妃候補たちに罪はない。三人の諫かん言げんは当たり前のこと。

　言い出したからにはと口を開こうとした夏花より早く、藤大納言が声を発した。

「摂津の国からいらしたとお聞きしております。京ではあまり聞かないお国。なんぞ珍めずらしいお話をお聞かせいただけましょうか、摂津の方？」

　言外に田舎いなか者と言われた摂津は、笑みを浮かべた頰ほおを攣つらせる。

「嫌いやや……こほん。藤大納言さま、こんなお言葉はご存じ？　『井い戸どの中の蛙かえるに、海の話をしても通じはしない。それは狭せまい井戸の世界に囚とらわれているからだ』と」

　摂津が口にしたのは、己の住すみ処かを世界の全てと見なす見識の狭さを揶や揄ゆする故事。

　どうせ話してもわからないだろうと、摂津は負けずに藤大納言へと言い返した。

　途と端たんに静かな争いの火花が散り、夏花は口を挟めるような状況でなくなる。

「ほほ、候補が四人もいらせられるなど、とんだ奇き縁えん。ですが、大納言の姫君が東宮妃ひとなられるのはすでに決まったこと。今上陛下の女によう御ごさまと同じお家なのですから」

　御み簾すの向こうで、控ひかえた侍じ女じよがそんなことを言い出す。それだけ藤原家の権勢が強く、この場に集つどった四人から選ぶとなれば、後見も確かな藤大納言に決まるのは自明の理だろう。

「何を愚ぐ昧まいなことを仰おつしやるのかしら。お決めになるのは今上陛下。前東宮妃さまの生まれ変わりであると認められた方のみ。今生の生まれなど関係あらぬこと」

　強気に応じる侍女に触しよく発はつされたのか、別の侍女も根本的な思い違ちがいを指し摘てきする。

「東宮妃となられるお方は一人だけ。そして今上陛下がお示しになった東宮妃の要件は、前東宮妃さまの生まれ変わりであると証明することだけでしょう」

　お家の権力に胡坐あぐらをかく藤原の侍女の不ふ遜そんさに、他ほかの侍女たちも苛いら立だちを覚えたようだ。

「子の日の宴こそ、今上陛下が前東宮妃さまをお探しになる機会と考えるべきではございませんか？　雀すずめの千声より鶴つるのひと声が勝まさるというもの」

　今上が生まれ変わりであると認めれば、四人の内誰だれであろうと東宮妃になれるのだ。そう指摘した声が己の侍女であると気づいた夏花は、視線を泳がせる。

　夏花が侍女同士の小こ競ぜり合いを聞く間に、藤大納言と摂津の睨み合いに動きがあった。

　どうやら藤大納言が京貴族らしく、和歌を詠うたいかけて競きそい合いを挑いどんだらしい。貴族は声を荒あらげて喧けん嘩かなどしない。

　どちらがより教養深く知ち恵えがあるかを競うことで、勝敗を決める。

　春の花の盛りを天皇家の治世の長さに譬えた藤大納言に、摂津は口を開こうとするが言葉が出ない。

　当とう意い即そく妙みようを是ぜとする和歌で、摂津の無言は敗北を意味していた。

　悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ摂津を横目に、この程度と言わんばかりに藤大納言は吐息する。

　返歌に困った経験は夏花にもある。今ならどう答えるだろう。そんな考えが、思わず口から洩もれた。

「……不如帰ほととぎす──」

　重い沈ちん黙もくの中で、その声は誰の耳にも届く。夏花は集まった視線に息を詰つめた。

「あら、まぁ。摂津の方は口が貝におなりのようですもの。どうぞ、お続けなさいまし」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの藤大納言に促うながされ、仕方なく夏花は脳のう裏りに浮かんだ返歌を口にする。

　詠うのは、不如帰を季語にした昔を懐なつかしむ和歌。在りし日の夏を懐かしみ、今一度その季節が巡めぐることを願った。

　かつて初めてもらった恋こい文ぶみに詠われた歌への返歌を、夏花は考えてしまったのだ。藤大納言への返歌としては不相応な歌。

「不如帰は確か……、夏の季語」

　春を詠った藤大納言への返歌であるなら、同じ季語を使うべき、と城介も遅おそまきながら気づく様子。

　けれど不如帰と言った時点で夏花が口にしたのは、夏の和歌。そうとわかっていて促されたのだからと、夏花は肯定の意味を込めて、周囲へと苦く笑しようを向けた。

　疑問を露あらわにした城介はともかく、呆気あつけに取られた様子の摂津はどういうことだろう。藤大納言に至っては、悔しげに衵扇を握にぎる手を震ふるわせている。

　何故なぜそんな反応を返されるのかわからない夏花は、内心を押し込め口は開かない。内だい裏りに入るにあたり、養父である北山の僧そう都ずに教えられたのだ。意味深に笑っているほうが、無む駄だに喋しやべるより良い結果を招くと。

「…………そう、ご自身で仰る気はありませんのね。でしたらわたくしが、和歌の不得手な方々に解説してさしあげましょう」

　解説とはありがたいと口にもできず、夏花は了りよう承しようの意を込めて藤大納言へと微笑ほほえみかけた。何故かそれだけの仕草も、藤大納言には気に障さわったらしくむっとされる。

「本当に豪胆なお方。わたくしの家が春の花である、と言えば夏花君の歌の意味がおわかりになりましょう」

　藤大納言は藤原の姫ひめ。藤ふじは春の花であり、夏花と呼びかけられたように橘たちばなは夏の花。

　夏花は藤大納言の和歌が、藤原の権勢を花の盛りに譬えて詠った真意に、遅まきながら気づいた。つまり、天皇家の繁はん栄えいは、藤原家の助力があってこそ、と。

　豪胆なのはどちらか。夏花が呆れる内に、藤大納言はまだわからない顔をしている東宮妃候補に説明を続けた。

「おわかりになりませんの？　不如帰は橘に好んで宿る鳥。夏花君は、ご自身のお家がかつての栄光を取り戻もどす時を望むとお詠いになりましたの。……つまり、藤原の権勢を覆くつがえされるとの自信の表れ」

　思わぬ解かい釈しやくに、夏花は気力で笑みを維い持じし、狼狽うろたえる心中を隠し言い訳を発する。

「……っ。深読みにございます、藤とうの大だい納な言ごんさま…………」

　本当に深読みでしかないのだが、藤大納言はもちろん、他二人の東宮妃候補も、まるで夏花が肯定したかのような態度で受け止める。

　橘家はかつて確かに今の藤原家のような権勢を手にした時期がある。夏花の実父なら返り咲ざきを望むだろうが、夏花自身にそんな野望はない。

　どうこの場を収めるべきか、夏花は答えが見つからなかった。

「失礼申し上げます」

　不意に、困ったような声が御簾の外からかけられた。

「ご歓かん談だん中とは、思われますが……案内の準備が整いましてございます。どうぞ、お呼びいたします姫ひめ君ぎみから、ご退出を」

　緊きん張ちよう漲みなぎる東宮妃候補四人の空気は一気に弛し緩かんする。

　最初に呼ばれた藤大納言は、立ち上がる間ま際ぎわ、夏花へと口早に囁ささやきかける。

「同じ北山にいた程度で、先を越こしたおつもりにならないでくださいまし」

　悔しげな響ひびきを帯びた声に夏花が首を巡らせた時には、もう藤大納言は侍女を引き連れ御簾の向こうへ消える途と中ちゆう。

　二番目に案内が用意された摂津は夏花へ向けて冷れい笑しようした。

「大だい胆たんと言うか、自信過か剰じようと言うか。そう、あなたには山暮らしがとてもお似合いなのね」

　負け惜おしみとは言え、貴族的な繊せん細さいさがないと育ちを皮肉られたことに、不快感が過よぎる。

　三番目に腰こしを上げた城介は、何か言いたそうに一いち瞥べつしただけで去っていった。

　人の気配に満ちていた室内も静まり返り、残されたのは夏花と侍女の沢さわ辺べだけ。

　案内がすぐには来ないと見た夏花は、膝しつ行こうして御簾の向こうに控える沢辺へと近づいた。

「姫さま……っ」

　心配、不安、お小言。乳母めのと子ごとして共に育った沢辺の表情からは、その胸中が察せられる。

　同時に、沢辺も夏花の表情から何かを察したらしく、息を詰めた。

「沢辺、若君は何処どこだろう？」

「姫さま……っ。お言こと葉ば遣づかいに気をお配りに…………」

　慌あわてて周囲を警けい戒かいする沢辺だが、侍はべる者は誰もいない。

　夏花は訪おとずれる者もほとんどいない北山の庵いおりで育ったため、僧都に礼れい儀ぎ作法は躾しつけられているものの、普ふ段だんは幼少からの童子のような言葉遣いをしていた。

　一つ息を吐ついた沢辺は、夏花を見つめ直して窘たしなめるような声こわ音ねを向けた。

「何を仰っているのですか、姫さま？　久方ぶりの再会で我を忘れるお気持ちは察して余りありますが、あれはあまりにも無礼なお振ふる舞まいです。普段からお言葉遣いにはお気をつけあそばせと言い続けた私の──」

「違う……っ。うん、違うの」

　耐たえ切れず吐き出すような夏花の呟つぶやきは小さくとも、そこに込められた強い否定の思いが沢辺のお説教を止めた。

　何処までも真しん剣けんな眼まな差ざしに、沢辺は狼狽えた。

「若君は山を下りて立太子なさったと聞いたではありませんか。それに、殿との方がたは成長と共に体も声も変わられるのが当たり前だと」

「違う、違うんだって。別人なんだよ。従者の方には見覚えがある。東とう宮ぐうの側そばに控ひかえていたのも、北山で若君の学友だった少年だ。けどあの東宮は、若君とは別人にしか私には見えない」

　幼少を共にすごした若君の顔を、今さら見み間ま違ちがえたとは思いたくない。

「まさか、まさかですよ、姫さま。それじゃまるで、若君が誰かに成り代わられているとでもいうような……。ありえません、そのような不敬、いえ不敬どころの話ではすみませんよ！」

　思わず声を荒げた沢辺は、己おのれの口を両手で塞ふさぐ。

　東宮を前に夏花が抱いだいていた懊おう悩のうに惑まどう沢辺の目は、頼たよりなく揺ゆれていた。

　夏花は誰より信しん頼らいできる乳母子だからこそ、御み簾す越ごしの沢辺にさらに擦すり寄り、その袖そでを縋すがるように摑つかんだ。

「ねぇ、沢辺。本当にお前にはあの東宮が若君に見えた？」

「い、いえ。私は御簾越しで距きよ離りもありましたし、はっきりとお顔を確かめたわけでは……。けれど、お話しぶりから若君と大きく差があるようには、感じませんでした」

「だったら、ちょっと東宮を覗のぞきに行ってさ──」

「な、なんてこと仰るんですか、恐おそれ多い。だいたい、姫さまと違って私は若君との遊びは見ているだけだったのですから、別人のように成長なされているのでしたらわかりませんよ」

　今すぐ行けと言わんばかりの夏花に、沢辺は慌てる。

「わからなかっただけなのかな？　私の……思い違いだったのかな？」

　顔を合わせた時にあった確信が、離はなれてみると一時の気の迷いのようにも感じられる。

　誰だれと思わず問いを投げた後、笑った東宮の様子は、何処か嬉うれしげでもあった。本当に、別人のように成長した若君が、好意的に受け取ってくれたからこその笑えみだったのだろうか。

「でも……、有う耶や無む耶やにしていいことじゃないと思う。だって、やっぱり偽にせ者ものだとしたら、若君は何処にいるの？」

　今きん上じようの長子でありながら、出家を予定して北山の山門に入った不ふ遇ぐうの若君。

　出家とは、俗ぞく世せとの関かかわりを断たつこと。現世での権けん威いを捨てること。本来なら東宮となる正当な権利を持って生まれたはずの若君が、大人の都合で幼い内から親元を離された。

　互たがいに同じ悲しみを負うからこそ通じ合った夏花の心が、今も若君を求めている。

　夏花もかつて、親に捨てられるように北山で育つことになったのだから。

「と、ともかく、姫さま。このことは内密に。東宮さまがもし偽者であったとしても、あのように場を取り繕つくろわれたのなら、少なくとも──」

　外から近づく衣きぬ擦ずれの音に、沢辺は言葉を途と切ぎれさせる。

「……そう、だね。あの場で取り繕ったなら、自分から正体を見せるようなことはしない。私が静かにしてれば、あの東宮は何もしてこないかもしれない」

　何度も頷うなずく沢辺に、夏花は苦笑を零こぼした。

「でも、何もしないなんて、できる気がしないよ」

「姫さま……」

「私は、若君に会うためにここに来たんだ」

　夏花は近づく案内の気配を察して、沢辺を一度だけ振り返り、姫君と呼ばれるに相応ふさわしい微笑みを浮うかべてみせた。

「果たさねば、耐え忍しのんだ全すべても無駄になりましょう？」

　口調を取り繕い、元の場所に戻って衵あこめ扇おうぎを広げると、現れた案内が声をかけてきた。

「最後になりましたが、ご容よう赦しやを。ご案内させていただきます」
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「どうして我が姫ひめが最後なのですか……っ？」

　案内に従い夏花が立つと、御み簾すの向こうで合流した乳母子の沢辺が目を吊つり上げて案内に文句を言う。

　最後まで残された夏花は、言外に一番扱あつかいが下であると明言されているようなものだ。夏花一の侍じ女じよとして沢辺は黙だまっていられない。

「藤原一門に負けるとは言え、橘の姫君であらせられる姫さまが……っ」

「東宮妃ひ候補さま方の家名は我々には知らされておりませぬ故ゆえ」

　家格を持ち出して沢辺が抗こう議ぎするも、公然の秘密たる家名は知らぬ存ぜぬで撥はねつけられる。

　そうして用意された住まいに案内すると、これ以上の文句は受けつけないとばかりに、案内は足早に去って行った。

「こ、こ、こんなことってありますか！」

「沢辺どうしたの？　入らないの？」

　まだ新築の建材が薫かおる妻戸を前に、夏花は沢辺を振り返る。

「姫さま、何を吞気のんきな！　ご覧ください、ここは淑し景げい舎しやの北、本来なら侍女などの控える場所で、中でも一番小さく東宮さまのお住まいから遠い場所です！」

　言われてみれば、向かい側にある淑景舎こと桐きり壺つぼより一段小さな建物、淑し景げい北ほく舎しやと呼ばれる付ふ随ずいの棟むねだ。内だい裏りの中央を形成する七殿でんに渡わたるにも、桐壺を通らなければ行けない端はしの場所。

「そう言えば、案内されてる時に桐壺の前を通ったら、摂津君たちがくすくすしてたね」

「笑われておいて、どうしてそんな……っ」

「だって、今はそんなことどうでもいいもん」

　いきり立つ沢辺より先に北舎に入れば、すでに送られていた調度品は整えられている。

　造りは五間二面。母おも屋やを中心に廂ひさしは東西に一つずつしかなく、南北は母屋からすぐ高こう欄らんのある廊ろう下かだ。

　内裏全体が造りかけの今、本来あるはずの立たて蔀じとみや切きり掛かけといった目め隠かくしの壁かべも半はん端ぱな仮設。七殿五舎は本来壁で隔へだてられているのだが、北舎から西の宣耀殿を見ることができた。

　とは言え、夏花の育った北山の庵に比べれば広いもので、沢辺と二人で暮らすにはなんら異存はない。

　母屋に入り脇きよう息そくの横に夏花が坐すわると、滑すべるように沢辺は斜はす向むかいに。据すわった目で見つめられれば、生まれてから家族のようにすごした沢辺が、お説教せんとしていることは嫌いやでもわかった。

「橘家など、かつて右大臣を務めた家格以外に誇ほこれるものはないと言うのに。京貴族が地方官かん吏りの娘むすめたちよりも蔑ないがしろにされるなど笑い者もいいところです。橘家が笑われるならまだしも、内裏の中では橘の姫として姫さまが笑われるのですよ」

　悔くやしいと言わんばかりに言い募つのる沢辺。夏花は宥なだめるための言葉を探した。

「でも、沢辺のみを連れた私が、無む闇やみに広い局つぼねを与あたえられてもみすぼらしいだけじゃない？　それこそ、中流貴族に落ちぶれた橘家の現状を露ろ呈ていさせるだけで。それに実際問題、今も大臣や大だい納な言ごんを輩はい出しゆつする藤原家と争うほどの力はないし」

　橘家は夏花に十分な数の侍女をつけると言ったが、断固拒きよ否ひしたのは夏花であり沢辺だった。

「確かに、橘の侍女など、何をしでかすかわかりません。橘家は息のかかった侍女を内裏に入れたかったようですが、同じ場所で暮らす相手が、嫌いやみと嫌がらせしかしてこないなど、想像するだに疲つかれます。無能と仕事をするより、私一人で全てを担になったほうがましというものです」

　北舎への不満を飲み込んだ沢辺と目を見み交かわし、夏花は自然と口から嘆たん息そくが漏もれた。

　愛人の子を嫌きらう橘の正室の息に染まった侍女は、橘の屋や敷しきに仮住まいした二カ月の間に、ずいぶん好き勝手してくれたのだ。

「今さら、橘のために私が努力するなんて思うほうがおかしいんだよ」

　愛人であった母の死後、飢うえて死ねと言わんばかりに一年放置された日々を忘れはしない。

「八年も音おと沙さ汰たなく、親子の情なんて育はぐくむ余地はなかったんだ。私は私のために、私を養育してくれた僧そう都ずのために、ここにいる」

　後見もない七歳の娘が親もなく暮らしていけるわけがない。事態を知った遠とお縁えんの僧都に引き取られるまで、援えん助じよもしなかった父の非情は身に染しみている。

「全くです。姫さまが前さきの東とう宮ぐう妃ひさまの生まれ変わりに合がつ致ちするとわかった途と端たん、今さら何が引き取るですか…………っ」

　母が健在の頃ころから共に暮らす沢辺もまた、食うにも困る苦く渋じゆうを経験した。

　雇やとってはおられず使用人は一人、また一人と去り、最後まで残ってくれたのが沢辺の母である乳母めのとだった。乳母子である沢辺は、夏花を主あるじと定めるからこそ橘家への怒いかりもひとしおだ。

　互いに積もる恨うらみを口にする内に、鬱うつ屈くつした思いが口から溢あふれる。

「関わらなければそれで良かったのに……っ。政争の道具として利用しようとする上に、養育してくれた僧都を誘ゆう拐かいで訴うつたえるなんて恥はじ知しらずな言いがかりさえつけられて、怨うらまないほうがおかしいくらいだよ」

　僧都をも怒おこらせ手元に引き戻もどした娘を、迎むかえ入れた途端いびりだすのだから、橘家の思おも惑わくなど考えるだけ無む駄だだ。

「橘家がどうとか、私には本当にどうでもいい。今は、あの東宮の正体が知りたい」

「はぁ……。その件に関しては、その…………」

　沢辺は気まずげに言葉を濁にごすが、揺ゆるがない夏花の表情に嘆息する。

「よろしいですか、姫さま。万一、それこそありえないほど不敬な考えなれど、本当に東宮さまが本来その位に立つべき若君と入れ替かわった別人であるなら、それは由ゆ々ゆしき事態です。何者にも聞かれてはならないほどに重大な──っ」

「えぇ？　姫さまの晴れの日になんでそんな物ぶつ騒そうなことになってんだ？」

　突とつ然ぜん上がった第三者の声に、夏花と沢辺は同時に身を硬かたくする。

　声を探さぐれば、いつからいたのか半蔀はじとみの側そばに三十代半ばほどの男が立っていた。

　草臥くたびれた直垂ひたたれ姿は庶しよ民みんと変わらないが、その腰こしにはひと振ふりの刀を佩はいている。

「か……、門かど原わらどの。驚おどろかせないでほしいな」

　夏花が肩かたの力を抜ぬくと、母の代から仕えてくれている武士の門原与よ志し為なりは口の端を上げてみせた。

「姫さま、言葉が崩くずれてるぜ。そんなんじゃ、沢辺のお説教食くらうぞ」

「言こと葉ば遣づかいはあなたもです、門原どの！　いえ……、それよりどうしてここにいらっしゃるんですか？　ここは内裏ですよ！」

　沢辺の尤もつともな指し摘てきに、夏花もここが殿てん上じよう人びとでも憚はばかられる後宮の一画であることを思い出す。

　橘家ではなく夏花個人に仕える門原に、内裏どころかその外の大内裏にさえ入る権能などない。内裏は天皇の私的な空間であり、本来厳重な警備の下もとに置かれる場所のはずだ。

「ん、そりゃ、そこの二重の壁をはるばる越こえてだな──」

　沢辺の叱しつ責せきに首を竦すくめ、門原は軽い口調で答える。

「いやぁ、ここの警備笊ざるもいいとこですよ、姫さま。しかも、この北東の一角は極きよく端たんに見回りも少なくて。まさかここまで簡単に入り込めるなんてねぇ」

　緊きん張ちよう感かんなく笑う門原に、沢辺も追つい及きゆうする気勢を削そがれたようだ。言うほど簡単ではないとはわかっているが、有能と言うには門原の態度が腑ふ抜ぬけている。

　夏花はたった二人しかいない家臣が思いがけず揃そろった状じよう況きように、身を乗り出した。

「門原どの……、どうか知ち恵えを貸してほしい。どうやら、東宮が若君ではないんだ」

　夏花は今日顔を合わせた東宮との一件を仔し細さいに説明する。

　門原は器用に片眉まゆを上げただけで口は挟はさまない。夏花がどうしても違ちがうと感じてしまう心の内を言葉にするさまに、ただ耳を傾かたむけていた。

「聞く限り、姫さまは別人だと確信してらっしゃる。けど、俺なんかは若君とも頻ひん繁ぱんに顔合わせてたわけじゃねぇですし。沢辺も東宮さまを御み簾す越ごしでしか見ちゃいねぇ。まだことを荒あら立だてるには、不確実なことが多すぎますなぁ」

　聞き終わった門原は、普ふ段だん見せない真しん剣けんな表情で呟つぶやく。一つ息を吐つくと、途端にいつもの軽さで笑った。

「……ってか、そこまでの条件つけられて、候補四人も見つかったあたり、すごいな貴族共の執しゆう念ねん。──ちなみに姫ひめさま、若君周辺は昔から姫さまが橘の血を継つぐのはご存じだったんで？」

「知らないと思う。僧都に引き取られてからは母方の良よし岑みねを名乗っていたから」

「ってなると、やっぱり姫さまとの再会は予想外。……東宮以外は若君の周辺が変わってないってのが、気になるな」

　門原の呟きに、沢辺は頷うなずく。

「そうですよね。学友方なんて若君と出家なさる予定でしたし、出家がなくなってしかも東宮さまの側近に取り立てられるのなら、若君を別人にすり替える必要なんてありませんもの」

　夏花は、突とつ拍ぴよう子しもない主張を真剣に受け止めて考えてくれる門原と沢辺の姿に、心が落ち着いていくのを感じた。

　そうして乱れた心の内を見つめ直すと、ただ一つ揺らがない思いがある。

「……沢辺、門原どの。私は、若君に会いたい」

　胸の内を素す直なおに口にすれば、わかっていると言わんばかりに微笑ほほえんでくれる。

「姫さまが若君をひと筋に思い続けていらした姿、この沢辺、ずっと見守っていましたから。ここまで来て何もせずに諦あきらめるような思いではないと存じ上げております」

「だからって、先走っちゃいけないぜ、姫さま。向こうも別人だとばれたとわかっているはずだ。その内、何かしらの接せつ触しよくを図はかってくる──」

　不意に言葉を切った門原は、片手で夏花と沢辺を制し耳を澄すます。

「誰だれか来てるな。一人だ。足音を殺してる」

　そう報しらせる門原の表情は、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのように鋭するどく静かだ。

「誰が……？　いや、それより門原どの、そこの几き帳ちようの後ろに隠かくれて。見つかったら罰ばつせられる」

「姫さまもお言葉遣いを正してください」

　沢辺の指摘にから咳ぜきを零こぼし、夏花は坐すわり直す。

　門原は慣れた様子で衣きぬ擦ずれの音も立てず、几帳の陰かげで気配を殺した。

「一人ということは、案内が戻って来たのでしょうか？」

「それだと、足音を殺すのはおかしくな──、こほん、おかしいでしょう？　それに、門原どのが見ていらしたのは、北の方角……」

　内だい裏りの北東の端はしに位置する淑景北舎。北と東側には、内裏を囲う壁かべしかない。

　話している間に、夏花の耳にも妻戸が慎しん重ちように開かれる音が聞こえた。

　待ち構えていると知ったのか、来訪者は足音を殺すのをやめて東の廂ひさしを歩く。廂を隔へだてるため、母おも屋やの柱の間に張られた壁代の布地に、何者かも知れぬ人ひと影かげが映った。

　夏花たちの位置を確かく認にんするようにゆっくりと歩いていた人影は、不意に壁代へ手をかけると遠えん慮りよもなく母屋へと踏ふみ込んでくる。

「……な…………！」

　招かれもせず北舎に現れたのは、目立たない濃こき色の狩かり衣ぎぬを纏まとった東宮だった。

　あまりにも予想外の人物に、夏花は言葉を失くす。沢辺も平へい伏ふくすることも忘れて固まっていた。

　微笑みもなく観察するような冷めた目を向ける東宮は、素す早ばやく母屋の中に視線を走らせる。門原の隠れる几帳を見そうになる自身を律して、夏花は口を開こうとした。

「恥はじらいもないとは……」

　夏花よりも早く漏もらされた東宮の呟き。低く、先ほどまでの優やさしさなど微み塵じんも感じられない声こわ音ねだった。

　沢辺などは驚き慌あわてて袖そでを上げると、東宮から顔を隠す。

　夏花は少しの自制心と、頭を擡もたげた反はん抗こう心のままに口を開いていた。

「……どのようなご用向きでいらしたのか存じ上げませんが、恥じらいを諭さとされる前に、ご自身の行いを省かえりみてくださいませ。私は不快を催もよおしましたので、どうぞお下がりください」

　東宮に向かって下がれと言い放つ夏花に、上げていた腕うでを下ろして沢辺は絶句する。

　夏花の強気に、東宮は呆あきれた様子で失しつ笑しようした。

　その仕草に、沢辺は困こん惑わくを表情に表す。若君ではありえないような東宮の様子に、夏花もやはり別人だと改めて感じた。

「直言を許したとは言え、位に見合った最低限の敬意を持て。ここはもう北山ではない」

　上位者として窘たしなめた東とう宮ぐうの言葉には、冷れい酷こくささえ感じられる。先ほどまで東宮妃ひ候補たちに見せていたのが、偽いつわりの仮面であるとでも言うように。

　恥じらいも見せず睨にらみ上げる夏花を、東宮は腕を組んで見下ろした。

「……それとも、まだ男おのこに入り交じって山野を駆かけた癖くせが抜けないのか」

　冷れい笑しようを交えた東宮の言葉に、夏花は息を詰つめた。

　北山の僧そう都ずの下から、橘家に姫が迎むかえられた。その程度の風聞なら、藤原家も摑つかんでいる。北山で若君と夏花に面識があったことも調べればわかるだろう。

　けれど夏花が、幼少とはいえ男に入り交じって遊んでいたことなど、知る者は同じく遊んだ者しかいないはずだ。僧都さえも、山野に入って遊んでいたことまでは承知していない。

　夏花は、目の前の東宮に得体の知れない恐おそろしさを感じた。

　物言いたげな視線を送ってくる沢辺からは、若君と東宮の違いが判わからないと訴うつたえる心情が読み取れる。

「…………でも、違うんだ」

　夏花のほとんど声になっていない呟きを聞き取ったのか、東宮の目に怜れい悧りな光が宿った。

「京に戻もどるとは愚おろかな。一度子を捨てた親が、どうしてまた手元に招き寄せたかもわからないのか？　それとも、権力の道具となることをわかっていて橘家に入ったのか？　だとしたら、馬ば鹿かとしか言いようがないな」

　蔑さげすむように顎あごを上げて見下ろす東宮の心ない言葉に、夏花は怒いかりのあまり言葉も出ない。

　それでも橘家に入り内裏を目指したのは、若君に会いたいがため。

　よりによって希望を潰つぶした本人である、東宮に言われる筋合いなどない。

「姫とは名ばかりに、山で育った粗そ暴ぼう者に務まるほど宮仕えは甘くない。お前が恥はじを晒さらすだけ、養育した僧都の顔に泥どろを塗ぬることになるぞ」

「な、な、何を…………っ」

　恩ある僧都のことまで愚ぐ弄ろうされ、夏花は戦慄わななく。

「あなたに何がわかるって言うんだ！」

「騒さわぐな見苦しい。そんなことでは先が思いやられるな」

　夏花が感情を露あらわにすると、東宮は己おのれの悪態などなかったかのように窘めた。

「わざわざ足を運んだ理由は一つだ。今日のような不用意な発言は慎つつしめ。東宮妃候補全員の品位を疑われかねないぞ」

　絶対者のような雰ふん囲い気きを纏って、東宮は不ふ遜そんに言い放つ。

　夏花は堪たまらず口を開いた。

「品位？　女性の母屋に先さき触ぶれもないどころか、許可も得ずに踏み込むあなたが、品位を語るのか？」

「ここを何処どこだと思っている？　今きん上じよう不在の内裏で最も位の高い者が是ぜと言えば全すべてが肯こう定ていされる。そんなこともわからないのなら、ここから去って北山へと帰れ。お前にはあそこがお似合いだ」

　言うべきことは言ったとばかりに、東宮は踵きびすを返す。

　夏花の言葉など最初から聞くに値あたいしないとでも言うように進んでいた東宮は、ふと肩かた越ごしに振ふり返った。

　垣かい間ま見みえた表情はひどく悩なやましげな憂うれいを帯びている。夏花と目が合うと表情を硬かたくして妻戸へ向かい、少し前の表情が見み間ま違ちがいに思えるほど、その背中は夏花を拒きよ絶ぜつする冷れい徹てつさを感じさせた。

　濃き色の裾すそが視界から消えると、ほどなく妻戸を閉める音が母屋に響ひびく。

「ひ、姫さま……」

　沢辺は膝しつ行こうして俯うつむく夏花に声をかけた。

「…………なん、なんだ、あいつはぁぁああ！」

　震ふるえるほど拳こぶしを握にぎり締しめた夏花の叫さけびに、沢辺も声を荒あらげた。

「姫さま！　真しん偽ぎはどうあれ東宮の位にいらっしゃる方に、そのような物言いはなりません！」

「あんなのが東宮？　あんなのが若君の代わりにいるなんて！　認めない……っ。絶対、あの化けの皮剝はがして若君見つけてやる！」

　再会を夢見た期待を裏切られた上に、表だけは若君に似せた東宮の存在が、夏花には思い出さえ汚けがされるようで怒りが込み上げた。

「姫さま！　落ち着いてください。まだ外におられるやもしれないのですよ！」

　聞かれれば不敬で罰ばつせられる。主あるじを心配して必死に止める沢辺に、夏花も歯を食い縛しばり苛いら立だちを嚙かみ潰した。ここで問題を起こせば、沢辺はもちろん橘家、ひいては養育してくれた僧都にまで迷めい惑わくをかけかねない。

　東宮の指し摘てきどおりなのが不満だが、考えないようにしようと夏花は乱れた息を整える。そうして、門原が隠かくれている几帳を振り返った。

「ふぅ、ふぅ……。門原どの、もう出て来ても大だい丈じよう夫ぶ。沢辺もすまない。念のため御み簾すも全部下ろしておいたほうがいいと思う」

　応じて立ち上がる沢辺が御簾に手を伸のばし始めても、几帳の向こうから身み動じろぎは聞こえない。

　几帳の向こうを覗のぞき込んだ夏花は、居るはずの人物が忽こつ然ぜんと消えていることに気づいた。

「沢辺、門原どのがいない。いったいいつ出て行ったんだろう？」

「え、気づきませんでした。あの方、喋しやべると騒がしいですが、動くとなると本当に静かですね」

「はぁい。姫ひめさまの護衛役、門原どの、戻ったぜ」

　軽い調子で、沢辺の足元から門原が顔を出す。

　門原は片かた腕うでで高こう欄らんの下から勢いをつけて廊ろう下かに登り、はしたないと視線だけで責める沢辺の横をすり抜ぬけ母おも屋やに戻ってきた。

「いつの間に下に降りていたの、門原どの？」

　夏花の問いに、門原はいつもの軽い調子で答える。

「東宮が母おも屋やを出てすぐですよ。いやぁ、あの東宮何者なんでしょうね。少なくとも、内だい裏りの中を隠れ歩くことには慣れてるみたいで。──ついでに、別の誰だれかも外にいたみたいですけど。さて、東宮の従者かはたまた……」

　どうやら東宮の後をつけたらしい。その上不ふ穏おんな言葉を呟つぶやく門原に、夏花は最悪の想像を口にする。

「まさか……、若君を亡なき者にして成り代わってるなんてこと」

「さて、現状否定できかねますが。そうなると若君の従者や学友が黙だまってる理由がない。その線は薄うすいと俺は思いますよ」

　夏花は瞬まばたきも忘れて胸を押さえる。

　口にして知った。

　若君と二度と会えないかもしれないと思うだけで、こんなにも苦しい。どれだけ再会を待ち望んでいたのか、自覚するよりも深く心が物語っていた。

「ちょっと落ち着きましょうか、姫さま。まさかこんなに早く、しかも当の本人が現れるとは思いませんでしたが、これで向こうが姫さまに害意がないのはわかりましたぜ」

　膝ひざをついて坐すわる門原に従い、夏花も腰こしを落ち着ける。

「すぐに姫さまを追い出すつもりがないから、あの忠告です。今上の勅ちよく命めいで集められたんですから、そう簡単に手は出せんのでしょう。だったら、猶ゆう予よのある今の内に東宮周辺を一回調べてみましょうや」

「門原どのが言うと、とても簡単なことのように聞こえるのがおかしいな。──でも相手は東宮だもの。そう簡単に近づけない。どころか門原どのはここにいることさえ本来許されないことでしょ？　門原どのが危険を冒おかすことはない。ここは私が……」

「なりません、姫さま」

　門原と声を揃そろえたのは、御簾を下ろし終えた沢辺だった。

「外界から隔かく絶ぜつされた山さん荘そうの庵いおりならまだしも、姫さまはもう名を改め、裳も着ぎを行った大人なのですから。軽けい率そつな行動は慎みなさいませ」

「でも、東宮に会えるのって、私が一番……」

　目を据すわらせた沢辺の無言の圧力に、夏花の声は尻しりすぼみになる。門原は苦笑して、やはり夏花の無む謀ぼうを止めた。

「姫さま、別に正面から会う必要なんてねぇんですぜ。ま、そこら辺は俺に任せてくださいよ。姫さまは、東とう宮ぐうの警けい戒かいを強めないように大人しくしておいてくれりゃいいですから」

　すぐには頷うなずけず、黙り込む夏花に、門原はわかっていると笑った。

「姫さまが内裏に来た目的は、今も変わらんのでしょう？」

　その問いに、夏花は迷わず頷いた。

「私が橘家に入り、橘たちばなの文あや子こなんて名前を受けたのは、若君との再会の約束を果たすためだもの。その障害として東宮がいるなら、私は迷わず東宮の正体を暴あばく」

「だったら、姫さま。大人しく、なんてできないことは言いませんから、一人で突つっ走ることだけは、絶対にしないでくださいよ」

「うん……、わかった。危険があると思えば、門原どのに相談する」

「姫さま、そこは危険があれば近づかないと仰おつしやっていただかないと」

　額を押さえて項うな垂だれる沢辺に、夏花は苦く笑しようを向けるしかなかった。

　心に決めたことは譲ゆずらないと、姉妹同然に育った沢辺はわかっている。わかってくれているという安心が、夏花にもあった。

「沢辺、どうか私を助けて」

「言われずとも。……まずはその童子のようなお言こと葉ば遣づかいを改めることから始めましょう。門原どのが調べるにしても、姫さまが粗そ相そうをして内裏を追い出されては意味がありません」

　散々注意された小言を返され、夏花は衵あこめ扇おうぎを開いて口元を隠した。

「親しく思うそなたらを前にしては、気も緩ゆるみほどけてしまうというもの。許せよ、沢辺」

　普ふ段だんよりも作った口調で応じれば、呆あきれる沢辺の横で門原が噴ふき出す。

「本当、そうしてると母君に生き写しの美人だってのに」

「門原どの、それでは私が不美人と言われているようなんだけど」

「おっと、そんなことありゃしませんよ。姫さまは深山幽ゆう谷こくの仙せん女によにも負けない美人ですって」

　門原の軽口に苦笑しながら、夏花は未いまだ不安に苛さいなまれる胸を押さえた。

　まだやれることはある。諦あきらめるには早すぎる。

　若君に二度と会えないわけではないのだと、胸中で己おのれを鼓こ舞ぶし続けた。
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「これは夏花君、山やま吹ぶきの匂におい襲がさねが良くお似合いだ。梨なし壺つぼからのお戻もどりでしょう？　楽しい時間をおすごしになりましたか？」

　梨壺から淑景北舎に戻ろうとした夏花は、目が合ってしまったことを激しく後こう悔かいした。

　梨壺の西、麗れい景けい殿でんから偶ぐう然ぜん姿を現したのは、今きん上じよう不在の内裏で最も位高い東宮その人。

　先日の暴言を忘れたにこやかな態度は、東宮として申し分ない。他ほかの東宮妃ひ候補がこの外そと面づらを信じ込んでいる現状が歯は痒がゆいながら、織り文様美しい衣い冠かん姿で従者を引き連れる姿は、東宮として恥はじない威い厳げんを感じさせた。

　門原の行動を妨さまたげないためには、内裏に居続ける必要がある。東宮を相手に粗相をしては、若君への手がかりさえ得られない。

　胸中で頭を擡もたげそうになる反発を抑おさえ込み、夏花は沢辺と共に廊下に伏ふす。

「勿もつ体たいなきお言葉。仰おおせのとおり、藤とうの大だい納な言ごんさまにお見せいただいた絵巻物の素す晴ばらしいこと。大変有意義なお時間をいただきました」

　今日は藤大納言の招きで東宮妃候補が梨壺に揃っていた。夏花は最後に梨壺を離はなれることになったのだが、よりによって東宮の移動と重なってしまったのだ。

　表面上は気き遣づかいを窺うかがわせる穏おだやかさで、梨壺で行われた集まりが何かを知っていて話題にしたのかと、夏花は勘かん繰ぐってしまう。

　藤大納言が自らの住まいに招いた建前は、珍めずらしい絵巻物を手に入れたから。皆みなで拝見しましょうと誘さそう裏には、他の東宮妃候補を呼び出せる自らの権けん威いを周知する目的があった。

「お顔を上げてください。有意義な時を得られたのであれば結構なことです。北山にも貴族は多いとは言え、やはり京とは勝手の違ちがうもの。山が懐なつかしくはありませんか？」

　帰るなら今の内だぞ、と聞こえてきそうな東宮の言葉選びに、夏花は気づかないふりで笑えみを返す。

「私はまだ京に戻って日が浅うございます。懐かしむほどに離れていらっしゃるのは、東宮さまではございませんか？」

　東宮の揺ゆさぶりをそのまま返してみるが、動どう揺ようは見られない。

「時が経たちすぎると、懐かしささえも薄れてしまう。時と共に人は変わっていくものなのです。……あなたが見み紛まがうのも詮なきと思えるほどに」

　初対面の無礼を引き合いに出す東宮の意地悪さに、内心夏花は歯は嚙がみした。引き攣つりそうになる口元を袖そでで隠かくし、なんとか言い返す。

「本当に、別人のようにお変わりになりましたわ。私、今でも目を疑いますもの」

「ふふ、褒ほめ言葉として受けておきましょう」

　余よ裕ゆうのない夏花に対して、東宮は終始表情も態度も崩くずさない。

　いっそ嫌きらわれるように言葉を選んでいるのではないかと夏花が怪あやしんでいると、東宮の視線が梨壺へと走る。

　夏花も肩かた越ごしに窺えば、どうやら梨壺の侍じ女じよが東宮と夏花の立ち話に気づいた様子。

「さて……、長々お引き留めして申し訳ない。今日はゆるりと休まれよ」

　言うや、東宮は従者を率いて歩き出す。

　公務用の衣冠姿であることを思えば、東宮としての務めのため内裏の外へ行くのだろう。

　夏花は口くち惜おしさを耐たえて、東宮が見えなくなるまで平へい伏ふくしていた。

「……姫ひめさま、行かれたようでございます」

　沢辺の言葉に促うながされ、夏花は立ち上がる。今口を開いては、憚はばかるような言葉を漏もらしてしまいそうだった。

　察しているのか、沢辺はそれ以上言わず、足早に歩く夏花の後ろをただつき従う。

　内裏に住まうようになって七日、もはや東宮の存在自体が気に入らないと言えた。

「今、若君の安否も知れぬまま、内裏を離れるのは得策じゃないってことくらいわかってる。弱みを見せれば、競争相手を減らしたい東宮妃候補に足を掬すくわれることだってわかってる……っ」

　夏花は己に言い聞かせるように低く吐はき出す。発言を慎つつしめ、品位を保てと東宮に言われたことを実行しなければいけない現状も腹立たしい。

　せめて気心の知れた沢辺と二人になれる北舎へ。夏花は急せく心のままに、他人の目がある桐壺の前を早足に歩きすぎる。

　心中を察する沢辺は、主人の後ろを置いて行かれまいとついて行くばかり。当の夏花は前も見ずに扇で顔を隠したまま歩いていた。

「やべ……っ。あ、おい！　そっちに行くな！」

　北舎の妻戸の前まで来て聞こえたのは、聞き慣れた門原の声。けれどその声こわ音ねに含ふくまれた剣けん吞のんさは、夏花に向けられたものではない。

　夏花が前を向くのと同時に、北舎の北から何者かが、後ろの門原を見たまま高こう欄らんを跳とび上がり廊ろう下かに登って来る。

　高欄を蹴けって夏花に突とつ進しんするのは、目から下を隠す覆ふく面めんと笠かさを身に着けた明らかな不ふ審しん者。夏花が息を吞のんでようやく、不審者も進行方向に二人の女によ人にんを視し認にんした。

「姫さま、避よけろ！」

　門原の叱しつ声せいに、夏花は驚おどろき固まっていた体を遅おそまきながら動かす。右手の高欄側に夏花が動くと、勢いを殺せない不審者は左に体を傾かたむけた。

　けれど身を逸そらし切るより早く、夏花は不審者と肩かたを擦こするようにぶつける。

　重心を傾けていたせいで、夏花の上半身は高欄の外に投げ出された。

「う、わ……っ。落ち──！」

　夏花はうわ言のように言葉を漏らす。沢辺が手を伸のばしてくれるが遅い。高欄の下を走る門原も間に合わない。

　頭から落ちると悟さとった夏花は、衝しよう撃げきに備えて固く目を瞑つむった。

「あ…………、危ない！」

　聞き慣れない声と同時に、手首を強く摑つかまれる。

　肩が痛むほどの勢いで引かれた次の瞬しゆん間かんには、不審者の胸に抱だき込まれていた。

　力任せに引き戻した不審者と共に、夏花は廊下に倒たおれ込む。下した敷じきにする形の不審者の呻うめきに顔を上げれば、笠と覆面の間から痛みに細められた目が見えた。

　倒れた衝撃で顎あごから鼻にかけて右半分が捲めくれ上がった覆面の下には、赤く引き攣れた刀傷の痕あと。耳や顎、首を真横に断たとうとしたらしい傷きず痕あとがはっきりと残されていた。

　物ぶつ騒そうな傷さえなければ上品そうな顔立ちの不審者は、夏花が見ていることに気づくと、すぐさま覆面を整え顔のほとんどを隠してしまう。

「これは、お見苦しいものをお見せいたしました。お怪け我がなどはございませんか？」

　不審な格好に似つかわしくない、穏やかで優やさしい声音。

「え、は……、ないと、思うけど」

　引っ張られた腕うでは痛むが、助けられたことを考えれば文句を言う気にはなれない。

　不意に、不審者は総毛立つように身を硬かたくして左右に首を振ふる。応じて夏花も左右を見れば、左手には、目を見開き戦慄わななく沢辺の姿があった。右手には、高欄を跨またいで廊下へと登った門原が抜ぬき身を携たずさえている。

「姫さま！　すぐにその不ふ埒らち者から離れてください！」

「おし、ちょっと話聞くだけのつもりだったが、うちの姫さま危ない目に遭あわせたんじゃ、見み逃のがすなんてできねぇな」

　殺気とも言える不ふ穏おんな気配を纏まとった側近二人に、夏花は不審者の上から身を起こして手を上げた。

「待って、二人とも。不審者だけど、ぶつかった時に避けようとしてくれたし、そのまま逃にげられたのにこうして私を助けてくれたでしょ。悪い人ではないよ。不審者だけど……」

　不審者は抜け目なく左右を探さぐり、庇かばう声を発した夏花を見る。

「助けてくれたことには、礼を言う。ありがとう。でもここは、私が住まいとして宛あてがわれた場所だよ。ここでいったい何をしていたの？　あなたは誰だれ？」

　夏花の問いに、見苦しく慌あわてるでも、困こん惑わくし焦あせるでもなく、不審者は静かな目をしていた。いっそ、涼すずしげに感じるほど穏やかな眼まな差ざしだ。

「……無礼を働いたことは事実。仕える者の名を明かすことはできませんが、謝罪の代わりに私のことならお答えしましょう。私は文ふみ使つかいの流ながれ。ご用を済ませた帰き途と、こちらを通りかかっただけの者でございます」

　夏花が目顔で門原に確認すると、首しゆ肯こうを返された。門原は内だい裏りから抜け出そうとする流と遭そう遇ぐうし、今に至るようだ。

　この不審者こと流は、内裏に侵しん入にゆうして何者かと手紙の受け渡わたしをしたらしい。けれどそれが誰かは言わない。手紙の内容や目的も聞くだけ無む駄だだろう。

　夏花は次に気になることを問いかけてみた。
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「あまり、聞かない名前だね。あなたの里ではそのような名づけが普ふ通つうなの？」

「いいえ、里などございません。川を流れていたから、流と呼ばれております」

　埒らち外がいの答えに、夏花はからかわれているのだろうかと首を傾かしげる。

　対する流は何処どこか楽しむ風で、目を細めた。

「奇き特とくなお方だ。私の醜みにくい顔を見て怖おじる様子もないとは」

　流の言葉に、顔を隠すのは身元を隠す以外の理由もあることがわかる。

　死はさらなる死を呼び、穢けがれはさらなる穢れを呼ぶ。そう考えられている風潮のため、欠けたもの、傷のあるものは敬遠される。特に貴族社会ではその風潮が徹てつ底ていしており、夏花もこれだけ間近に大きな傷痕を持つ者を見たのは初めてだった。

「驚きはしたが、醜いとは思わないよ。それだけの傷を負ってなお生きるのなら、それは御み仏ほとけがあなたに生きて果たすべき役割が今生にあるとお示しになったからだと思う」

　目を瞠みはった流は、一つ息を吐き出すと覆面の下で苦く笑しようしたようだ。

「北山の僧そう都ずの下もとでお育ちとは聞き及およんでおりましたが、これほどに清せい廉れんなお心をお持ちとは感服いたします」

　膝ひざを折り、居住まいを正す流に門原が刀を持ち直したが、夏花は目顔で制して止める。

　己おのれを卑ひ下げする流の言葉は、それだけ目立つ傷が元で不ふ愉ゆ快かいな思いをした表れだろう。

　深く頭を下げた流は、改めて謝罪を口にする。

「許しも得ず、お住まいに踏ふみ入った無礼をお詫わび申し上げます。この非礼の償つぐないはいずれ必ず。……ただ今は、これにて」

　言うが早いか、流は飛び出すように床ゆかを蹴ると、高欄を飛び越こえ地面に着地した。

「あ、この野や郎ろう！　待ちやがれ！」

　門原の制止も遅く、流は内裏の壁かべに駆かけ寄ると、隠かくし持っていた小こ太刀だちを足場に跳び上がる。一足飛びに壁に登った流は、紐ひもで小太刀を回収して一度頭を下げるとそのまま壁の向こうへと消えて行った。

「……すごい…………。あんな動きができる人間がいるのか」

　鮮あざやかな身ごなしに、夏花は曲芸でも見た気分で呟つぶやく。

「ひ、姫ひめさまぁ！　お、おぉ、お怪我はございませんか？」

　飛びつくように座り込んで安否を問う沢辺に、夏花は大おお袈げ裟さだと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ちゃんと流が怪我しないように助けてくれたんだから」

「いや、いや。姫さま、その文使いのせいで高欄から落ちかけたんですよ」

　門原は抜き身を鞘さやに納めつつ、呆あきれたように肩を竦すくめた。

「ま、とにかく中に入りましょう。ここじゃ俺も見つかっちまう」

　門原の言葉に、夏花と沢辺は慌てて向かいの桐壺を見る。

　こちらの騒さわぎには気づいていないようで、箏そうを練習しているらしい音が聞こえていた。

　妻戸から母おも屋やに入った夏花は、改めて門原に流と出会った経けい緯いを聞く。

「そろそろ姫さまたちが戻もどる頃ころだと思って俺が内だい裏りに入ったら、逆に内裏から出ようとしてるあいつと鉢はち合あわせになっちまって。どうせ顔を見られたんで、一発ぶん殴なぐってお話聞こうかと思ったら、内裏の方向に逃げちまいやした」

　そこからは夏花も見たとおり。目が合っただけで、流は門原との力量差を察して逃げに徹てつしたと言う。

「もう、何をなさっているのですか門原どの！　姫さまにお仕えするなら、もっと穏おん便びんな方法を考えてください！」

　短たん慮りよがすぎると沢辺に叱しつ責せきされ、面めん目もくないと門原は肩を竦めた。

　夏花は、穏おだやかそうだった流の様子と、驚くべき身体能力を脳のう裏りに浮うかべ唸うなる。

「本当に、どうなってるんだこの内裏は。門原どのだけでなく、もう一人侵入者がいるなんて。東とう宮ぐうは危機感が足りないんじゃないか？」

　山に籠こもって育った夏花でも知っている。

　天皇の位を狙ねらい起こる争いが、権けん威いや見み栄えを競うだけではないことを。時には人死にさえ出る陰いん惨さんな歴史があることを。

　現状、権力の頂点に立つのは天皇ではなく上皇だ。けれど上皇になるには天皇にならなければならず、天皇になるには東宮になることが最も確かな道だった。

「若君が山を下りたのは、東宮の座を争った成人の継けい承しよう権けん上位の者たちが共とも倒だおれで、全員いなくなってしまったためだったでしょ。死ななかった人も、家ごと傾いてしまったとか」

　突とつ然ぜん東宮への未来が繫つながった若君と同じく、どれだけ待っても皇位継承など夢物語に終わっていた親しん王のうも、一気に夢が現実味を帯びたはず。東宮の座を狙う者が絶えたわけではない。

「あの流がもし暗殺者だったとしたら、どうするつもりなの？　こんな警備の甘い所に一人で来るなんて知れたら……っ」

　東宮は、夏花が内裏に入った最初の日から、三回ほどまた北舎へと現れていた。滞たい在ざい時間こそ短いが、言う内容は夏花への駄だ目め出だし。決まって去り際ぎわには、北山へ帰れと言い捨てる。

「はは、東宮の命を狙う最大の不埒者が、近い血けつ縁えんってのは業ごうの深い話ですよね」

「門原どの、不敬ですよ。今きん上じよう陛下や女によう御ごさまの件は噂うわさや憶おく測そくでしかないんですから」

　門原と沢辺は声を落とし囁ささやき合う。夏花は東宮への苛いら立だちに意識が向き聞いていなかった。

「──なのに、外で会えば今日みたいに取り澄すました顔でいい人ぶって。東宮妃ひ候補たちもあんな外そと面づらに騙だまされてるしさ……っ」

　東宮の不ぶ躾しつけな発言の数々を思い出して夏花が唇くちびるを嚙かむと、門原が苦言を呈ていした。

「まぁ、なんだ。姫さま、東宮の心配より自分をまず守りましょうや。あの文使いみたいな不ふ審しん者と、悠ゆう長ちように話してちゃいけませんって。まずは逃げてくれなきゃ。……あんたを守れないんじゃ、俺は母君に合わせる顔がねぇ」

　門原が刀を抜いていながら振るえなかったのは、夏花と流が近すぎたせいだ。

　かつて門原は夏花の母に命を救われた。死した主人への恩返しに、門原は見つかれば死罪もあり得る内裏へと忍しのび込んで、その娘むすめを守ろうとしている。

　夏花は門原の忠誠心を思い、居住まいを正した。自らの不手際で門原を失うことにはなりたくない。

「すまない、門原どの。私の考えが足りなかった」

　夏花が罰ばつせられるようなことがあれば、たった二人の臣下は主あるじの罪に殉じゆんじるだろう。そうしないためには、まず夏花自身が一層気を引き締しめなければならない。

　真しん摯しに謝る夏花に、沢辺は慰なぐさめを向けた。

「あのような場面では、動転なさいますのも致いたし方ありません、姫さま」

「とか言って、姫さまがあの文使いにいつもの調子で喋しやべっちまったことで、お小言言いたいんじゃないの？」

　茶々を入れる門原を睨にらむ沢辺だが、否定の言葉はない。

　言われて、夏花も流に対して取り繕つくろうことを忘れていた己に気づかされた。

「あれ……？　私はなんで、流を警けい戒かいしなかったんだろう？」

　思い出してみれば、助けられたからというだけでは余りにも無防備すぎた。

　童子のような言こと葉ば遣づかいだけでも外聞が悪いのに、今いる内裏は東宮妃の座を争う者たちが集まっている。誰だれに知られても不利にしかならない。

　わかっていたから、他ほかの東宮妃候補の前では取り繕ってきたというのに、何故なぜ今日に限って流の前でできなかったのか。

　いつにない不手際に、夏花は不ふ甲が斐いなさを感じて黙だまり込む。そんな様子に、沢辺は門原に目顔で話題を変えるよう促うながしていた。

「えっとですね、可能性としてあの文ふみ使つかいが東宮の手下で、ここはあいつのための通り道ってのは、考えられるんですが。夜誰だれかいても朝になるまで出るなって、妖あやかしにかこつけて東宮から注意されたんでしょ？　あれ、あいつみたいな手下を姫さまに目もく撃げきさせないためとか」

　無理な話題転てん換かんで口にした門原の指し摘てきに、夏花は俯うつむきがちだった顔を上げる。

「なるほど。そう考えると、東宮妃候補の私を助けた理由にもなるね」

「ま、ただの推測ですけど。姫さまが言うように暗殺者の線も捨てられねぇ」

　門原の物ぶつ騒そうな言葉に、沢辺はやり場のない不安を怒いかりに変えた。

「どっちなんですか、門原どの！」

「えぇ？　俺を怒おこるなよ。大丈夫だって、沢辺。東宮狙いの暗殺者なら、下手に東宮妃候補に手ぇ出して、目立つような真似まねはしねぇよ」

　関かかわらなければ大丈夫と言う門原だが、侍じ女じよの気き迫はくに押されて苦笑いを浮かべる姿を前にしては、沢辺の不安は拭ぬぐえない。

「門原どのは、姫さまの安全を守るのが仕事でしょう。もっと真ま面じ目めになさってください」

　沢辺の叱責に腰が引ける門原。二人の賑にぎやかさに、我知らず夏花の口には笑えみが浮かぶ。

　北山と変わらない様子に懐なつかしさを覚えると、不意に流の顔が脳裏を過よぎった。

「…………懐かしい？　……まさか、ね」

　刀傷が印象的で、その割に上品そうだと感じた程度だったはず。

　夏花はただの思いすごしだろうと、沢辺を宥なだめるべく笑みを浮かべ直した。
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「どうなさいました、姫さま？　お顔がなんともひどいことにおなりですよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの夏花を横目に、沢辺は茶器を磨みがく手を止めず声をかけた。

「なんでもない。ただの思い出し苛いらつきだから。他の人の前では完かん璧ぺきにいい人演じるのにさ……っ」

「そんな、思い出し笑いのように言わなくとも……。つまり東宮さまのことをお考えになって、そのようなお顔なのですね？」

　内裏に来てからというもの、夏花の怒りの原因は沢辺から見ても東宮だ。

「初日のあの暴言もひどかったけどさ。抹まつ香こうのほうが香に勝まさって匂におっているからもっと焚たけとか、また失言しないように一度周りを見てから口を開けとか……っ。私を苛立たせて内裏を追い出す作戦なのか！」

「落ち着いてお考えになれば、東宮さまの仰おつしやることも一理あるように思われますが」

「沢辺？　あんな嫌いやみしか言ってこない奴やつの何を肯こう定ていする気になったの？」

　乳母めのと子ごの思わぬ擁よう護ごに、夏花は目を瞠みはる。けれど返ってきたのは、お説教をせんと定めた沢辺の一いち瞥べつだった。

「来きたる子ねの日に向けて、他の女君は楽がくに香にお召めし物に、それぞれが準備を怠おこたらないと聞き及およんでおります。それなのに姫ひめさまは──」

「貴族として恥はずかしくない程度にはやってるよ……？」

「東とう宮ぐうさまもその認にん識しきが甘いと仰っていたではありませんか。向き不向きはありましょうが、東宮妃候補となった姫ひめ君ぎみ方は、誰もが上を目指しているのです。ほどほどなどという半はん端ぱさでは後おくれをとってしまいます」

　藪やぶをつついて蛇へびを出してしまった夏花は、ささやかな抵てい抗こうで昨日現れた東宮の暴言のひどさを訴うつたえた。

「けど、昨日琵び琶わを練習してたら東宮が来て、ちゃんと音出せたんだななんて余計な口出ししてくるんじゃ、やる気もなくなると思わない？　東宮、絶対私以外の東宮妃候補にはそんなこと言わないよ」

「思いません……っ、と言うには、東宮さまのお言葉は正しくもあり、姫さまの集中が散さん漫まんになるよう仕向けているようにも、思えますね。もう少し、姫さまにお優やさしいお言葉をいただければよろしいのですが」

　沢辺も呆あきれたように嘆たん息そくする。

「いらないよ。東宮の優しい言葉なんて、どうせ心なんて籠こもってないんだし。私は本当のことが知りたいんだ。聞いても答えてくれないけど、絶対聞き出してやる……。帰り際ぎわ、いつも悩なやんだような顔してる理由も、わからないままだとなんか、気分悪いし」

　東宮の本音を引き出そうという夏花こそ、沢辺が気を揉もむ最たる人物だとは自覚がなかった。

「はぁ……。あ、そうです姫さま。お心を落ち着けるためにも、若君からの歌をお読みになっては如何いかがでしょう？　宴うたげで詠うたいかけられることがあるかもしれませんもの。和歌の勉強をし直すおつもりで返歌を考えてみては？」

「何故かな、沢辺。すごく誘ゆう導どうされている気がするけど、……いい考えだと思う」

　生まれた時から共にすごす沢辺は、夏花のやる気を奮い立たせる方法を熟知している。沢辺の望むとおりになるとわかっている夏花だったが、抗あらがう理由も思い浮うかばず二に階かい厨ず子しへとにじり寄った。

　抽斗ひきだしを開けて胡こ蝶ちようが描えがかれた文ふ箱ばこを取り出す。中には僧そう都ずや乳母からの手紙。

　夏花は、橘たちばなの枝が添そえられた封ふう筒とうを取り出すと、文箱を直しもせず経きよう机づくえに向かった。懐かしさに心浮き立つ夏花は、すでに東宮への苛いら立だちを彼方かなたへ置き捨てている。

　文ふみは元もと橘の枝に結びつけられており、若君が愛用していた香が薫かおっていた。今では橘の枝も乾かん燥そうしきり、香もわからなくなっている。

「貰もらってすぐは、あんなに薫ったのに……」

　思わず漏もれた夏花の嘆息に、沢辺は苦く笑しようを返した。

「仕方ありませんよ、姫さま。もう四年経たっているのです。虫に食われていないだけましだと思わなければ」

「……漢詩はさ、僧都が得意だったから重点的に習って得意になったでしょ。和歌はさ、この文があったから、少しでもいい歌を若君に返したいと思って、身につけたんだよね。──初顔合わせの時、藤とうの大だい納な言ごんさまの歌を聞いてつい、この文のことを思い出したんだ」

　今でも、もう少し可愛かわいらしい返歌を送れば良かったと思う。その思いが口から零こぼれて、あらぬ誤解を生んでしまった。

「藤大納言さまの侍女で、あの時の歌を不服に思ってるらしい者が、すれ違ちがうと未いまだにひそひそしてくるよね」

　夏花は苦笑しながら封筒を開く。文は銀ぎん箔ぱくの漉すき込まれた二枚の和紙。一枚目には、上皇の命令によって山を下りることになった旨むねが書かれている。

　二枚目には、若君が描いた不如帰ほととぎすと共に、別れを惜おしむ歌が詠よまれていた。

　手紙を受け取ったのは、若君が山を下りる前日のこと。

　僧都たちの間でも、急な還げん俗ぞくは噂うわさになった。夏花は突とつ然ぜんの別れに、何をすべきかもわからないまま泣くばかり。若君から初めて文が届いたのは、悲しい別れの中で嬉うれしい驚おどろきだった。

　歌われているのは不如帰。

　どれほど昔のことになっても、夏花を思って帰りたいと泣くだろうと、不如帰に若君の思いを仮か託たくして歌われている。

　不如帰は本来、不如帰去と書くという。唐とう土どの西、蜀しよくの地で、家臣の謀む反ほんで国を追われた王が復位を望んだが叶かなわず、鳥となって帰れないと鳴く故事に由来する。

　上皇という最高権力者の命令では逆らえない。夏花の下もとを去りたくないが、去らねばならない。帰りたいと望む場所はいつでも夏花だと若君は歌いかけてくれた。

「…………なんか、改めて読むと、すっごく恥ずかしい」

「何を今さら。返歌を一いつ緒しよに考えてくださった僧都が、お若いのに熱ねつ烈れつなことだと感心していらしたじゃありませんか」

　呆れたような声こわ音ねに沢辺を窺うかがうと、懐かしむ様子で微笑ほほえんでいる。夏花は気き恥はずかしさと懐かしさで、笑い声を漏らしてしまった。

「え、へへへ……。僧都が言ってくれたんだよね。この文への返歌を読んだ時と変わらない気持ちがあるなら、橘家に入りなさいって」

「えぇ。利用されるために入るんじゃない。姫さまの望む方を手に入れるために、こちらが利用してやるのだという気き概がいを持ちなさいと。本当に僧都は、遠とお縁えんだというのに姫さまと良く似たご性質で」

　沢辺と目を見み交かわし、夏花はくすくすと笑う。

　夏花が返したのは、若君に比べれば情じよう緒ちよのない歌。

　蜀の民たみではないので、いつでも帰って来てくれて構わない。いっそ根を張る橘でもないので、迎むかえに行くのも吝やぶさかではない、と。

　別れの日、見送りに出た夏花に、若君は本当に呼べば来てくれるのだろうかと聞いた。すでに東宮として迎えられることの決まっていた若君が、女性を招くということは、即すなわち結けつ婚こん。

　その場の従者や僧都が口を挟はさむ間もなく、夏花はもちろんだと頷うなずいていた。

　必ず呼ぶ、また文を交わそう。そう約束して別れた若君から、夏花の下に文が届くことはなかった。

「……私は、会いに来たのにな…………」

　夏花は呟つぶやき、和歌に添えられた不如帰の絵を指先で撫なでる。

　不意に南から北へと風が吹ふき、夏花も沢辺も乱れた髪かみを押さえた。瞬しゆん間かん、聞こえた衣きぬ擦ずれは、沢辺が坐すわる方向とは逆。

　翻ひるがえった壁かべ代しろの向こう、北の妻戸を見た夏花は、そこに東宮が立っているのを見つけた。

「え……っ、いつの間に。来てるなら声くらいかければいいのに」

　夏花の声に、沢辺も気づいて慌あわてて頭を下げる。門原がいれば来訪の前兆を察することができるが、今いるのは夏花と沢辺の二人だけ。

　いつもなら気づかないほうが悪いと憎にくまれ口を叩たたく東宮だが、ひと言も発する気配はない。

　訝いぶかしんだ沢辺も顔を上げ、夏花と顔を見合わせて首を傾かしげるばかり。

　夏花はもう一度声をかけようとして、東宮が身み動じろぎもせず凝ぎよう視ししている物があることに気づいた。

　夏花が経机に広げた若君からの文だ。

　瞬まばたきも忘れて文を見る東宮の様子は、ただごとではなかった。

「これ？　東宮、これがどうしたんだ？　まさか見覚えが──」

　文を手にして示すと、ようやく東宮は我に返った様子で肩かたを揺ゆらす。

　夏花が探さぐりを入れようと言葉を紡つむぐ途と中ちゆうで、東宮はいきなり背を向けて妻戸から離はなれた。いつもなら忍しのばせる足音も、夏花にさえ遠ざかる様子が聞こえる。

「ちょ、ちょっと待て！　東宮、どうしたっていうんだ！」

　動どう揺ようの見て取れた東宮に、夏花も慌ててしまった。文を経机に置いて立ち上がる。

　瞬間、また南から北へと、風が吹き抜ぬけた。

　今度の風は強く、御み簾すが大きく波打つ。

　そんな光景に気を取られた夏花の眼前を、銀箔の鈍にぶい煌きらめきが横切っていった。

「は……？　あ、えぇ、ちょっと待て！　私の文ぃぃいい！」

　風に乗って母おも屋やを漂ただよい出た若君からの文は、夏花の叫さけびなど聞かず宙を舞まった。

　人が風に追いつけるはずもなく、開け放たれた北側の妻戸から、吸い込まれるように文は外へと飛んで行く。

　夏花の体は咄とつ嗟さに動いた。

　ひと息に五いつつ衣ぎぬを脱ぬぎ捨て、小こ袖そでと緋ひの袴はかまだけの姿になる。壁代を払はらい除のけ、大きく踏ふみ出そうとした夏花は、寸前で動きを止めた。

　小袖で外に飛び出すなど、軽けい挙きよ妄もう動どう以外の何ものでもない。誰だれかに見られでもすれば、若君を捜さがすための足場さえ失う。

　わかっているのに、胸には重く不安が広がり、呼吸さえままならないほどに圧してくる。

　夏花の無言の葛かつ藤とうに、沢辺も手を握にぎり合わせて見守るしかなかった。

「……お、おぉい。なんだこれ？　どういう状じよう況きようか教えてくれないか？」

　緊きん張ちようが高まった母屋に、間延びした声がかけられた。

「門原どの……！」

　東とう宮ぐうがいた妻戸に姿を現した門原へ、夏花と沢辺は声を揃そろえる。

「門原どの、すぐに文を捜して！　若君からの文を！」

　夏花は妻戸を指して必死に訴うつたえる。床ゆかに落ちた一枚目の文へと一いち瞥べつを向けた門原は、状況を把は握あくしたらしく踵きびすを返した。

「わかった……っ。姫ひめさま、すぐに捜してくるから、大人しく待っててくれ」

　門原は廊ろう下かにも文はないと見るや、高こう欄らんを越こえて走り出す。

　門原が捜しに出たことで、少し落ち着きを取り戻もどした夏花は、深呼吸をして力を抜いた。

「すまない、沢辺。取り乱した……」

「いえ、ご心中お察しします。けれど、ここで世間に反する行いをすれば、いつ誰に見られるやもしれません。目もく撃げき者が敵対する者であるなら、姫さまは内だい裏りに居続けることはできないでしょう。そうなれば、若君と再会できる手立ては、残されておりません」

　目的を見失ってはいけない、と念を押す沢辺に、夏花は己おのれに言い聞かせるよう頷いた。

「うん……うん…………。そうだよね、わかってる。着き替がえを手伝って、沢辺」

　すぐさま沢辺は脱ぎ捨てられた衣ころもに手をかける。夏花は振ふり返ると、床に散ってしまった文ふみの半分と封ふう筒とう、橘たちばなの枝を大切に拾い上げた。




　翌日、夏花の目の下は黒く沈しずんでいた。

　暗くなるまで捜し回った門原は、文は見当たらず、内裏の壁の向こうへ飛んで行ったのかもしれないと言う。

　夏花が抱いだく若君の文への価値を知っているからこそ、門原は日も昇のぼり切らぬ内にまた文を捜しに出ていた。

「姫さま、まだ外は暗くろうございます。もう一度お休みなさりませ」

　案じる沢辺の声に、夏花は力なく首を横に振る。

「自分の足で捜しに行きたい衝しよう動どうを抑おさえることに必死で、眠ねむれなかったんだ。文が戻らないまま、眠れるわけがないよ」

　将来を約束したとは言え、突とつ然ぜんの別れで夏花の手元に残った証あかしは不如帰ほととぎすの和歌のみ。それを不注意で失くしてしまったなど、後こう悔かいしてもしきれない。

　鬱うつ々うつとすごし、昼になっても門原は戻らなかった。

　沢辺も気を揉もんで落ち着かない様子。主あるじなのだから大だい丈じよう夫ぶだと安心させなければと思っても、すぐに己の不安に気き遣づかいは押し流されてしまう。

　大きく息を吐はき出し、自己嫌けん悪おの思いを薄うすめようと試みた夏花は、吸う息に乳にゆう香こうの甘いけれど爽さわやかな薫かおりを感じた。

　高価な乳香の薫りをさせる貴公子など、内裏には一人しかいない。

　夏花は嘆たん息そくを抑えて、壁代を捲めくった。昨日と同じ妻戸には、やはり東宮が佇たたずんでいる。

　東宮は最近では見慣れた小こ馬ば鹿かにするような笑いもなく、夏花と視線を合わせた。

「……酷ひどい顔をしているな」

　見るからに寝ね不ぶ足そくで意い気き消しよう沈ちんした夏花に向けられる揶や揄ゆ。けれど相手にする気にもなれず、夏花は東宮から顔を背そむけた。

「放ほうっておいて。今はあんたの相手をする気分じゃない」

　夏花は、文ふ箱ばこに入れた上で文ぶん鎮ちんを三つ置いた、若君からの文を見下ろした。

　覇は気きのない夏花に、東宮は訳を問うことも、揶揄を重ねることもない。

　何故なぜか夏花と同じくらい、東宮も覇気のない様子で妻戸に佇んでいた。

　落ちる重い沈ちん黙もくに、沢辺だけが様子のおかしい二人を見比べて首を傾げる。夏花の落ち込む理由は知っているものの、昨日から常にない様子の東宮の変化には皆かい目もく見当がつかなかった。

　無礼を承知で、主は体調不良なのでと、東宮に断りを入れるべきか。そんな沢辺の内心の葛藤が、夏花には見て取れた。

　これ以上乳母めのと子ごを困らせるのは心苦しい。

　気持ちを切り替かえて夏花が東宮に声をかけようとした途と端たん、衣擦れの音が聞こえた。

　見れば、腰こしを折っていた東宮が身を起こす。裾すそを直していたのだろうか、すでに妻戸から半身を返し、帰ろうとしていた。

　一度夏花を見つめた東宮は、ほとんど唇くちびるも動かさず何ごとかを呟く。

「そんなに…………か？」

　答えなど望んでいなかったのか、東宮は目を伏ふせて夏花から顔を背けると、何も言わずに人目のない北側へと歩き出す。

　引き留める気にもなれず、夏花は無言で見送った。

「姫さま、昨日もそうでしたが、東宮さまは何か、ご用がおありだったのでは？」

「東宮の用事なんて、私に文句を言うだけじゃない」

　沢辺の疑問を否定した夏花だったが、確かに普ふ段だん嫌いやみを言いに来る時とは様子が違ちがった。嫌みも、結局は夏花が粗そ相そうをしてしまったことを窘たしなめるためという建前があってこそ。今回は窘められるような心当たりもない。

　気になった夏花は、もう一度東宮が立っていた妻戸を見つめる。

　不意に風が吹ふき、妻戸の敷しき居いの向こうに鈍い色の煌めきが翻ひるがえった。

　考えるまでもなく、夏花はまた五いつつ衣ぎぬを脱ぎ捨てて妻戸へ走る。

「ひ、姫さま……！　なりません、なりません！」

　慌あわてて追いかけてくる沢辺の声も聞こえず、夏花は妻戸の前で座り込んだ。

　銀ぎん箔ぱくの漉すき込まれた文が、檜ひ扇おうぎの下で風に揺れている。

　何度も手にした文を見み間ま違ちがえることなどありえない。

　夏花は、重おも石し代わりの檜扇ごと、失くしたはずの若君からの文を胸に抱だき締しめた。

「姫さま、どうなさいました？　お加減でも……あ、まぁ！」

　沢辺も見慣れた文をひと目で理解し、明るい声を上げる。

「良かった……。良かったぁ…………っ」

　安あん堵どの思いを絞しぼり出した夏花は、沢辺に促うながされて母屋の中へと戻った。

「門原どのではありませんよね？　いったい、どなたが……？」

　五衣を着せかける沢辺の疑問に、夏花も気づいて檜扇に目を向ける。

　文を開いて確かめれば、汚よごれも傷いたみも見当たらない。風に飛ばされてすぐ、回収されたと考えるべきか。

「そうか、さっきの沢辺見てないんだね。……たぶん、東宮だよ」

　夏花は檜扇を見下ろし、唇を尖とがらせる。

「この檜扇、それに文にも、東宮の移り香がが残ってる」

「まぁ、本当に……。そう言えば、若君がお使いだった香こうも、乳香を主にした香でしたね」

　言われて、夏花は四年で忘れかけていた文の香を思い出す。

　文使いの童子が差し出してくれた途端、若君を感じるほど薫っていた。

「ねぇ、沢辺。そう言えばこの文を届けてくれたあの召めし使つかいの子。なんていう名前だった？　文使いをしてくれた後、見てない気がする」

「文使いの童子ですか？　さて、覚えがございません。山さん荘そうに仕える童子は幾いく人もいましたから。ですが、若君からの文を預かったというのでしたら、若君の暮らす山荘の召使いだったのでしょう」

　若君がいなくなれば、夏花に会う機会もない。見なくなって当たり前ではないか、と。

「それもそうだね。……返歌を考えるのに時間がかかって、半日も庭で待っててくれたよね。あの子、今も北山にいるのかな？」

「あぁ、そうでございました。普段、若君とのお遊びに参加しても、あまり顔を上げない童子でしたね」

「そう、そう。少し言こと葉ば遣づかいの荒あらい子だったけど、…………ん？」

　匂においにつられて、何かを思い出した気になった夏花は、記き憶おくを摑つかもうとした途端、霧きりのように消えてしまった感覚に襲おそわれる。

　何か大切なことを思い出したはず。

　そう感じても、消えた記憶はもう一度形を取ってはくれなかった。

「東とう宮ぐうさまのお出いでの理由は、これだったのですね。……東宮さまは、この文を見て何をお思いになったのでしょう？」

　まだ東宮が若君である可能性を捨てていない沢辺の問いに、夏花は答えを持っていない。

「そんなの、本人に聞くしかないよ。少なくとも、あの東宮は若君が愛用していた香くらいは知ってるみたい。問い詰つめるのはもちろんだけど……次に来たら、お礼、言わないと」

　普段どれだけ腹立たしい相手だと言っても、今日の態度が失礼すぎた自覚はある。

　何より、大切な文を返しに来てくれたことを思えば、謝罪と共に感謝を伝えなければ。

　夏花は内裏に入って初めて、東宮の訪おとずれを心待ちにした。

　だと言うのに、当の東宮は二日、夏花のいる北舎に姿を現さないまま。

　三日目にしてようやく現れた東宮に、夏花は思わず指を突つきつけた。

「やっと来たな！　いつもは呼ばなくても来るくせに、なんでこういう時に空気が読めないんだ！」

「っ……なんだ、いきなり。こちらには公務がある。空気を読むべきはお前のほうだろう」

　突然のことに一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした東宮は、そんな様子を取り繕つくろうように言い返しながら母おも屋やに踏ふみ入り、額を押さえて項うな垂だれる沢辺に一いち瞥べつを向ける。

「こんな姫ひめの乳母子では、お前も大変であろう」

「いえ、そのようなことは……。滅めつ相そうもございません」

　東宮の言葉に、沢辺はすぐさま否定の言葉を返す。けれどその声は疲つかれたように弱々しい。

「あの護衛はいないのか。飼い犬にはきちんと縄なわをつけておけ。いつまでも放し飼いにしていると、思わぬところで怪け我がをするぞ」

「門原どのは犬なんかじゃない。失礼なことを言うな」

「俺の周りを嗅かぎ回っているんだ。犬と似たようなものだろう」

「ふぅん……。周辺から、門原どののことについて報告が届いてるんだ？」

　問い返す夏花に、東宮は一度口を開くが、結局何も言わずに息を吐いただけ。

　門原が接せつ触しよくしたのは若君の従者や学友だ。そこから東宮に報告が届いているなら、従者や学友は東宮の味方ということになる。

　その上東宮は門原の存在を、公おおやけに咎とがめる気はないらしい。どころか、居て当たり前と言わんばかりの態度が、北山の暮らしを知っていると語るようで夏花を困こん惑わくさせる。

　緩ゆるく首を振ふり、こんなことを言うために待っていたわけではない、と物思いを振り払はらう。夏花は居住まいを正すと指先を揃そろえて頭を下げた。

「先日は、大切な文ふみを届けてくださり、ありがたく存じます。こちらの檜扇をお返しいたしますと同時に、心ばかりの礼れい物もつをお受け取りください」

　感謝しているのは本当なので、極力丁てい寧ねいな対応を心がけた。

　夏花の言葉に応じて、沢辺は檜扇と手箱に入れた礼物を東宮へと差し出す。

　腕うでを組んだまま一瞥した東宮は、視線を泳がせただけで礼物を受け取ることはなかった。

「……知らん。そんな何処どこにでもある檜扇、貸した覚えもない」

　白を切る東宮に、夏花も目を細めて言い返す。

「この前来た後、東宮がいた場所にあった。他ほかに誰だれがいる？」

「それこそ、私の知ったことではない。文とやらも知らない」

「檜扇にはあんたがつけてるのと同じ香がついて──」

　言って、夏花は香の違いに気づく。今日東宮が纏まとうのは、三日前とは違う麝じや香こうを主とした薫かおりだった。

　元もと忍しのんで行動するためか、強く香を焚たきしめることのない東宮。三日もすれば、身に染しみた乳にゆう香こうの薫りも消えていた。

　夏花が薫りを証しよう拠こに問い詰めると、わかっていてやったのだろう。東宮は肩かたを竦すくめて夏花の言い分を黙もく殺さつする。

「ひとが、珍めずらしく、感謝しようと思ったら、これか？　本っ当に性格が悪いにもほどがあるだろう……っ」

　堪たまらず声を荒げた夏花に、東宮はわざとらしく呆あきれてみせた。

「文と言えば恋こい文ぶみだが、お前のような粗そ忽こつ者に恋文など送る物好きがいるとは考えられないな」

「私が粗忽なら、あんたは粗そ暴ぼう者だろう。慣れてきてる自分も嫌だけど、当たり前の顔をして女によ人にんの母屋に入り込むな！」

「ほう、女の自覚があったのか。これはめでたい。その調子で少しは女らしさというものを身につけるといい」

　何を言っても嫌みで言い返してくる東宮に、夏花は最初の感謝の気持ちが千々に霧む散さんしていくのを感じた。

「もうどうでもいいから、さっさとこの礼物受け取って帰れ」

「いらん。そんな受け取る謂いわれもないもの。…………だいたい悪いのは──」

　素気なく返す東宮だが、何処かばつの悪そうな表情で言こと葉ば尻じりを濁にごす。

「何？　貰もらえる物は貰っておけばいい。そして帰れ、今すぐに」

「はぁ、そのような考え方だと、ここでは足を掬すくわれる。物を渡わたされる謂れがないのなら、その理由は相手の下心でしかない」

「なんて偏へん狭きような物の見方をするんだ。どれだけ心荒すさんでるんだか。からからに干ひ上あがった田んぼか」

「はぁ、本来貴族の姫ひめ君ぎみはすぐさま田んぼなんて譬たとえが口には出ない。本当にそのそそっかしい言動には気をつけるべきだ」

　苛いら立だちに歯は嚙がみした夏花は、何処か違い和わ感かんを覚えて東宮を睨にらみ上げた。

「どうした？　少しは己おのれを振り返って改める気にでもなったか？」

　そう問いながら、東宮は決して夏花に視線を向けない。何故なぜか東宮は、今日一度も夏花を直視していなかった。

　礼物を掲かかげていた沢辺に、夏花は首を横に振る。目も合わせない東宮が、礼物を受け取ることはないだろうと思えた。

　引き下がった沢辺の気配に、東宮は思わずといった様子で言葉を向ける。

「そんな物を用意するほど、文の相手を今でも思っているのか？」

「当たり前だ。外そと面づらだけ繕う東宮より、ずっと素す敵てきで立派な人だからね！」

「姫さま……っ」

　否定など考えもせず答える夏花に、沢辺は慌あわてて口を挟はさむ。

　東宮妃ひ候補と東宮が顔を合わせてなんの話をしているのか。冷静に考えれば、夏花は東宮の疑問を否定しなければいけない立場だ。

　今さら取り繕うつもりもなかった夏花だが、瞬しゆん間かん東宮が浮うかべた苦し気な表情に目を見開く。

「……そうだろうよ…………」

　何かを堪こらえるように目を閉じ、声にもならない言葉を低く吐き捨すてた東宮は、腕を解くと妻戸へ向けて歩き出した。

「え……？　今なんて、東宮…………っ。ちょっと待て！」

　思わず引き留めた夏花は、言い知れない不安に足を止めない東宮を追って立ち上がった。

「東宮！　こら、人が呼んでるのに無視するな……っ、てもういない」

　夏花が追って妻戸から廊ろう下かに顔を出した時には、すでに北舎の上に東宮はおらず。

　夏花は、すぐさま扇おうぎを開くと廊下へと踏み出た。

「姫さま？　どちらに……っ」

「宣耀殿で、東宮を捕つかまえる。東宮は西の宣耀殿から渡わた殿どのに登るって門原どのが言ってた」

「そ、そのような！　七殿は私たちが踏み入ることの許されてはいない場所。姫さまが罰ばつされてしまいます」

「踏み入らなきゃいいんでしょ。沢辺、人目を集めてしまうから静かにして」

　いつもなら窘たしなめられる側の夏花の指し摘てきに、沢辺は気を揉もみながらも主あるじの後ろにつき従う。

　足早に桐壺まで移動する夏花の動きに、摂津の侍じ女じよが気づいて視線を注いでいるのを感じた。

　今は東とう宮ぐうより先に宣耀殿に近寄らなければならない。

　夏花は好こう奇きの視線を無視して、北舎の西、宣耀殿の前を通る廊下につく。まだ背後からは摂津の侍女だろう視線を感じるが、夏花は足を止めず南に向かった。

　七殿へ入るための渡殿から見えるのは、宣耀殿の御み簾すだけ。麗景殿に渡られれば、夏花は近づけない。

「……いた…………っ」

　宣耀殿を挟んだ廊下に、東宮が何食わぬ顔で現れたのが揺ゆれる御簾の間から見える。

　人前で声を上げるのは恥はずべき行こう為い。夏花は東宮を見つめることしかできない。

　けれど色いろ鮮あざやかな単ひとえや扇は嫌いやでも目につく。何より、夏花が全身全ぜん霊れいを込めて睨む気配に、東宮は足を止めた。

　無言で東宮と睨み合う夏花。根負けしたのか、様子を窺うかがう余人の気配に気づいたのか、東宮は作り笑いを浮かべると、宣耀殿を横切って夏花へと歩み寄った。

「何をやってるんだ、考えなしめ」

　穏おだやかな外面で、東宮は低く吐き捨てる。内心の苛立ちを気力で笑えみに変え、夏花も煽あおり文句を口にした。

「あんたが、人の話も聞かないで逃にげるからでしょ」

「なっ…………んだと……？」

「私は若君を忘れていない。東宮との見わけくらいついてる。当たり前でしょ、別人なんだから」

　一いつ瞬しゆん、本当に驚おどろいた様子で目を瞠みはった東宮は、己の立場を思い出したのか表情を改める。

「……さて、何を言っているのやら？　妄もう言げんを語るためだけにこんなことをしているのか？」

　笑みを繕つくろいながら、細めた目でお互たがい睨み合っていたところに、夏花の背後から諫いさめの言葉がかけられた。

「姫ひめさま、お言葉を慎つつしんでくださいませ。ここは北舎の内ではないのです。東宮さまもどうか、お心をお鎮しずめください」

　沢辺の尤もつともな指摘に、夏花と東宮は一度目を逸そらす。夏花は追ってまで聞きたかったことを小さく、けれど決意をもって口にした。

「あの文は、東宮にとってどんな意味があるの？　教えて」

「さて、なんのことやら見当もつかない」

　間かん髪はつを容いれず、東宮は外面のまま微笑ほほえんでとぼける。

「この間来た時から、うぅん、あの文を目にした時から、変だった。自覚ないの？」

　伏ふし目になった東宮は、穏やかそうな表情を保ったまま嫌みで返した。

「貴族の姫として変な奴やつに、変と言われてもな。お前から見れば誰でも変なのではないか？」

　悪態で遠ざけようとする東宮を、夏花は真っ直すぐ見上げた。

「はぐらかすな」

　夏花の強い声こわ音ねに東宮は口を引き結ぶ。

「……私は若君に会いたいだけなの」

　若君は何処どこにいるのか。無事なのか。ただ、知りたい。

「東宮は、若君の敵なの？　味方なの？　それくらいはっきりしてくれてもいいじゃないか」

　苦痛を耐たえるように、東宮の眉み間けんが険しくなる。

　東宮の周囲には、若君の学友と従者がいた。その誰だれもが今いる東宮を守り仕えているのは、門原の調べでわかっている。

　忠勤に強制された様子はないと、門原は言った。もしかしたら、本物の東宮の影かげ武む者しやではないか、と。

　けれど、影武者なら一度も本物が内だい裏りに現れないのはおかしい。今きん上じようと会うのもこの目の前にいる東宮で、影武者というよりも成り代わりと言えるほど、若君の姿は見当たらなかった。

「……答えられないのは、敵だから？」

　共に北山ですごし遊んだ者たちが、若君を裏切ったとは考えたくない。

　そんな思いを隠かくした夏花の問いに、東宮は煩わずらわしいとでも言わんばかりに睨みつけた。

　東宮が見せた怒いかりの表情が、否定のためか肯こう定ていのためか、夏花には判別がつかない。それでも、心はもう決まっていた。

「東宮、あなたが誰であろうと、私に引く気はない」

　何が東宮に苦く渋じゆうの表情を浮かべさせるのか、夏花にはわからない。

　それでも見つめ続けると、東宮はすぐ後ろの沢辺にも聞こえないような掠かすれた声で、堪らないと言いたげに漏もらした。

「……もし、側近さえ一人も連れず、二人だけで話すなら──」

　摑つかみかけた糸口は、迫せまる衣きぬ擦ずれに断たち切られる。

「お話し中失礼いたします。ご挨あい拶さつをさせてくださいまし」

「藤とうの大だい納な言ごんさま……」

　現れたのは、侍女六人を引き連れた藤大納言。藤ふじの模様が織り込まれた紫むらさきの匂におい襲がさねを華はなやかに着こなし微笑むと、夏花を無視する形で東宮を仰あおぐ。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、東宮さま。……どうかなさいまして？　慈いつくしみに満ちた東宮さまの眼まな差ざしが、今日は翳かげっているようでございます」

　夏花以外に向けるいつもの笑みを浮かべ損そこねた東宮は、物言いたげに夏花を一いち瞥べつする。

　お前のせいだとでも言いたそうな東宮は、表情を取り繕って藤大納言から後ろへと視線を向ける。

「そうでしょうか。ご心配には及びませんよ。それより大納言の姫君、後ろの者たちは大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　藤大納言は平然と振ふる舞まっているものの、後ろに続く侍女たちは裾すそを乱し、息も絶え絶え。

　聞こえていた衣擦れの激しさから、走らないながら全速力で近づいてきたのは夏花にもわかっていた。

「……お気になさらず」

　気まずげに一度侍女を振り返ったものの、藤大納言は話題を変える。

「このような場所で、お二人。何をお話しになっていらっしゃったのでございましょう？」

　廊下の真ん中で立ち話など、男女では本来ありえない状じよう況きよう。

　まだまだ問い詰つめたい思いのある夏花は、東宮の動どう揺ようを突つくため藤大納言に答えた。

「和歌について、少々。まだ私は拙つたないものですから、東宮さまに教えを請こうておりました」

　夏花は動揺の見られない東宮を盗ぬすみ見る。

「……私は返歌に半日をかけてしまったこともありました。覚えておいでかしら？」

　若君の側そばにいた者なら知っているだろう過去のできごと。

　夏花の言葉に、東宮の目め尻じりが跳はねた。けれどすぐさま何ごともなかったように微笑みを深める。藤大納言がいるためか、東宮の外そと面づらを崩くずすことはできなかった。

「そう……、お二人には歌のやり取りが、おありなのね」

「え……？」

　何を言われたのか一瞬わからなかった夏花だが、周囲は若君と東宮が同一人物だと思っているのだ。夏花の発言は東宮との関係の深さを匂におわせている。

　説明も否定もできない夏花が視線を逸らすと、藤大納言は唇くちびるに力を込めて微笑みを浮かべた。藤大納言に従う侍女たちからも厳しい視線が投げかけられているのを肌はだに感じる。

　声をかけてきた時から不機嫌な藤大納言。気に障さわることがあっただろうかと、夏花は記き憶おくを手た繰ぐった。思い出されるのは、梨壺に招かれた礼のため茶を饗きようしたことくらいだ。

　留学僧が持ち帰った珍品を僧そう都ずから融ゆう通ずうしてもらったのだが、気位の高い藤大納言にとっては不満の残る持て成しだったのだろうか。

　東宮への探さぐりより藤大納言からの敵てき愾がい心しんに思考を奪うばわれた夏花は、突とつ然ぜん放たれた言葉を聞き逃のがした。

「──では夏花君、子ねの日の宴うたげにおいて、わたくしと漢詩の詠よみ比べをしてくださいまし」

　東宮さえ驚く気配に、思考に耽ふけっていた夏花も藤大納言を見る。返されるのは、美しいけれど目の奥に好戦的な光を宿した微び笑しよう。

「和歌よりもお得意だと聞き及およんでおります。夏花君に有利であるくらいが、わたくしと競きそうにはほど良いかと。まさか、ご自身の得意分野でお逃げにはならないでしょう？」

　話を聞いておらず、向けられる言葉の敵意に固まる夏花の隣となりで、東宮が待ったをかけた。何故なぜか、夏花に一瞥を向けて黙もつ考こうする。

「…………互いに研けん鑽さんなさる姫ひめ君ぎみ方のご意志を尊重したいとは思いますが、一つ条件を設けさせていただきましょう」

「あら、まぁ。漢詩は殿との方がたの教養。東とう宮ぐうさまにおいてはお止めになるかと思いましたわ」

「まさか。前東宮妃ひさまの得意とされた教養ですから、それを理由にお止めする謂いわれはございません。ただ、漢詩を詠む姫君を男勝まさりと嫌きらう向きがあることも否定いたしませんが……。私も東宮の立場として、表立って東宮妃候補が争うという場を乱す行いは止めねばならない。ですから──」

　東宮は愛あい想そ笑いを浮うかべたまま一度言葉を切った。

　夏花は何故漢詩について話しているのかがわからず、会話に入ることもできない。

「条件は、誰にも競っていることを悟さとられないようにしていただくこと」

　この場で話しているのは夏花と藤大納言、その侍じ女じよたち。当事者は他言しないこと。そして、ことを遠目に見守る摂津と城介も口を挟はさむなという指示。

　夏花は、御み簾すを捲めくって様子を窺うかがう摂津と、妻戸の陰かげから覗のぞく城介の存在に、今さらながら気づく。

　漢詩や争うという言葉で、夏花もどんな状況に陥おちいったのかおぼろげながら理解した。

　これだけしっかり漢詩勝負の成り行きを知られていては、今内裏にいる者に悟られないはずがない。東宮が言う誰にもとは、宴の参加者を指しているのだろう。

「元より、品位を落とす真似まねはいたしませんけれど、条件の真意をお聞かせくださいまし」

　東宮妃の座を争う東宮妃候補は、互いに競い合う関係。今さら暗あん黙もくの了りよう解かいを否定するような条件を提示する東宮に、藤大納言は問う。

「前東宮妃の生まれ変わりを探すという勅ちよく命めいですが、見定めはあくまで今上陛下のお心次し第だい。争いごとを嫌った前東宮妃の生まれ変わりと言われる東宮妃候補が、公おおやけに競うのは……」

　東宮は言葉を濁にごし、目を伏ふせる。つまり、前東宮妃の生まれ変わりを今上に認めてもらうには、勝負ごとに乗り気ではいけないのだ。

「あら、まぁ。我が身の至らなさを省かえりみるとともに、東宮さまのお心こころ遣づかい感謝いたします。女によう御ごさまも、東宮さまのような聡そう明めいな御み子こを授さずかり、誇ほこらしくお思いでしょう」

　我が意を得たりとばかりに、藤大納言は応じる。東宮は笑えみで誤ご魔ま化かしたが、夏花の目には女御と言われた途と端たんに目の奥に暗い光が宿ったように見えた。

　女御とは、藤大納言の血けつ縁えん者。今上の第一子である顕貞親王を産み、表向きは東宮の腹はら違ちがいの弟である皇子を養育する、国内で最も位と権力の高い女性だ。

　若君の生母にして、東宮が母として敬うべき貴人。そんな相手にどうして、と夏花が疑念を抱いだくと、東宮の眼光には気づかなかった藤大納言が口を開いた。

「東宮さまが仰おつしやるなら、わたくしに否いなやはございません。よろしいわね、夏花君？」

　競って漢詩を発表したなどと知られては、品位を疑われる。藤大納言は、東宮の提案に一も二もなく頷うなずいた。

　いつの間にやら、漢詩勝負を受ける前提で進んでいる。夏花は後に引けない状況を思って、嘆たん息そくを飲み込んだ。

　東宮までもが承しよう認にんしては、もはや断れる勝負でもない。夏花は意を決し微笑ほほえんだ。

「えぇ……、承知いたしました。そのお申し出お受けしたく存じます」

「姫ひめさま……っ」

　沢辺の切せつ羽ぱ詰つまった声こわ音ねに込められた懸け念ねんは痛いほどわかる。

　勝敗の基準の決まっていない勝負なのだ。仮令たとえ夏花のほうが漢詩の腕うでが上でも、漢詩を詠む機を間ま違ちがえ周囲に不快を与あたえれば、東宮妃候補として不適と今きん上じように見み做なされる可能性さえある。

　藤大納言の狙ねらいはそこだったのだろう。

　今上に前東宮妃の生まれ変わりと認めてもらえるかもしれない子の日の宴は、後見の不確かな夏花たちが東宮妃になる絶好の機会。

　けれど藤大納言との勝負を受けた夏花は、好機どころか失敗すれば東宮妃候補からも転落してしまう危あやうい立場に追い込まれた。

　だと言うのに、勝負を放ほう棄きする選せん択たく肢しは残されていない。

　ならば、何もせずに負けるより、努力して勝ちを得ようと夏花は藤大納言をひたと見み据すえる。

　不意に、口元を隠かくした東宮が、余人には聞こえない声音で囁ささやいた。

「北山に帰る準備をしておくんだな」

「な……っ」

　怒ど鳴なりそうになる激情を、夏花は扇おうぎを握にぎり締しめて耐たえる。

　東宮は夏花が負けると思って、藤とうの大だい納な言ごんとの漢詩勝負をお膳ぜん立だてしたのか、と。

「……昔のことはもう忘れろ」

　勝手なことを言い置いて、東宮は麗景殿へと戻もどって行く。

　同時に、囁かれた言葉には自じ戒かいのような侘わびしさがあるような気がして、夏花は去る東宮の背中を見つめた。

「……ふふ、それでは子の日の宴を楽しみにしておりましてよ」

　東宮が居なければ用もないと言わんばかりに、藤大納言は踵きびすを返す。

「えぇ、こちらこそ」

　夏花の声を聞いているのかいないのか、満足げな藤大納言は、自信を振ふり撒まくように堂々と梨壺へと戻って行った。

「い……、如何いかがなさるおつもりですか、姫さま？」

　動揺を抑おさえきれない沢辺の声音に、夏花も気き後おくれしそうになる。

　それでも引く気はないと東宮に宣言した言葉を、己おのれから反ほ故ごにはできない。手を考えなければと、夏花は呟つぶやく。

「そうだよ、このまま北山になんて帰れるわけないもの。帰れるわけ……、山………？」

　東宮の言葉に従うものかと奮起しようとした夏花は、脳のう裏りに浮かぶ人物に希望を見み出いだす。

「沢辺、北舎に戻ろう。すぐに文ふみを出さなくちゃ……っ」

　言うが早いか、夏花はまた、沢辺を置いていく勢いで廊ろう下かを邁まい進しんし始めた。
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　新年初の子ねの日。賑にぎわいが遠ざかって久しい内だい裏りは、かつての華はなやかさを思い出していた。

　子の日の遊びと呼ばれる野遊びから帰った者たちの衣ころもの色が、内裏を彩いろどるように揺ゆれている。

　一刻の後行われる宴のために、侍女や従者はもちろん、昇しよう殿でんできない白しら張はりたちも準備に動き回り、人の気配が途と絶だえることはない。

「久しぶりに疲つかれたぁ……！」

　北舎に戻った夏花は、満足げに脇きよう息そくに凭もたれる。

　野遊びは、内裏の外へ出て若菜を摘つみ、羹あつものにして食べることで千代を祝う行事だ。

　貴族の娘むすめが野に出ることさえ珍めずらしい上に、若菜を摘むという名目で好きに動けたことは、夏花にとっていい気晴らしになった。

　額を押さえて嘆息した沢辺に、夏花は慌あわてて居住まいを正す。

　お説教を覚かく悟ごした夏花は、背後から投げかけられる叱しつ声せいに眉まゆを顰ひそめた。

「はしゃぎすぎだ。ここは北山じゃないと何回言えば覚える？」

　壁かべ代しろを勝手に捲めくって母おも屋やに入って来たのは、動きやすい狩かり衣ぎぬ姿の東宮だった。

　人の出入りが多い日だというのに、誰だれに見つかることもなく抜ぬけ出してきたらしい。

「そっちこそ、勝手に母屋に入るなと何度言えばわかるんだ」

　藤大納言に漢詩勝負を挑いどまれて以来、三日ぶりに顔を合わせた途と端たん憎にくまれ口。ただ、お互たがいに口にする言葉はいつも同じだった。まるで、挨あい拶さつ代わりの符ふ丁ちようのように。

「それに、野遊びは若菜摘みを楽しむものだろう。楽しんで何が悪いんだ」

　お小言を聞く気はないと言わんばかりに、夏花は顔を背そむけた。

　宴うたげの準備で東宮が忙いそがしかったとは知っている。それでも漢詩勝負を挑まれて以来会いに来ない東宮に、夏花は何処どこか突つき放されたような気がしていた。

「自分の状じよう況きようがわかっていないらしい。……今からでも藤大納言に謝ってみるか？　素す直なおに負けを認めれば許してくれるかもしれないぞ」

　また目を合わせようとしないことに苛いら立だち、夏花は東宮の煽あおりに尊大な答えを返す。

「誰がそんなことするもんか。負けると決まったわけでもない」

「だから状況がわかっていないと言うんだ。藤大納言とでは地力が違ちがう。本人の才覚を補って余りある親族が、藤大納言にはいる。現に、藤原家の著名な漢詩の名人たちと文を交かわし教えを乞こうた上で藤大納言は今日を迎むかえた。本当に大だい丈じよう夫ぶだと言い切れるのか？」

　夏花が負けるとしか思っていない東宮は、嫌いやみなのだろうが、案じているとも取れる忠告を寄よ越こした。

「そんなに藤大納言を不戦勝にさせたいの？　こっちにだって漢詩の名人のあてくらいある。北山、北山と言う割に僧そう都ずとそのご友人たちの卓たく抜ばつした才能を知らないのか？」

「……なるほど。文使いを走らせたのはそういうことか」

　思案するように目を細めた東宮は、東宮妃ひ候補が内裏から派は遣けんした文使いの動向を、全すべて把は握あくしているとでも言うようだ。

「監かん視しなんて趣しゆ味み悪い……」

　身を引いて呟く夏花に、東宮は不本意そうに顔を顰しかめた。

「監視じゃない……。管理だ」

　ふと、夏花の脳裏に過日の文使い、流の姿が過よぎる。東宮の座にいる限り、監視の目は東宮自身にも向けられるもの。流のような間者は、東宮に有用な存在だろう。やはり、流は東宮の下についているのだろうか。

　考え込む夏花の沈ちん黙もくをどう取ったのか、東宮は誤魔化すように憎まれ口を叩たたいた。

「……それで？　宴の間に漢詩を詠よむ算段はついたのか？　宴の参加者に手を回して漢詩を詠んでも不自然ではない状況を作り出すことはできないぞ。漢詩を詠むには、自らの話術が必要となる」

「人脈も話術もないだろうって言いたいの？　余計なお世話だよ。そんな状況にしたのは東宮じゃないか。それらしいこと言って、漢詩勝負を他言無用にしたのはそういう嫌がらせか」

　柳りゆう眉びを逆立てる夏花に、東宮は不ふ遜そんに笑って肩かたを竦すくめる。

「けど、手回しできないのは藤大納言さまも同じでしょ。話術が劣おとったとしても、機さえ摑つかめれば私にだって勝機はあるんだ。──勝負は、宴の酔よいの内」

　篝かがり火びを焚たいて宵よいの内も続く宴。時が経たつほど参加者の酔いは深まり、夏花が漢詩を詠んでも気にも留めなくなるだろう。勝負を焦あせってはいけないと、夏花は胸中で呟く。

「ほぉ、その程度は考えているのか。初日から藤原家に喧けん嘩かを売る考えなしだと思っていた」

　冷ややかに言い放つ東宮に、夏花は口角を下げた。

　初日とは、藤大納言への返歌で不如帰ほととぎすを詠うたったことを指すのだろう。最初に退室した東宮が、東宮妃候補のやり取りを知っている理由など一つしかない。

「知ってるんだ？　やっぱり監視じゃないか。何をそんなに怯おびえているんだか」

「……ここでは壁に耳が生えてるとでも思うんだな。──それで？　漢詩は形になったんだろうな。勝負は何も詩のできだけではないんだ。所作、服装、言葉選び。全てに気を遣つかっても、藤大納言に及およばない自覚を持て。もしくは恥はじをかく前に辞やめるのも手だ」

　勝負の前から負けを認めろと勧すすめられ、夏花の我が慢まんも限界を超こえた。

「本当に何しに来たんだ、あんたは！　邪じや魔ましたいだけなら帰れ！」

　夏花が腕うでを振って声を荒あらげた途と端たん、黙だまって成り行きを見守っていた沢辺が止めに入る。

「姫ひめさま、きっと東宮さまは姫さまが恥をかかないよう、ご心配をなさって仰おつしやっているのです……っ」

　沢辺の取り成しの言葉に、東宮は大きく肩を揺らした。

　訝いぶかしげに夏花が東宮を凝ぎよう視しすると、せせら笑うように唇くちびるの端はしを上げてみせる。

「ほら、絶対違うって。私の不安を煽って邪魔しようって気なんだよ」

　夏花が沢辺に顔を向けた途端、東宮はまた壁代を捲めくり上げた。

「ふん、用件は最初に言った。はしゃぎすぎてへまをするな。競きそっていることが他ほかにばれないよう注意を払はらえ。俺の下にいる限りは、従うんだ」

「あんたの下になった覚えはない！」

　夏花の否定に、何処か気き遣づかわしげにも感じる表情を浮うかべて、東宮は母屋の外へと出て行く。

　東宮が北舎から出て行くまで睨にらんでいた夏花に、沢辺は項うな垂だれた。

「姫さま……。お願いでございますから、宴の間にはくれぐれもお言こと葉ば遣づかいに気を配られませ」

「う……、い、今のは東宮がいたからで…………」

「宴では、その東宮さまのお側そばに侍はべることになるのですよ？」

「それは大丈夫。だって東宮が無礼になるの、私といる時だけなんだから」

　不服そうな夏花に、沢辺は困ったように頰ほおに手を添そえた。

「それだけ、お心をお許しになっていらっしゃるのではありませんか？」

「そんなんじゃないよ。……きっと、周りにいい顔するのに疲れてるんだ。若君は自然にやってたことが、真似まねしてるだけの東宮には辛つらいんだよ」

　東宮が若君であるという可能性を捨てていない沢辺の困り顔に、夏花は東宮に感じる若君との違いを言い募つのった。

「東宮は元が正直じゃないんだよ。絶対、根こん性じようが途と中ちゆうで固かた結むすびになってる」

「姫さま。固結びとなると、途中に瘤こぶがあるだけで、性しよう根ねは真っ直すぐな方ということになりますよ」

　言葉に詰つまった夏花を前に、沢辺は嘆たん息そくだけして話題を変える。

「はぁ、ともかくお召めし物を替かえましょう。宴用の物をお持ちいたします」

「あ、待って沢辺。その前に行きたいところがあるの」

　場合によっては止めると目顔で語る沢辺に、夏花は慌てて説明した。

「ほら、東宮が不安煽るからさ。一度、琵び琶わの様子を見に行きたくて」

「宴で使う楽器は、すでに宣耀殿に運び込まれておりますね」

　夏花は上目に沢辺を見て訴うつたえる。

「ふぅ、姫さまの良いように。今日は宴のために七殿への出入りは許されております。お止めする理由もございませんので、お供いたしましょう」

　折れてくれた沢辺に礼を言い、夏花はさっそく北舎を出る。

「……んぁ？　あれ、姫さま何処行くんです？」

　寝ねぼけたような声を上げて、廊ろう下かから庭へ降りる階段の下から門原が顔を出した。

「そんなところに潜ひそんでいたの、門原どの。──宣耀殿に楽器を見に行くんだ」

「それじゃ、俺もお供しますよ。床ゆか下したにいますんで、ご用があれば床を三回叩いてください」

　緊きん張ちよう感かんなく笑う門原に、沢辺は心配そうな顔を向ける。意に介かいした様子もなく、門原は廊下の下へと消えた。

「沢辺、今さら門原どのを心配してもしょうがない。着き替がえの時間も必要だし、行こう」

　夏花は、表面上沢辺だけを連れて北舎を離はなれた。

　外出で疲つかれたのか、いつもはすぐ侍じ女じよが様子を見に来る桐壺の前を通っても、誰も顔を出さなかった。

　宴は、北ほく端たんの貞じよう観がん殿でんを中心に、基き礎そだけ造ってある南の常じよう寧ねい殿でんを舞ぶ台たい代わりに使う。宣耀殿は荷物置き兼けん、控ひかえの間だと夏花は聞いている。

　沢辺が開く妻戸から中に入ると、蔀しとみ全てが下ろされた室内は暗かった。

「控えの侍女なんかもいないのかな？」

「姫さま、お言葉遣い……」

　沢辺の指し摘てきに首を竦めた夏花は、誤ご魔ま化かすように道具置きとなっている塗ぬり籠ごめへと向かった。

　室内の暗さに慣れた夏花は、行く先から引き戸を動かす音を聞く。

「誰だれぞ、控えておろうか？」

　素す早ばやく扇おうぎを開いた夏花は、塗籠のほうへと声をかけた。瞬しゆん間かん、息を吞のむ気配と共に慌あわただしく動く衣きぬ擦ずれの音が続く。

　訝しんだ夏花は、屈かがんで床を三度叩いた。そのまま塗籠の入り口に至ると同時に、塗籠の向こうに消える何者かの長い五いつつ衣ぎぬの裾すそが見える。

　塗籠の入り口を見れば、閉めそこなったらしい引き戸は半開き。

「どう思う、沢辺？」

「余人の声に驚おどろき逃にげる者なら、良からぬことを企たくらんだと考えるのが普ふ通つうかと」

　夏花は頷うなずき、塗籠の中へと入った。辺りには熱した油の臭においが漂ただよい、逃げ去った者が暗い塗籠に灯あかりを持ち込んだ周しゆう到とうさが窺うかがえた。

「姫さま、琵琶はこちらに。暗くろうございますので、一度外へ──」

　持ち出そうとする沢辺の横から、夏花は素早く琵琶に指を這はわせる。琵琶本体に傷つけられた様子はなかったが、弦つるに指を走らせた夏花は息を吞んだ。

「沢辺、三番目の弦に傷がある。この弦は、張り替かえたばかりのものだったよね？」

「は、はい。宣耀殿に運ぶ前に、傷いたんでいたのでその弦は張り替えました」

　沢辺の肯こう定ていの声に応じて、夏花は自ら琵琶を抱いだいて妻戸へ戻もどる。明かりに照らした琵琶の弦には、小さいながらしっかりと切り込みが入っていた。

「弦の繊せん維いは真っ直すぐに断たたれている。これは、誰だれかが刃は物もので傷をつけたんだ」

「いったい誰が……！　そのような細工をされていては、演奏中に姫さまがお怪け我がをしてしまいます！」

　強く打てば、弦は弾はじけるだろう切り込み。悪戯いたずらと言えるほど、可愛かわいいものではない。

「沢辺、このことを他の東宮妃ひ候補にも伝えて。みんな弦げん楽がつ器きを使うんだ。もし他の楽器にも細工がされていたら、その人が怪我をしてしまう」

　夏花の指示に、沢辺はすぐさま頷き行動に移す。

　事態を報しらせに走った沢辺を待つ間、夏花は半蔀はじとみを開き、塗籠周辺に明かりを招いた。

「夏花君、いったい何ごとでございましょう？　すでに内だい裏りには今きん上じよう陛下もおなりだというのに」

　騒さわぎを起こすなと叱しつ責せきするのは藤とうの大だい納な言ごん。

「楽器に悪戯されたなんて、何処どこで誰の怨うらみを買ったやら」

　他人ひとごとで笑うのは摂津。

「弦が切られていたと言うのは本当だろうか？」

　真ま面じ目めに確かく認にんのために来たらしいのは、城介だけだった。

　それでも、東宮妃候補自ら足を運び、塗籠の中の楽器を取り出して様子を確かめる。すると次々に驚きの声が上がった。

「……緩ゆるんでおります。確かに今朝、調音していつでも弾ひけるよう用意しましたのに」

「なんやの……！　うちの箏そうの弦切れかけてる。いったい誰の仕し業わざなん！」

「わたくしの和わ琴ごんも、気づきにくい程度に弦が緩んでいる。これでは音が濁にごる……っ」

　作さく為いを疑うべき状じよう況きように、東とう宮ぐう妃ひ候補の侍女たちもざわめきだした。

「夏花君、犯人見てへんの……っ？」

　怒いかり心頭といった様子で、摂津はお国言葉を口にする。

「摂津君、一度落ち着いてくださいませ。……心中はお察ししますが、お言葉が乱れておいでですよ」

　勢いに押されながら夏花が指摘すると、摂津は顔を真っ赤にして口元を袖そでで覆おおう。そんな様子に、藤大納言は嘲あざ笑わらうかのように顎あごを上げた。

「っ……それで！　どうなのですか？」

　羞しゆう恥ちを怒りに変えて、摂津は夏花に答えを迫せまる。

「え、えぇ。誰かが、塗籠からお逃げになったのは、確かです。けれど、五衣の端を垣かい間ま見みただけですので、女によ人にんであろうということしか。……そう、単ひとえは白であったかと」

　身を乗り出して聞く摂津に押され、夏花は見たことを告げた。途端に、東宮妃候補の侍女たちが、互たがいの裾に目を光らせ、白い単を着た侍女数人を睨みつける。

　藤大納言と城介の侍女に一人ずつ、摂津は本人も白で、侍女にも一人白い単がいた。

「お、お待ちください……っ」

　そう声を上げたのは、睨にらみつけられた侍女の一人。藤大納言のすぐ後ろに控えた侍女だった。

「何故なぜ夏花君はこちらにおいでになったのですか？」

「え、それは……ですね…………」

　思い浮うかぶのは東宮の顔。けれど東宮に煽あおられて不安になったからなどとは言えない。

「今日の宴うたげは今上陛下もお出いでになる、とても重要なもの。我が君は万ばん全ぜんを期すべく、御おん自ら楽器の確認をせんと、休む間を惜おしんで行動なさったまでのこと」

　沢辺は夏花に代わって口を開く。けれど侍女は焦あせったような表情で問いを重ねた。

「自ら塗籠に足を運ばれてなさることですか？　楽器を取ってくるよう人を遣やれば済むことでしょう？」

　乱れた精神を立て直した夏花は、ゆっくりと袖を持ち上げ笑う雰ふん囲い気きで答えた。

「持ち運びにも気を遣つかうほどの名器を、お持ちでないのかしら？」

　侍女を飛ばして藤大納言へ視線を送れば、予想どおり藤大納言は文句をつけようと必死な侍女を下がらせるべく手を挙げた。

　侍女も主人の心中を察し、慌てて核かく心しんを口にする。

「本当にその、怪あやしげな何者かをご覧になったのですか……っ？」

「何を仰おつしやりたいのかしら？」

　侍女の意図を察した夏花は、自然声こわ音ねが険しくなった。

「そ、そもそも、言うだけなら誰でもできます。けれど、ここに居なければこのような悪戯はできません。ならば、この場に最初からいらした夏花君こそが、弦に細工をなさった当人ではないのですか？」

「そんなのは暴論です！　姫ひめさまを疑うなど、いったいどういう了りよう見けんですか！」

　藤大納言の侍女に、夏花より早く沢辺が怒りを露あらわにする。夏花は沢辺を目顔で宥なだめて、あらぬ疑いをかける侍女に向き直った。

「わざわざ自分で切って、自分でばらすなど、いったい何がしたいのやら。そんなことをする理由がないではありませんか」

「確かに、騒ぎを起こして私たちの平静を失わせるにはいい手ですわね」

「え……っ？　摂津君？」

　思わぬ方向から侍女への掩えん護ごが飛び、夏花は摂津を見る。

　摂津は疑いの眼まな差ざしで夏花を見返し、空気が張り詰つめていくのが肌はだで感じられた。

「白い裾というのも、自分たちには疑いが向かないように適当に言えますしね」

「ま、まぁ、そのような勘かん繰ぐりをなさるだなんて。私が怪しげなものを見たのは、事実にございます」
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　厚意で報せたはずが、思わぬ雲行きに夏花は冷や汗あせを浮かべる。

　さらに城介までも摂津の主張に頷いた。

「ふむ……。事実、害が出ているのは確か。そして夏花君には害をなす動機がある」

「誰を疑っても、切りのないことではございませんの？」

　東宮妃候補は東宮妃というただ一つの座を争う者同士。夏花がそう反論しても、摂津はもはや犯人扱あつかいで口を挟はさむ。

「誰でも怪しいのでしたら、この場に最初にいた方が、一番怪しいのではないかしら？」

「早とちりをなさらないでくださいませ。私は見たままを言ったまでのこと。この場の誰を疑ったつもりもございませんわ」

　取り成そうとした途と端たんに、摂津が夏花を見つめたまま口を開いた。

「でも、こんな嫌いやがらせをする理由がある者を考えると、ねぇ……？　今こ宵よいの宴は今上陛下から東宮妃と認めていただける大変な好機。誰かが失敗すれば、その分己おのれの得になるというもの」

　夏花への嫌けん疑ぎを深める発言をする摂津に、藤大納言の後ろで最初に言いがかりをつけた侍じ女じよも頷いた。

「摂津君の仰るとおり。やはり、言い出した夏花君が怪しいかと」

「自分の弦まで切る必要はないではありませんか」

「それこそ、己が被ひ害がい者しやという言い訳を作るための小こ賢ざかしい工作ではないのですか？」

「そんなあくどい考え方、いったい何処で身につけられたのかしら？」

　どうしても犯人にしたいのか、と夏花は藤大納言の侍女に不快を隠かくさない視線を向ける。摂津にも同じように牽けん制せいの視線を向けると、城介が物思いを払はらって声を上げた。

「すまないが、ことは我々の手に余ると思うのだが」

「ではどう落とし前をつけるおつもり、城介どの？」

　摂津は意味ありげに夏花を一いち瞥べつする。その仕草は完全に夏花への罰ばつを問うていた。

　このままでは犯人にされかねない。

　夏花が嫌疑を晴らそうと口を開くより先に、城介が迷いなく意見を述べた。

「落とし前をつけるということ自体、私たちの手に余ると言っているんです。そんな権限、我々にはない。内裏で起きたことなのだから、今上陛下にお伝えするべきかと」

「え……、そこまでするのですか？」

　いきなり今上に申し立てるという城介の提案に、夏花はつい心中が口をついて出た。

　今上に報せるということは、自然、東宮の耳にも届くだろう。夏花が言い出したことと知れば、問題を起こすなと東宮に文句を言われそうだ。

「あら、まぁ。後ろ暗いことがなければなんの問題もないはずですわね」

　夏花の不用意な言葉に、藤大納言の目にも疑いの色が浮かぶ。

「もちろん……、後ろ暗いことはないのですけれど、宴を前に騒いだと思われるのは不本意ではありませんこと？」

　夏花の指し摘てきに、多くの親族が招かれている藤とうの大だい納な言ごんは一理あると思ったらしく考え込む。

「まぁ、騒さわぎにはせず私たちの平静を失わせることが目的なら、上手うまい言い訳ですわね」

　摂津が口を挟んでくると、城介が纏まとめるように言った。

「夏花君、ここまで疑われてはあなたの立場がない。宴での風聞を気にかけるようなら、まずは東宮さまに──」

「私が何か？」

　突とつ然ぜん上がった返事に、東宮妃候補たちは一いつ斉せいに半蔀はじとみを顧かえりみた。通りかかった風ふ情ぜいで、開いた半蔀の向こうに東宮が立っている。

「東宮さま……！」

　慌あわてて平へい伏ふくする者たちに楽にするよう伝え、東宮は宣耀殿に入ると穏おだやかな声音で問う。

「華はなやかなお声が聞こえたもので。何故皆みなが集まっているのか、教えてもらっても？」

　一番近くにいた城介が、平伏したままでことのあらましを伝える。

「実は、楽器に悪戯いたずらされておりまして──」

「何故かこちらにいらしていた夏花君が、発見したそうですわ」

　摂津はもはや夏花を犯人扱いで言いつけた。

　北舎では決して見られない優やさしい微笑ほほえみを浮かべた東宮は、城介と摂津に頷うなずいてみせる。

「それは、私が楽器の具合を聞いたからでしょう」

「え……？」

　東とう宮ぐう妃ひ候補は声を揃そろえて東宮を見た。もちろん、夏花も。

　夏花の声に、藤大納言は訝いぶかしむ様子で顔を向ける。

　東宮は夏花に向かって笑えみを深めてみせるが、言外に合わせろと圧をかけられているのは肌で感じた。

「時分を考えれば、先ほど話をしてすぐ様子を見に来たのでは？」

「は、はい……。ご明察のとおりにございます…………」

　疑いを逸そらせるという安心感と共に、夏花は悔くやしさを隠すために頭を下げる。

　不安を煽られてまんまと指図に乗ったような敗北感を覚えた。

「……そういうことは最初に仰ってくださいまし」

　変に言い淀よどむから勘繰った、と藤大納言は不満顔で文句を囁ささやく。

「自分だけ東宮さまにお声がけいただいたという優ゆう越えつ感かしら？」

　東宮に聞こえないよう早口に言う摂津は、夏花を睨んだ。

「いいなぁ……。あ、う、ごほん………！　し、しかしそうなると、いったい誰だれが？」

　東宮にも聞こえる声音で言ってしまった城介は、誤ご魔ま化かすように言葉を継ぐ。

　夏花が楽器を見に来た理由づけはできたものの、弦つるに細工をした犯人ではない証しよう拠こにはならない。

　夏花が偶ぐう然ぜん見つけなければ、宴うたげの中でことは露ろ見けんし、今きん上じようの前で失敗するところだったのだ。

　何者かが、害意を持って細工をしたことは事実。宴を邪じや魔ましたい者の存在に、東宮妃候補たちは緊きん張ちようを高めた。

「皆の不安は尤もつともなこと。けれど、今上陛下もおられる中、問題が露見しては皆に不ふ埒らちな噂うわさが立つことも危あやぶまれる。ここは、私に預けてくれないだろうか？　私が良く話を聞いて対処を。ここにも人を配し、見張らせることを約束しましょう」

　東宮は、落ち着いた様子で微笑む。心配はいらないと請うけ合う姿に、東宮妃候補たちは息を吐ついた。

「さぁ、皆野遊びで疲つかれたでしょう。宴までに少しでも休んで、良い音を聞かせてください」

　東宮が己の裁量で解決すると言うのなら、これ以上の発言は東宮を疑うことになる。

　説明を求められた夏花以外の東宮妃候補は、侍女を連れて退出して行った。

　衣きぬ擦ずれの音が遠のき、夏花は無言で床ゆかを見つめる。

　長い沈ちん黙もくの末、吐き出されたのは東宮の溜ため息だった。

「はぁ…………。お前は、何をしてるんだ？　軽挙は控ひかえろと何度言ったと思っている？」

　予想どおりの叱しつ責せきに、夏花は不服の思いと共に言い返す。

「うぅ……。気づかないより、ましじゃないか」

「お前の護衛が機転を利きかせなければ、あのまま犯人扱いだっただろう……っ」

「え、門原どの？」

　そう言えば、と夏花は辺りを見回した。すると、東宮妃候補たちが閉めていった妻戸が開かれ、締しまりのない笑みを浮うかべた門原が顔を出す。

「はぁい、姫ひめさま。いや、俺姿見せるわけにもいかないし、助っ人と呼んできた」

「なんで……、東宮なの…………っ？」

　門原のお蔭かげで助かったのは確かだが、飲み込めない思いを吐き出す。

「逆に、こんな不ふ審しん者、俺以外の誰の前に出せると言うんだ？」

　呆あきれ返った様子で嘆たん息そくする東宮に、夏花は目を光らせた。

「ふぅん？　東宮の前なら、門原どのも出ていいんだ？」

　放し飼いにするなと文句を言われたことはあっても、東宮が門原を肯こう定ていするのは初めてのことだった。

　東宮自身も失言と気づいたのか、強ごう引いんに話を変えた。

「ともかく……っ、あらましは門原どのから聞いた。この件は私が預かる。余計な詮せん索さくはせず、さっさと宴の準備にかかれ。まだ野遊びのまま着き替がえてもいないだろう」

　夏花を引き留めたのは、軽挙を叱しかるため。追い払うように手を振ふる東宮に、夏花は立ち上がりながら呟つぶやく。

「……偉えらそうに」

「偉いからな。相応の態度というものがある」

　お前にも、と言外に返す東宮が何者であれ、東宮として申し分ない態度ではある。だからこそ、余計にわからない東宮の心中に、夏花は愚ぐ痴ちを吐くように呟いた。

「いつも北山に帰れって言うくせに……っ。今のも東宮が庇かばわなきゃ、私を無実の罪で内だい裏りから追い出せたかもしれないのに何で助けたんだか」

　東宮は思わぬことを言われたかのように目を瞠みはる。何故なぜか視界の端はしで、門原が口の端を上げて意地悪そうな目を東宮に向けていた。

「べ、別にお前を陥おとしいれたいわけじゃない。勘かん違ちがいをするな。北山に帰れと言うのも、お前の不用意な言動や行動が目に余るからだ。自分の行いを省かえりみてみろ」

　初日の直言から、七殿手前まで東宮を追った行動を思い出し、夏花は視線を泳がせる。

「はぁ、自覚はあっても改善する気はないのか。…………死んでからじゃ、遅おそいんだぞ」

「ふ、…………ふん、だ！」

　何を大おお袈げ裟さなとは思うものの、言い返せない夏花は精いっぱいの反はん抗こうでそっぽを向く。

　仕草の幼さからか、東宮は一度呆気あつけに取られると、危うく噴ふき出しかけて横を向いた。

「ふ……っ、くく。なんだそれは？　やはり自覚くらいはあったんだな」

「あぁ、もう…………っ。助かったのは、本当だから言っとくけど……ありがとう」

　逃にげるように妻戸を出た夏花は、背後に東宮が堪こらえ切れず笑う声を聞いた。

　歯は嚙がみしながら足早に北舎へ戻もどり、夏花は妻戸を閉めてすぐに門原へと声をかける。

「門原どの、犯人を見た？　東宮妃候補たちがいたから、東宮を呼んだんだよね？」

　急せいた夏花の呼びかけに応じて、別の道を戻った門原が柱の陰かげから姿を現す。

　良かれと思った行動で犯人と疑われ、弱みを見せたくない相手に助けられた悔しさに、夏花は門原を睨にらむように答えを促うながした。

「見ましたけど……、東宮から他言無用って言われちまって」

「何それ。私にも……っ？」

　眉まゆを顰ひそめる夏花に、門原は平身低頭して詫わびる。

「すいません、それが……。一番姫さまには教えるなって言われちまいました、はは」

　誤魔化すように苦笑いする門原に、沢辺も納なつ得とくする。

「犯人がおわかりになったら、姫さまが何をなさるか、想像がつきますものね」

　犯人がわかれば、嫌けん疑ぎを払はらうためにも動くつもりだった夏花は、東宮にまで読まれていたことに頭を抱かかえた。

「今は宴に集中なさったほうがいいですって。東宮がことを預かったのもそのためでしょうよ」

　門原の指摘に、夏花は負け惜おしみとわかりつつ、言わずにはおれなかった。

「そんな気き遣づかいできる奴やつには、思えないけどな……っ」

　困ったように顔を見合わせる沢辺と門原に、夏花は子供染じみた意地を張っている己おのれを宥なだめようと深呼吸をした。

「でも、漢詩勝負のこともあるし、こんなことで集中を乱しちゃ、駄だ目めだし。うぅ、東宮の思いどおりなのが気に食わない……っ。けど、弦を切って失敗させようとした犯人は必ずいる。邪魔しようとする誰かの思おも惑わくに乗らないように、しなきゃ」

　もう一度深呼吸をすると、夏花は指示を出した。

「着替えよう。沢辺は準備をして。門原どの、本当は人目が多すぎて内裏の外に出ていてもらいたかったけど──」

「そんな水臭くせぇこと言わないでくださいよ。ちゃんと、犯人を見張っときますって」

　東宮に指示されたのは口止めだけ。門原は独自に、弦に細工をした犯人を探ると応じた。

　門原は音もなく去り、夏花は沢辺の手を借りて宴用の着物に袖そでを通す。

　青の単ひとえを着て、黄色い花はな山やま吹ぶきの五いつつ衣ぎぬを重ねる。赤く艶つやのある生き地じの打ち衣ぎぬを纏まとい、さらに重ねる紅梅の表着には、宴の席を寿ことほぐ花の文様が織り込まれていた。

　白い裳もの上に艶やかな黒くろ髪かみを流せば、咲さき初そめた花のような姫ひめ君ぎみができあがる。

「姫さま、お言こと葉ば遣づかいには、くれぐれも、くれっぐれも、ご注意くださいませ」

「わかって──、こほん。心配は無用です。沢辺も早はよう、身を整えなさい」

　夏花が沢辺の小言を回かい避ひし、準備を終えて待っていると、ほどなく宴への案内が現れる。

　案内に従い北舎を出た夏花は、すでに多くの人の気配が立つ七殿でんへと渡わたった。

　ふと視線を上げれば、渡わた廊ろうの先に東とう宮ぐうが立っている。東宮に声をかけられた案内は、夏花を残して離はなれていった。

「余計なことはするなよ。弦つるに細工された件はいったん忘れろ。こっちも東宮として大人しくしておかなければいけないんだ。──門原どのは？」

「門原どのは犯人の見張りだよ。……東宮が余計なこと言うから。どうしてそう口うるさいかな？　あ、漢詩勝負を他言無用にしたのは、自分が関かかわるのが面めん倒どうだったからなんじゃ？」

　声を潜ひそめて文句を言う夏花に、東宮は呆れ疲れたように嘆息した。

「……本当にこのまま宴に参加するのか？　少しは──」

「漢詩勝負のこと？　くどい。私に引く気はない」

　もう叱責は聞きたくないと夏花が睨めば、東宮は歯嚙みして言葉を飲んだ。

「違ちが…………、もういい。せいぜい、その華はなやかな装いに見合った慎つつしみを持て」

　気持ちを切り替かえるように一度目を閉じた東宮は、夏花を挑ちよう発はつするように口の端を上げてみせた。対たい抗こう心を抱いだいた夏花は、沢辺に見せるような芝しば居いがかった姫君を演じてみせる。

「ほほ、お戯たわむれを。東宮さまとて、凜り々りしく匂におやかな晴れ姿。恥はじぬ行いをなさいませぬと」

　夏花が唇くちびるに笑えみを浮かべてみせれば、東宮は肩かたを揺ゆらすほど身を硬かたくする。笑うなり、軽口に乗るなりしてくれなければ、夏花も反応のしようがなく、おかしな沈ちん黙もくが間に漂ただよった。

　なんとはなしに目を合わせるのも気まずい雰ふん囲い気きのまま、夏花は宴うたげの席へと移動する。

　内裏北ほく端たんの貞観殿には、まだ空からの褥しとねが天てん蓋がいの下に据すえられていた。

　東宮妃ひ候補に用意されたのは、空の褥が据えられた母おも屋やを囲む廂ひさしの、南東部分。廊ろう下かを隔へだてる御み簾すの向こうには、見たこともない公きん達だちがさざめいている。

　几き帳ちように仕切られた隣となりを窺うかがえば、東宮妃候補たちも緊きん張ちようの面おも持もち。ただの緊張ではなく、隠かくしきれない敵てき愾がい心しんが漏もれていた。

　間仕切り代わりの几帳と空席を挟はさんだ右隣には藤とうの大だい納な言ごん。紫むらさきを表に、青や紅くれないを重ねた紫むらさき村むら濃ごの襲かさねが京貴族としての品位を物語るよう。

　藤大納言のさらに向こうに坐すわる摂津は、春らしい紅の薄うす様ようを纏まとっている。紅白のはっきりした色目は、御簾越ごしにも華やかに映ることだろう。

　夏花の左に坐る城介は、萌もえ黄ぎの匂においを纏っていた。濃のう淡たんの萌黄色が若々しい芽め吹ぶきを感じさせ、凜りんとした城介の雰囲気を際きわ立だたせる。

　衵あこめ扇おうぎを広げて交かわす視線には、弦に細工した犯人を疑う嫌いやな感情が見え隠れしていた。

　ひりつく空気が満たす廂に、微笑ほほえみを浮かべた東宮が現れ座に坐る。

「いや、今日も凜々しいことだ。東宮さまにおかれては早はよう東宮妃さまをお選びになりたいことだろう」

「凜々しい？　あの方は仏門に傾けい倒とうした及および腰ごしの御み子こと聞いているぞ。東宮妃もお母上のお家から招くことが決まっているとか」

「なんの、学者のように聡そう明めいで争いを好まぬとお聞きしている。だいたい、東宮妃をお決めになるのは今きん上じよう陛下であろう」

　こそこそと囁ささやき合う公達の評価に、夏花は内心脱だつ力りよくした。

　東宮妃候補のみならず、公達の誰だれも東宮の本ほん性しようを知らないようだ。それだけ周しゆう到とうに装った東宮の外そと面づらの向こう、若君に繫つながる手がかりを得ることはできるのか。

　夏花は挫くじけそうになる己を叱しつ咤たし、今はこの宴を乗り越こえなければならないのだと己を鼓こ舞ぶする。

　そうして今上を迎むかえるため、全員が深く頭を下げた。

「あのお方が、今上陛下……」

　今上の口上が終わり顔を上げた夏花は、御簾越しのぼんやりした輪りん郭かくを捉とらえようと目を凝こらす。

　あれが、若君の父なのだという感かん慨がいはあるが、為い政せい者しやとしての威いを感じることはない。

「あまり似てらっしゃらないな」

　城介の呟つぶやきに、夏花は内心頷うなずいた。今上が東宮に似ていないのはもちろん、若君ともさして似ているとは思えない。

　南西の廂には、若君の生母である女によう御ごがいる。距きよ離りがあって窺い知ることはできないが、女御もまた若君と東宮の違ちがいに気づかなかったのだろうか。

　夏花が嘆たん息そくすると、東宮は一いち瞥べつを向けるが、面おもてには東宮として繕つくろった白々しい笑みを浮うかべている。

　東宮はおもむろに宴を楽しむよう東宮妃候補に声をかけ、早々に座を立った。漢詩勝負を見ないふりするためだろう。

　今上や女御へと挨あい拶さつに向かう東宮は、朗ほがらかな笑みを絶やさず、相対する若君の両親にも異変は見受けられない。誰も若君がいないことに気づかない現状に、夏花はうら寂さみしい思いを胸に秘ひめ、扇に隠れて唇を嚙かんだ。

「……そう言えば、どうして東宮は大人しくしていなきゃならないなんて…………」

　宴の前に呟いた東宮の言葉が思い出される。何処どこか緊張した様子だったのは気のせいか。

　そう疑ってみれば、女御と御簾越しに言葉を交わす東宮の作り笑いが、小こ揺ゆるぎもしないと気づいた。ずっと同じ表情のまま。まるで、女御との会話に細心の注意を払っているかのように。

「……東宮妃の候補となる姫ひめ君たちは、やはりどこか違うな」

　御簾越しとは言え、近くに坐ざした公達が互たがいに囁き合う声が夏花の耳に届いた。

「しかし、大納言家以外の姫は地方貴族なのだろう？　あぁ、橘は……いや、変わらぬか」

「京の外から来てこそ山野に隠れた美び姫きのありがたみがあろう。あの要件に合がつ致ちした姫君なのだ。なんぞ深い縁えにしのあってこそ」

「いや、いや。考えてもみろ。橘、源げん氏じ、平へい氏し、どれも皇室に由来するお血筋だ。軽かろんじるべきではない」

　東宮妃候補が招かれたということで、夏花たちは見み世せ物もの状態で座り続けることになる。

　公達が批評を繰くり広げる中続けられた準備により、貞観殿の向かいに設しつらえられた舞ぶ台たいへと、内ない教きよう坊ぼうの舞まい姫ひめたちが登った。

　ようやく好こう奇きの目から解放された夏花が息を吐くと、庭に席を作られた楽人たちも演奏を始める。

　優ゆう雅がに踊おどる舞姫の、裾すそが揺れ、袖が翻ひるがえる。一糸乱れぬ踊りの妙みようは、神かみ懸がかり的な神秘を感じさせた。

「はぁ……、素す晴ばらしいな」

　城介は東宮と初めて出会った時のように瞳ひとみを潤うるませ、今までの暮らしでは縁えんのなかった歌か舞ぶの荘そう厳ごんさに魅みせられる。

　踊り手が代わり、唐とう風ふうの衣装を纏う踏歌が始まると、摂津も物もの珍めずらしさからか嘆息した。

「あぁ……、これが内だい裏りの暮らしなんや」

「ふふ、この程度で大層お喜びでございますのね」

　水を差すように藤大納言が笑う。楽しんでいた夏花も、いつもより攻こう撃げき的な藤大納言へと苦言を呈ていした。

「良いものを良いと褒ほめることに、どのようなご不満がおありなのでしょう？　宴を楽しむ余よ裕ゆうもおなくなりですか？」

　漢詩勝負を前に、緊張しすぎだと言外に指し摘てきすれば、藤大納言は眦まなじりを決した。

「なんと仰おつしやって……っ？」

　夏花の指摘が図星だったのか、藤大納言の白い頰ほおに珍めずらしく赤みが差す。

　藤大納言が言い返そうと口を開くより早く、城介が宥なだめるように口を挟んだ。

「お二人とも、東宮さまのお達しをお忘れなきよう、心がけねば」

　他ほかの目もある、と城介は目顔で御簾の向こうを示す。

　東宮妃候補に近い場所の公達は、廂の中の不ふ穏おんな空気を察したのか、御簾の中を窺っていた。

　不承ぶしょうながら、藤大納言が開きかけた口を閉じると、端はたで成り行きを見ていた摂津がせせら笑うように言った。

「軽はずみなことをなさるから、宴を楽しむ余裕もなくすのでしょう。せいぜい気を揉もんでいてくださいな。失敗でもしていただければ、私はより楽しませてもらえますもの」

「あら、まぁ。どうしてこう不ふ遜そんな方が多いのでございましょう？」

　はしたない、と見下げるように目を細める藤大納言に、摂津は負けじと言い返す。

「一番の不遜は、花の盛りを己おのれの功と思い違い、生まれに胡坐あぐらをかいた藤大納言さまではございませんこと？」

　藤原家の後見があれば、東とう宮ぐう妃ひになることも容易。妃きさきに関しては、藤原同士で誰の娘むすめを入じゆ内だいさせるかを争うほどなのだ。

　今上が特とく殊しゆな条件をつけなければ、東宮妃になっていたのは誰の目から見ても藤大納言だった。摂津にもわかっているだろうが、あえて否定する強気は、宴に際しての緊張の裏返しに見える。

　摂津共々普ふ段だんよりも好戦的なのは、やはり弦つるに細工されたという妨ぼう害がいを目にしたためだろう。警けい戒かいは自然、同じ場所に並ぶ東宮妃候補に向かったようだ。

　速い心音を感じて、夏花は己もまた場ば違ちがいを感じてしまう華はなやかな宴と、身に迫せまる悪意に緊張していることを自覚する。

　いったい誰が、弦に細工をして邪じや魔ましようとしたのか。暗い中で目にした犯人を思い出そうとした夏花は、宴に集中しなければ、と慌あわてて頭かぶりを振ふる。

　東宮が周囲を騙だまし込んでいるのなら、その正体を暴あばけるのは自分しかいない。この宴で失態を犯おかしてしまえば、東宮を探さぐることも、若君を捜さがすこともできなくなってしまうのだ。

　やらなければ、と気負う夏花の耳に、何処かで和歌を詠よみ始める声が聞こえた。

　漢詩を詠む者はいないか、と考えてしまう己を制し、夏花は時機を待つ。

「……どうやら狙ねらいは同じようですわね」

　動かない夏花を横目に、藤とうの大だい納な言ごんが探りを入れてくる。夏花は答えず笑みを向けて、視線で御み簾すの外を示した。

「さて、藤大納言さまはお忙いそがしい様子。ほら、またご親族がお見えのようですよ」

　藤原の名を冠かんする公きん達だちは、女御へのご機き嫌げん伺うかがいの後に、東宮妃候補となった藤大納言へと声をかけに来る。

　藤大納言が親族の相手をしている間に、好機が来ることを願うが、そう旨うまくはいかないものだ。

　藤大納言の次に挨拶が訪おとずれるのは摂津だった。源氏所縁ゆかりの公達が様子を見に来ているようだが、摂津の振る舞まいは何処か他た人にん行ぎよう儀ぎに見える。

　緊きん張ちようしているように見えるのは、共に暮らす内に愛あい想そ笑いがわかるようになったからだろうか。

　そんなことを夏花が考えていると、御簾の外から聞こえる漢詩を詠む声に気づいた。

　舞台の舞姫を唐とう土どの天てん女によに譬たとえて詠うたうのは、若い公達。漢詩の腕うでが良いとは言えないようだ。

　右を盗ぬすみ見れば、藤大納言も漢詩を詠む公達に気づいている。ちょうど親族の挨拶も途と切ぎれてしまっていた。

　夏花は酒食の進んでいない現状を見直して躊躇ためらう。まだ酒は回り切っていない。ここで下手に声をかければ、周囲の視線を集めてしまう。また公達よりも漢詩を上手うまく詠っては、若い公達の顔を潰つぶしたと顰ひん蹙しゆくを買う可能性もあった。

　すぐには動かない藤大納言も、漢詩を詠むにあたり、無む闇やみに関心を集めてしまうのは避さけたいようだ。

　互いに膠こう着ちやく状じよう態たい。

　けれどこの機を逃のがして次に機会が巡めぐるかはわからない。漢詩を一度しか詠んではいけないと決めたわけでもないのだ。

　夏花は意を決して詠いかけようと息を吸い込んだ。

「…………くすん……っ」

　可愛かわいらしく鼻にかかった掠かすれ声。

　いつの間にか御簾の中には湿しめった雰ふん囲い気きが漂ただよい、人の目を集めていた。夏花に遅おくれて気づいた藤大納言も、右手の掠れた泣き声を凝ぎよう視しする。

　そこには、着物の袖そでを涙なみだで濡ぬらした摂津が、可か憐れんな様子で泣いていた。

「……如何いかがなされました？」

　背後に控ひかえた侍じ女じよが声をかけると、摂津は小さく愛らしい口から嘆息を吐き出す。

「宴うたげの素晴らしさ、集つどう方々の深い情じよう趣しゆ、何よりこのような宴を主しゆ催さいなさる今きん上じよう陛下の尊さを思うと……、うぅ、自然と涙が零こぼれてしまうのでございます」

　ほろほろと涙が頰を伝うさまは、摂津の繊せん細さいな心こころ映ばえを表しているように見える。

　摂津の言葉を聞いた公達の中には、もらい泣きする者もいるが、この場合、啞あ然ぜんと見つめる夏花たちより正しい反応であると言えた。

　内裏に限らず、京貴族の社会通念として、感動し涙できない図太さは嫌きらわれる。

　情の細やかな愛らしさを誰だれより早く印象づけた摂津は、すぐさま人々からの関心を向けられることとなった。集まる目の中には、もちろん今上からの視線も含ふくまれている。

「なんと……、卑ひ怯きような…………いや、一つの才能だろうか？」

　困こん惑わくした呟つぶやきを漏もらす城介にさえわかっていた。

　摂津が噓うそ泣なきをしたのだと。

　今までの言動を見ていては、今さら東宮妃候補を誤ご魔ま化かせはしない。けれど、初対面の公達にはとても効果的な演出と言える。

　誰より早く今上の注意を引く摂津のやり方は、城介が言うように一つの才能として認められるほど、狡こう猾かつで巧たくみだ。

「ずいぶん気を散らしてくると思えば、このような企たくらみが……っ」

　してやられた、と藤大納言も悔くやしげに呟く。

「失敗を待つなんて、言っていたこと自体が誘ゆう導どう……？」

　夏花は漢詩を詠む機を潰された現状に気づき、摂津の周しゆう到とうさに戦せん慄りつする。

　今上に東宮妃と認められるかもしれないこの宴にかけた、東宮妃候補の覚かく悟ごを夏花は甘く見ていた。







[image: 五章　手繰り寄せた真実]




「まさか、あんな伏ふく兵へいがいらっしゃるなんて」

　普段なら誰よりも自信に溢あふれる藤大納言が、口くち惜おしげに項うな垂だれる。

　同じ気持ちの夏花も、嘆たん息そくを袖に隠かくした。

「ふふん。言いましたでしょう？　胡坐をかいていてはいけないと」

　摂津は嬉うれしげに笑い、伏兵こと、城介へと視線を投げる。

「……その、『凡およそ戦いは、正を以もつて合い、奇きを以て勝つ』と言うので」

　正せい攻こう法ほうだけでは勝てない。奇き策さくを扱あつかう者こそ勝利を摑つかむ。兵法を用いて実じつ践せんしたのだと言う城介を、藤大納言は悔しげに見つめた。

「それで、わたくしたちより先に漢詩をお詠みになりましたの？」

「うむ。他言無用とは言われていても、参加するなとは言われていなかったので。問題はなかったかと」

　夏花は、藤大納言との漢詩勝負に横やりを入れられたのだ。

　しかも城介には漢詩の才があったのである。驚おどろいた夏花は、藤大納言共々対処が遅れた。

　夏花は後手に回りつつも、城介に続いてなんとか漢詩を詠んではみたものの。自然、最初に漢詩を詠んだ城介のほうが人々の記き憶おくに残る。

　藤大納言などは、立て直しに時間がかかったせいで、さらに微び妙みような空気が流れることになってしまった。

　思わず同情の視線を向けた夏花に、藤大納言は息を吞のんで睨にらみ返す。

「夏花君……っ。これは引き分けでございます」

　羞しゆう恥ちで頰ほおに血の昇のぼった藤大納言の負け惜おしみに、夏花は頷うなずいてみせた。

「えぇ、私たちの負けですわね」

「負けてなど……」

「鮮あざやかな手並みだったではありませんか。良いものは良いと、認めるべきでございましょう？」

　これ以上の醜しゆう態たいをさらすべきではない、と夏花が忠告すると、藤大納言は勝ち誇ほこって笑う摂津に向き直った。

「……この程度で、わたくしに勝った気にならないでくださいまし」

　本来の争いは、東とう宮ぐう妃ひの座を狙うこと。それで言えば、まだまだ藤大納言が優勢。

　面おも白しろくなさそうな顔をする摂津に対して、城介は戦いを前にした武士のように静かに応じた。

「もちろんです。正攻法は、これからなのだから」

　今、夏花たちは宣耀殿で待機していた。女楽のための準備が、貞観殿で行われているのだ。

　本当の勝負は、いかに今上の目に留まるか。磨みがいた楽の腕をどれだけ発揮できるかにかかっていた。

「おべっかを聞き慣れた京貴族の腕うで前まえが、どれほどのものかしらね？」

　自信たっぷりの摂津の挑ちよう発はつに、藤とうの大だい納な言ごんは負けじと冷れい笑しようを浮うかべてみせる。

「あら、まぁ。片かた田舎いなかで本物を聞いたことがございまして？」

　二人が睨み合っていると、準備が整ったと案内の声がかかる。ふと城介が安あん堵どの息を吐ついた。

「良かった。どうやら楽器が壊こわされるようなことはなかったらしい」

　問題なく呼ばれたのならと、城介が他意のない様子で呟く。途と端たんに、また東宮妃候補の間に敵てき愾がい心しんが漂った。貞観殿に戻もどる足取りは、薄はく氷ひようの上を歩くような緊きん張ちよう感かんを孕はらむ。

　すでにどんな失敗も許されない状じよう況きよう。沢辺が差し出す琵び琶わを抱かかえ込み、夏花は丁てい寧ねいに一本一本弦つるの張りを確かめた。

　御み簾すの向こうには、拍ひよう子しの笛を持つ楽人が準備万ばん端たんで東宮妃候補を待っている。女楽を聞くため、今まで母おも屋やの内にあった今上の褥しとねも、屛びよう風ぶや敷しき物もの、畳たたみを据すえて廂ひさしに用意されていた。

　東宮も藤大納言と夏花の間に坐すわり、女楽に合わせて唱歌を披ひ露ろうする段取り。

　全員の準備が整うと、拍子の楽人が音を出す。応じて、夏花も撥ばちでぶった。

　遅れず藤大納言は和わ琴ごんを爪つま弾びき、流りゆう麗れいな音色を響ひびかせる。

「お聞きなさい。和琴は扱いが難しい楽器のはずが、爪つま音おとに淀よどみがない。耳の肥えた公きん達だちであっても、この鍛たん錬れんを積んだ教養の深さは疑えますまい」

「何を。あの箏そうの繊細な音は目立たないように見えて、他ほかの楽器の合間を計って絶ぜつ妙みような存在感を出しておる。この演奏の面白さがわからぬとは……」

　ほくほく顔で語る公達の横で、摂津に扇おうぎを差し向ける者がいた。品評に興が乗ったのか、さらに城介へと扇を動かした。

「あの者の琴ことなど、確かに上手うまいが、前者二人に比べると華はなやぎに欠ける。ただ、合奏としてみれば、音を下支えする良い技量を持っているのが、誰にでもわかるであろう」

「となると、琵琶はひと打ちの音が良く伸のび、いつまでも耳に残る妙たえなる音。撥捌さばきは力強くも優美。見ても面白い。……ただ合奏であることを考えると、音を伸ばしすぎておるなぁ」

　好き勝手に品評が交かわされる中、東宮が歌い始めた途端、辺りには感かん嘆たんの息が広がる。

　若く伸びやかな唱歌が人々の心を震ふるわせていると、不意に朗々とした声が東宮に重なった。

　驚き、夏花は危あやうく弾ひき損そこねるところだったが、何度も練習したために、体が勝手に正しい弦を打ってくれる。

　隣となりの東宮も歌いながら目を瞠みはり、突とつ如じよ歌い出した今きん上じようを注視した。

「ほぉ、今上陛下も興がお乗りのご様子」

　驚きながらも、公達は親子の歌を面白い趣しゆ向こうと見なして受け入れる。中には、素す晴ばらしいことだと涙なみだする者さえ出ていた。

　思わぬ成り行きに、今上を見ていた夏花は、御み簾す越ごしでも感じる強い視線を受け止める。今上に注目されていると知り、北山で習った師の教えを反はん芻すうしながらひと打ち、ひと打ちに神経を集中させた。

　唱歌も終わらぬ中、突とつ然ぜん声を途と切ぎれさせた今上は袖そでで顔を隠す。響く弦の合間に聞こえるのは嗚お咽えつだった。

　さめざめと泣きだす今上の感かん極きわまった様子に、東宮妃候補の演奏に熱が入った。

　そんな中、夏花はすぐ隣で息を吞む気配を感じる。

　華やかに奏でられる女楽の中、ぶつっと、紐ひもの切れる音を聞いたのは東宮だけだった。

「御簾が……っ」

　東宮は突然片かた膝ひざを立て、几き帳ちようを押し退のける。突然の狼ろう藉ぜきに驚いた夏花だったが、東宮が天てん井じようを睨み据えていることに気づいた。

　同時に、御簾が不ふ穏おんに波打つ。

　次の瞬しゆん間かんには、繊せん維いの擦こすれる騒さわがしい音を立てて、夏花の目の前の御簾が梁はりから落下した。

「きゃぁぁああ！」

　誰だれからともなく悲鳴が上がり、東宮妃候補たちは慌あわてて袖や几帳で顔を隠す。

　夏花も顔を隠そうと動いたが、抱えた琵琶が邪じや魔まで腕うでが上がり切らない。

　不特定多数に顔を見られるという、妙みよう齢れいの女によ人にんにあるまじき醜態を思って、夏花の顔からは血の気が引いた。

「こっちだ……！」

　怒ど鳴なりつけられるような強さで声をかけられたかと思うと、強く腕を引かれる。

　取り落とした琵琶が不協和音を響かせるが、東宮に抱だき竦すくめられた夏花は動けなくなった。

　東宮の腕に抱き込まれ、すぐ近くに息いき遣づかいを感じる。強い力で抱き寄せられたままの夏花は、いつにない東宮の強い声こわ音ねを聞いた。

「御簾が落ちたぞ！　姫ひめ君ぎみたちを誘ゆう導どうせよ！」

　東宮の命令に、驚き慌てていた侍じ女じよたちが、奥の御簾を捲めくり上げ、几帳にぶつかりながらも己おのれを盾たてとして主人を奥へと逃にがし始める。

「ひ、姫さまぁ……！」

　ほとんど東宮に遮さえぎられて見えないが、夏花は袖の隙すき間まから奥を覗のぞき見た。袖で顔を隠した沢辺は、目に涙を溜めて膝しつ行こうし近寄ってくる。

　応じようと身じろいだ夏花に、東宮は抱く腕に力を込めた。

「まだ動くな。人が集まってきている。その撥も置いていけ」

　廊ろう下かに集つどう公達の気配に、夏花は握にぎり締しめていた撥を下に置く。

「このまま下がる、沢辺、道を空けろ」

「は、はい……っ」

　東宮の胸に抱かれて何も見えないまま、夏花は宣耀殿まで足早に移動させられた。

　他の東宮妃候補は、貞観殿の奥の廂に移動しただけでここにはいない。

「俺は戻る。お前を狙ねらったものかもわからん。今はここにいろ」

　険しい面おも持もちでそう命じた東宮は、従者に見張りを任せて貞観殿へと戻って行く。

「…………びっくりしたぁ……」

　力強い腕の感かん触しよくを確かめるように肩かたを撫なで、夏花は茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　突然御簾が落ちたこともだが、まさか東宮に抱き締められるとは思わなかった。

　速い鼓こ動どうと熱い頰は、驚きのためだろうか。

「い、いきなり御簾が落ちたのでございます。東宮さまが隠かくしてくださらなければ……っ」

　己のことのように心配し、未いまだ目元の濡ぬれる沢辺の言葉に、夏花は否定もできず頷いた。

「うん。そうだね、大おお恥はじをかくところだった」

　そうならないよう、東宮が動いてくれたのは、否定できない事実だ。

「もしかして、助けてくれた？　今までのことも、沢辺が言うように心配してくれてた？」

「そう言ってるじゃありませんか」

　夏花の呟きに、沢辺は今さらかと呆あきれて涙を拭ぬぐう。
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「でも帰れとか、相応ふさわしくないとか言うし……」

「姫さまの北山での暮らしぶりをご存じなら、恥をかく前にと思っても仕方ありません」

　窮きゆう地ちを救ってくれたせいか東とう宮ぐうの肩を持つ沢辺に、夏花も無む闇やみに熱い頰ほおを擦って首を捻ひねる。

「うぅん？　でも、若君ではないんだよなぁ」

　そこだけは譲ゆずれない、と言いつつ、夏花は助けてくれた東宮の頼たのもしさを思い出し、落ち着かない。男性に抱き締められたことなど、今までなかった経験だ。

　立場上大人しくしておくと言っていた東宮が、夏花を助けるために動いてくれたことを思えば、今までのような無礼な対応は見直すべきだろう。

　楽器の弦に細工をした犯人に疑われた時、門原に呼ばれたとは言え助けに現れてくれたのも、夏花を案じてのこと。夏花を陥おとしいれたいわけじゃないと言っていた東宮の言葉を、真ま面じ目めに受け止めなかった己の幼よう稚ちさが恥はずかしい。

　夏花が自省していると、従者の応答する声が聞こえ、御簾を避さけて東宮が戻ってきた。

　気き恥はずかしさに顔を俯うつむけた夏花だったが、東宮の険しい声音が耳に入る。

「御簾の紐が何者かによって断たたれていた。他の東宮妃候補の御簾はなんともなかった。これは、お前を狙った嫌いやがらせだ」

「え……っ？　わざわざ今上陛下がいらっしゃる宴うたげでそんなことを？」

　夏花には嫌がらせをされる心当たりもなく驚おどろくと、東宮は手近な柱に拳こぶしを叩たたきつけた。

「くそ、いったい誰がいつ細工をしたんだ……っ」

　激げつ昂こうしているらしい東宮に、夏花は驚きのまま疑問を口にする。

「どうして東宮が怒おこるんだ？　自分が被ひ害がいに遭あったわけでもないのに」

「……っ！　ここの管理をしているのは俺だ。俺の、不ふ手て際ぎわになるから、腹が立っただけだ。──そう言えば、怪け我がはないか？」

　そっぽを向いて言い訳を絞しぼり出したかと思えば、東宮は話を変えようとするのかそんなことを聞いてくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。御簾が当たるような距きよ離りでもなかったし」

　無意識か、東宮は安あん堵どの息を吐つく。

　沢辺は東宮に気づかれないよう、夏花の脇わきを突つついた。

　さすがに本気で心配してくれているらしいと、夏花でもわかる。もう疑う余地はない。

　口が悪い、言い方が悪い、態度が悪いと文句をつけても、真意を見ようともせず反発していた自分が、夏花は恥ずかしくなった。

　同時に、きちんと話さなければいけないと意気を新たにする。若君の行方ゆくえを問い質ただすよりも、東宮が何故なぜ内だい裏りにいるのか、何を考えて遠ざけようとしたのかを知らなければいけない。

　大人しくしていなければと言っていたのに、咄とつ嗟さに夏花を庇かばう大だい胆たんな行動に出てくれたのだから。東宮の正体を暴あばくのではなく、東宮という人物をもう一度見つめ直さなければ。

　そう考えていた夏花は、力強い腕に抱き込まれた感触を思い出した。顔から火を噴ふきそうなほど心臓が暴れ出す。

　突然のことに胸を押さえて混乱していると、東宮の従者が来訪者の存在を告げた。

「失礼いたします、淑景北舎の姫君。お加減はよろしいでしょうか？」

　現れたのは、今きん上じようの侍じ従じゆう。命じられて、夏花の様子を見に来たと言う。

「えぇ、東宮さまのお蔭かげで怪我もなく済みました。今上陛下におかれましては、お心こころ遣づかい感謝いたします」

「宴はひと時、貞観殿を調べ異状がないかを確めます。何ごともあらぬようでしたら、宴は再開されますが、姫君方が心乱れたままですので、女楽の仕切り直しはまたの機会に」

　日は傾かたむき、空が赤く染まる時分。

　夜を迎むかえれば篝かがり火びが焚たかれ、宴は続く予定だ。

　公きん達だちはもちろん、女によう御ごや今上がわざわざ出向いての宴。御み簾すの落下は事故とされ、犯人捜さがしは後回し。今上主しゆ催さいの宴を、いきなりお開きにはできないらしい。

「姫君には不安もございましょう。今一度お出いでになるも良し、このままお休みになっても良いと、今上陛下からのお言葉にございます」

　今上の気き遣づかいに夏花が感謝の言葉を述べると、侍従はさらに今上の命を口にした。

「また、姫君の琵び琶わに、今上陛下が大変心打たれたと仰おおせでございます。つきましては、姫君に褒ほう美びを取らせよとのお達しです」

「え……！　ま、まぁ、そのような。身に余る光栄に存じます」

　驚きの声を上げてしまった夏花は、慌てて言い繕つくろい今上の申し出を拝命する。

「お望みがあれば窺うかがうよう仰せつかっております。望む物、望む待たい遇ぐうがおありでしょうか？」

　侍従の言葉に、夏花は動きを止めた。

　夏花も、正せい攻こう法ほうの中で奇き策さくを狙っていたのだ。若君のため手段を選ばないと決めたから。

　北山には前東宮妃ひに楽器の指南をした女によう房ぼうが、尼あまとなって住んでいた。尼に師事して習ったのは、今は亡なき前東宮妃の演奏の癖くせ。

　前東宮妃を真似まねた琵琶の音が、今上の琴きん線せんを揺ゆらしたのだろう現状は、狙いどおり。けれどここに、望む人はいない。

　いや、と夏花は頭を下げたまま東宮を窺った。

　過日の申し出を、今なら実現できるのではないか。

　夏花が思わぬ好機に息を吞のむと、長すぎる沈ちん黙もくに東宮の訝いぶかしむ気配があった。

「……でしたら」

　御み簾す越ごしの侍従に、夏花はしっかりと声が届くよう息を吸い込んだ。

「余人を排はいし、東宮さまと二人だけでゆっくりとお話がしとうございます」

「な……っ、何を、そんな…………」

　声を荒あらげようとする東宮は、拳を握って耐たえる。

「そのようなこと、今上陛下にお望みになる必要もございませんよ。宴に戻もどりお一人になるのが心こころ許もとないと仰おつしやるのでしたら、人をやりましょう」

　優やさしげな声こわ音ねを繕って、東宮が撤てつ回かいさせようとするが、夏花は退ひかない。

「私が欲ほつするのは、今夜、宴の間の時間だけで良いのです」

　夏花が今上に望むのは、東宮の中座。

　東宮が今上の面前からいなくなるには、褒美というその場限りながら絶対の命令がなくては、夏花には叶かなえられない。

「……承知いたしました。今上陛下へお伺うかがいいたします」

　侍従が命令を受けたのは、夏花への対応だ。

　東宮の言葉など聞き流すように御簾の前から引いていく。

「ち……っ」

　堪たまらず舌打ちする東宮は、今上には言っても通じないと知ってか、追う素そ振ぶりもない。

　打ち捨てられた内裏だからこそ、東宮は上位者でいられる。けれど、今上よりもさらに上、上皇が政権を握る現状、東宮の発言権はそう高くない。

　東宮から視線を逸そらし、夏花は沢辺に向き直った。

「……もし、今上陛下に願いが聞き届けられたら、沢辺も下がって」

「姫ひめさま？　──いったい、何をなさるおつもりですか？」

　困こん惑わくを顔に浮うかべていた沢辺は、夏花を見て、狙ねらいがあることを察する。

　手短に以後の動きを伝えると、東宮が苛いら立だたしげに近寄ってきた。

「何を考えている……っ。あんな言いようでは、俺と親密だと勘かん違ちがいされるぞ」

　苛立ちを隠かくさず詰つめ寄る東宮を、夏花は真っ直すぐ見上げる。

「そんなの、覚かく悟ごの上だよ」

　心にいるのは若君だけ。

　己おのれがそうと知っているなら、誰だれに勘違いされても知ったことではない。

　そんな夏花を前に、東宮はまた、見ていられないとでもいうように顔を背そむけた。

「失礼いたします。今上陛下より、お許しが得られました。人ひと払ばらいをいたしますので、この宣耀殿を好きにお使いになるようにとのことです」

　戻ってきた侍従の言葉に、夏花はもう一度感謝の言葉を返す。東宮は、不ふ機き嫌げんに顔を背けたままだった。

「よし、じゃあここを抜ぬけ出そう」

「……は？」

　宴が再開し、貞観殿に賑にぎわいが戻るのを待って、夏花は東宮に声をかけた。

　押し黙だまったままで動かなかった東宮は、夏花の言葉に間の抜けた声を上げる。

「門原どの、手を貸して。沢辺、後はよろしく」

　臣下二人に声をかけると、沢辺は外にいる東とう宮ぐうの従者を御簾の中に招き坐すわらせた。

　門原は東の高こう欄らん下から顔を出し、夏花に手を振ふってみせる。

「お、おい。どういうことだ、待て！」

　門原に向かって進む夏花を制止する東宮に、門原の横から別の従者が顔を出した。

「東宮さま……？　門原から、沓くつを持ってくるよう言われたのですが？」

　東宮の命令ではなかったのか、と騙だまされた東宮の従者は顔を顰しかめる。

「いいじゃない。いつも勝手に北舎に上がり込んでくるんだから」

　今さら、と従者を見下ろし、夏花は長い裾すそを抱だき込んで門原の腕うでに身を委ゆだねた。

　門原に抱かかえられて、余人に知られず北舎へと戻る。さすがに今上の宴とあって、七殿に繫つながる渡わた殿どのには見張りが立てられているのだ。

　不服気な様子で夏花が北舎へ渡わたるのを見ていた東宮は、諦あきらめたように息を吐いて従者と共に北舎へと歩き始めた。

「じゃ、門原どのたちはここで人が来ないか見ててね」

　夏花は東宮と共に北舎の中へ。

　東宮について行こうとした従者は、緩ゆるんだ顔で笑う門原に止められ、外で見張りをすることになった。

「それで……？　宣耀殿にいるかのように、沢辺を置いて、従者を足止めするために門原を置いて。本当に俺と二人だけになるのが狙いか？」

　いつものように母おも屋やの柱にもたれかかった東宮は、呆あきれた様子で確かく認にんを口にした。

「そう。側近さえも遠ざけて、二人で話ができるならって言ったでしょ。宴うたげを抜けなきゃ誰も来ない。向こうの賑わいで私たちの声も目立たない。門原どのの警けい戒かいを抜けられる人もそういない。さぁ、お膳ぜん立だてはしたよ」

　夏花の言葉に、東宮は目を瞠みはる。

「あの時の……。聞こえていたのか」

「今日のことで、東宮が私を気にかけていてくれたことはわかった。心配するからこそ、遠ざけようとしていたことも。……きっと、若君がここにいない理由も、私が関かかわると危険だとか、そんなところなんでしょ？」

　今上の宴で、夏花の目の前の御簾だけ落とされたのは、それだけ夏花に恥はじをかかせたいと思う者がいた証しよう拠こなのだろう。夏花に狙われる心当たりがない現状、考えられるのは東宮に近づいたことが原因なのではないか。

「守ろうとしてくれていたことには、お礼を言う。ありがとう。──でも言ったはずだよ。私は知りたいんだ」

　若君の行方ゆくえを。

「ねぇ、東宮。そう呼ばれるのはあなたなのに、若君を装って自分を殺す理由は何？」

　夏花の問いに、東宮は苦く笑った。まるで図星を指されたかのように。

「私を心配してるくせに、怒おこらせて追い出そうとするのはどうして？　……きっと私は、ここで若君に何が起きているかを知らされず生きたところで、幸せになんてなれない。もし知ることが罪だと言うなら、私はその罪を甘んじて受ける」

　東宮の今までの言動が心配の裏返しだとすれば、そうするだけの理由があるのだろう。わかっていても、諦められない。簡単に諦めがつくなら、非情だと知っている橘家に入ることなどしなかった。

　不退転の決意を以もつて見み据すえた夏花に、東宮は眩まぶしそうに目を眇すがめた。

　落ちる沈黙に、室内に忍しのび入る黄昏たそがれの光さえも音がしそうなほど。

　固く目を閉じた東宮は、重い息を吐はき出すと、踏ふん切りをつけたのか瞼まぶたを開いた。

「……そうだな。俺も限界を感じていた。もっと早く言うことができれば、良かった。お前が、狙われるようになる前に…………」

「私が狙われる原因を、東宮は知っているの？」

「正直、東宮妃の座を狙う者の嫌いやがらせか、命さえ脅おびやかすほどの危険を孕はらむのかは判断がつかない。だが、最悪の可能性を考えれば……っ。ここはそれほど人の命が軽い場所だ」

　諦てい念ねんを滲にじませる東宮は低い声音で内裏の不ふ穏おんさを語る。それでも夏花は、初めて摑つかんだ糸口に身を乗り出した。

「若君は何処どこ……っ？」

「焦あせるな。…………最初から話す」

「……わかった。でも、これだけは確認させて。東宮は、若君じゃないでしょ？」

　沢辺でも惑まどわされた東宮の立ち振ふる舞まい。

　それでもやはり違ちがうのだと言う心の声を信じた夏花に、東宮は自じ嘲ちようを浮かべた。

「ふ、ひと目でそうと確信したお前を騙そうというのが間ま違ちがいだったのかもな。……いや、違う。あの時、俺は嬉うれしかったんだ。若君を覚えていると知って。見間違うことのない、思いを感じて」

　独り言のように呟つぶやき、東宮は柱から身を離はなした。

「あの恋こい文ぶみも、北舎から飛んできたのを見た時、思わず追いかけた。……若君の筆跡てを見るのが久しぶりで、どうしても他ほかの者にも見せたくて、持ち帰ってしまった。すぐに返さなかったのは、悪いと思っている」

　東宮は夏花の目の前に坐り込むと、内密な話のため顔を寄せる。

　思わぬ近さに夏花は狼狽うろたえる己を律し、今は一言一句聞き逃のがさないようにと身構えた。

「長おさ姫ひめ」

「……っ！　知って、るんだね」

　囁ささやくように呼ばれたのは、北山でしか使っていなかった夏花の呼び名。

　実の父親さえも知らないその名を口にする東宮に、迷いはなかった。

　口慣れた様子の東宮が示すのは、目の前の青年が北山にいたという確かな証あかし。

「四年前……、俺は若君と共に山さん荘そうを出た」

　肯こう定ていするように告げる東宮の表情は、御み仏ほとけに許しを請こう罪人のようでもあった。

「身寄りがなかった俺を、若君は、下仕えとして伴ともなってくださったんだ」

　東宮の正体は、若君に仕えた童子だと言う。

　急な命令で京へ向かうことになった若君に同行したのは、共に暮らした従者と学友、そして山荘付の童子が一人。

　夏花は、胸中で納なつ得とくする。

　北山の遊び相手の中には、山荘の童子もいた。身分の低い家の子供が出家するための見習いもいたが、身寄りのない子供が寺に身を寄せている場合もあった。

　何人もいた遊び相手。その多くは少年で、東宮はそんな中の一人だったのだろう。

「京の手前の宿しゆく坊ぼうに泊とまった夜、今でも覚えてる。新月の暗い、風の強い夜だった」

　語り出す東宮の声こわ音ねは、不穏に低い。

　宿坊で食事の世話はされたものの、あまり大きな寺ではなく、宿坊も小さな離れ。部屋数も少なく、東宮は従者と共に軒のき下したで休むことになった。

「若君と学友方が室内におられた。灯ひを消して寝ねようとした時……、賊ぞくが、押し入った」

「な、にを…………」

　夏花は嫌な予感がして口を挟はさもうとするが、東宮は視線を落として続けた。

「軒下の俺たちに気づかれないように侵しん入にゆうした賊は……最初から、若君を狙ねらっていたんだ」

　賊は、室内の少年を手当たり次し第だいに斬きりつけた。誰だれが若君かなど知らないながら、賊は同じ年頃ごろの学友たちをも殺し尽つくそうとしたのだ。

　騒さわぎに気づいて従者が阻はばみにかかり、狭せまい宿坊の中は乱らん闘とうとなった。

「幸い気づくのが早くて、致ち命めい傷しようを負った者はいなかった。それでも狭い部屋には血の臭においが充じゆう満まんしていたのを覚えてる。なのに……、若君は刀を受けながら、俺たちに逃にげるよう言ってくださった」

「そんな……っ」

　夏花の脳のう裏りに、旅立っていく若君の背中が思い出される。

　別れは辛つらいが、親元に戻もどるのだから穏おだやかにすごしているものだと、微み塵じんも疑わずにいた。

　愕がく然ぜんとする夏花の表情に、東宮は一度息を吸い込むとひと息に喋しやべり出す。

「従者方が奮戦してくださって、形勢はこちらに傾かたむいた。若君を殺しきれないと悟さとったのか、賊は宿坊に火を放って逃げ出した。乱闘の末に火を放たれ、誰も彼もが混乱して外に飛び出した。従者方は闇やみに紛まぎれようとした賊を追って、確かに倒たおして……」

　風の強い夜だった。

　古い宿坊は瞬またたく間に赤く染まり、火の手は盛んになるばかり。

「若君がいらっしゃらないことに気づいたのは、俺だった。外に出ろと、俺たちに命じた声は確かに背に聞いた。だが、外に出てからは、一度も…………っ。若君は、中に、おられた……逃げ遅おくれたんだ」

　火に飛び込もうとする東とう宮ぐうは、従者に押さえ込まれたと言う。誰もが声を嗄からして呼んだが、若君が宿坊から出てくることはなく。

　一度大きく息を吐き出した東宮の話は、まだ終わらなかった。

「古い宿坊は、真っ黒に焼け崩くずれて……。捜さがしたが、骨さえ、見つからなかった」

　まだ燻くすぶる建材を避よけ、誰もが火傷やけどを負いながら捜したが、子供の骨は脆もろく何も残らなかったのだろう、と。

「弔とむらうことも、できなかった。暗殺者は全すべて殺してしまったから、誰の手による凶きよう行こうかもわからない」

　言い募つのる東宮を前に、夏花は音を立てて血の気が引く感覚を覚えた。

　勝手に手が震ふるえる。喉のどが渇かわく。耳鳴りまでしてくる。

　思考が飽ほう和わして考えもまとまらないのに、東宮の声は確かに耳に届いた。

「弔えないのなら、せめて…………俺は、仇かたきを討うちたい……っ」

　耳よりも心に届く、血を吐くような声音だと、他人ひとごとのように思った。

「この思いは、従者方も、学友方も同じだった。俺が東宮を名乗ることになったのは、一番背格好が似ていたからだ。それに、俺の身元なんてあってないようなもんだけど、他の方は京にお家がある。成り代わるには、俺がうってつけだったんだ」

　後ろ姿が一番似ていると言われたらしい。今きん上じようは、成り代わった東宮を見ても、実の息子むすこではないと気づかなかったと東宮は失しつ笑しようする。

「四年前も今も、若君の存在を邪じや魔まに思う者は複数いる。俺たちだけでは全てを探さぐることなんてできない。だから、俺は東宮となっているんだ」

　東宮という誰からも見える座に坐すわり、手を伸のばそうとする不ふ埒らち者を待っている。

　ただ、復ふく讐しゆうのためだけに。

「暗殺者が戻らなければ、黒幕は若君の死を知らない。暗殺に失敗したと思い違ったところに俺が現れれば、もう一度暗殺者を差し向けてくるはずなんだ」

　黒幕を必ず暴あばき、復讐を。そう低く宣言する東宮は、夏花を見て痛ましいと言わんばかりに顔を顰しかめた。

「……そのための、俺は[image: 囮]おとりだ。側近を極力減らして、この内だい裏りの守りも薄うすくしてあるのはそのためだ」

　東宮の言葉は確かに聞こえているのに、夏花は相あい槌づちを返すことも、瞬きさえもできずに座っているだけ。

「主あるじを守れず生き延びた俺たちにできる忠勤は、もはや復讐しかない。でも……っ、若君との約束を果たそうとここまで来た長姫なら、いや長姫だからこそ、若君を悼いたむ権利があると、俺は思う」

　一気に語り終えた東宮は、疲つかれたように深く息を吐ついた。

　夏花は、何も言えない。聞いた言葉がすり抜ぬけるように、受け止められない。

　石のようになった夏花から、東宮は拳こぶしを突ついて坐ったまま遠ざかる。次の瞬しゆん間かんには、床ゆかに触ふれるほど深く頭を下げた。

「……長姫には、申し訳など立たない。若君をお守りできなかった俺が、東宮となっていることに、どれほど落らく胆たんされたか、お心の内を測ることもできない」

　それでも、謝罪を。

　東宮が真実を語ろうと思ったのは、夏花に対する罪悪感。

　若君を求めて内裏にまでやって来た夏花の、努力を無にするとわかっていながら言わずにはおれなかったほどの。

「そんなの……いらない…………」

　掠かすれた夏花の呟きに、東宮は頭を上げた。

「私は、若君に、会いに……っ」

　会えないなんて考えもしなかった。

　知らない場所で死んで、二度と会えないと言われても、実感が湧わかない。

　今でも穏やかな北山での生活が、若君の笑え顔がおが思い出せる。

　突とつ然ぜん亡なくなったと聞いても、泣けるわけがない。死んだことを、信じられないのだから。

　瞬きもせず宙を見み据すえる夏花に、東宮は空気を肺はい腑ふに満たして言葉を絞しぼり出す。

「聞いてくれ、長姫。ここに、若君はいない。長姫が内裏に留とどまる理由はないはずだ」

「……それは、どういう…………？」

　感情と思い出がごちゃごちゃに渦うずを巻き、夏花は東宮の言葉の意味を測り損そこねた。

　冷静ではいられない夏花を前に、東宮は一度発言を躊躇ためらうように唇くちびるを引き結ぶ。このままではいけないと迷いを払はらうように首を振ふると、夏花を見据えた。

「言ったとおり、この内裏には暗殺者が来ることを前提に、守りを薄くしてある。長姫を危険に置くことは、できない。……若君のためにも」

　若君が望んだ女性は夏花ただ一人。

　その夏花を、危険には巻き込めないと東宮は言う。

「だから、長姫は北山へ帰るべきだ。北山に帰って、平へい穏おんに暮らしてほしい」

　それが若君の遺志に適かなうだろう、と。

　真しん摯しな言葉だったからこそ、夏花は東宮の言葉の意味を理解し、拒きよ絶ぜつされたように感じた。

　お前はここに必要ないのだ、と。

「そんな、何を勝手に……っ」

　今まで北山に帰れとしつこく言っていたのは、心配してのことだったのだろう。

　心の片かた隅すみで、他人ごとのように冷静な部分は納なつ得とくする。

　けれど心の大部分は東宮の言葉を否定した。

「若君が死んだ？　そんなこと言われたって、信じられるわけないでしょ……！」

　遺体はない。若君の死を証明できる遺品もない。そのため墓もなく、死んだ事実さえなかったことにされている。

　東宮は信じるに足る証あかしもないことを自覚しているのか、夏花を宥なだめようと口を開いた。

「気持ちはわかるが──」

「わかるわけない……！」

　言葉だけの慰なぐさめなど、聞きたくもなかった。

　夏花の激げつ昂こうに、東宮は沈ちん痛つうな面おも持もちで口を閉じる。

　若君が死んでいたなど、信じられるわけがない。

　それでも、過去を語るごとに苦しんでいた東宮が、噓うそを吐ついていないことは嫌いやでもわかる。

　夏花は、乾かわいた目を閉じて歯は嚙がみした。

　どうして涙なみだが出ないのだろう。若君が死んだと聞いて、泣けないほど薄はく情じようだったのだろうか。
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　若君に抱いだいた恋こい心ごころが、その程度だったなんて思いたくはない。

　夏花は混乱と焦あせりのまま、東宮の言葉を否定しようと口を開いた。

「……だ、だいたい、本当に東宮は北山にいたの？　他ほかの人と結けつ託たくして、私を騙だまそうとしてるんじゃないの……っ？　長姫って呼ばれていたことも、従者や学友に聞けばわかるでしょ！」

「そんなことはない。知る限りで、北山での様子を語ってもいい」

　すぐさま否定する東宮に、夏花は耳を塞ふさぐように両手を上げて首を横に振った。

「信じられない！　だって……っ、東宮みたいな子がいたなんて、覚えてないもん！」

　言い放った夏花は、張りつめた空気を肌はだに感じる。いつの間にか固く閉とざしていた目を開けると、愕がく然ぜんとした東宮の姿があった。

　どうして東宮が傷ついた顔をするのか。

　そんなことにも苛いら立だち、夏花はずっと抱かかえていた疑問を叩たたきつけた。

「学友や従者の方は見覚えあるのに、東宮だけが知らない人なんだから！　童子なんていっぱいいたじゃない。名前も思い出せないあなたは、いったい誰だれなの！」

　息を切らした夏花が浅い呼吸を繰くり返すと、東宮は俯うつむき独り言のように呟つぶやいた。

「……そう、だよな。覚えてるわけ、ないか」

　肩かたを落とした姿に、夏花は言いすぎたことに気づく。

　今さら口を押さえても、吐き出した言葉は戻もどらない。

　重い沈ちん黙もくの末、東とう宮ぐうは立ち上がった。

　思わず引き留めようと、夏花は手を伸ばした。

「こちらの語るべき真実は他にない」

　東宮の硬かたい声こわ音ねに、夏花は伸ばした手を胸むな元もとに戻す。東宮は優やさしさも人間味さえも感じさせない無表情で夏花を見下ろしていた。

　視線一つからでも感じる、本物の拒絶がそこにある。

「なんと言おうと事実は変わらない。……文句があるなら、北山へ帰るんだな」

　いつも聞かされていた言葉が、大きな溝みぞとなって横たわるように感じる。

　東宮はそれ以上何も語らず、夏花に背を向けた。

　北舎に入る光はすでになく、太陽は地平に姿を隠かくして夜になっている。

　東宮は闇やみに隠れるように、北舎から出て行ってしまった。

　残された夏花は、一人茫ぼう然ぜんと動かない。思考さえも緩かん慢まんになり、東宮との会話を思い出す余力もなかった。

　ぼんやりした感覚の向こうから、沢辺が声をかけてくる。気づいてはいたが、なんと返答して良いのかもわからず、黙だまっていた。

　宴うたげも終しゆう盤ばんとなり、沢辺も東宮が宣耀殿に戻ったことで北舎に帰ってきたらしい。

「姫さま……？　お休みになっては如何いかがですか？」

　心配に溢あふれた沢辺の声が聞こえるが、夏花は眠ねむれる気がしない。

　答えなければとぼんやり考えていると、門原が音もなく現れた。

「沢辺、今はそっとしとけ」

　いつにない真しん剣けんな声音に、沢辺は門原を振り返り、声を震ふるわせる。

「……それではやはり、若君は──っ」

　門原は首を横に振ると、沢辺を連れて離はなれていった。

　御み簾すの向こうの廊ろう下かの隅すみで、沢辺がすすり泣く声が聞こえる。

「噓だ……」

　自然、言葉が漏もれていた。

　若君が死んだなんて信じられないという否定。

　同時に、東宮を知らないと言ったのは、噓だと自覚しての自責。

　夏花には、東宮となることになっただろう童子に、一人思い当たる者がいた。

　若君からの文ふみを持ってきてくれた、山さん荘そうの童子だ。

　一いつ緒しよに遊んでもあまり話さず顔も上げない童子だった。そのため、名前は思い出せない。

「普ふ通つうの、子だったのに……」

　身寄りがないと言っていたが、それが今や東宮の位についている。

　沢辺も言っていた。東宮を詐さ称しようするなど重い罪だと。

　罪を負っても果たしたい復ふく讐しゆうが、東宮にはある。

　正体も摑つかめない黒幕を捜さがすため、己おのれの命を危険に晒さらして若君の仇かたきを取ろうとしているのだ。

「そんな人に、私は、何を……」

　ただの八つ当たりだった。そう自覚した途と端たん、夏花は自己嫌けん悪おに苛さいなまれる。

　東宮が冷たい態度を取ったのは、残ざん酷こくな真実を知らない内に遠ざけようとしたから。

　遠ざけようとしたのは、夏花を案じるため。

　他にやり方があったのではないか。突然の告白など受け入れがたい。

　そう諦あきらめ悪く東宮を非難し、己の心を守ろうとする無意識に、夏花は自己嫌悪を深める。

「ごめん……っ」

　それは心ない言葉をぶつけてしまった東宮への謝罪か、その死も知らずにいた若君への後こう悔かいか。夏花にも、わからなかった。




　ひたすらに、夜が更ふけていく。

　雲が厚く月明かりも母おも屋やには届かない。

　暗い暗い夜が、閉ざされた幸せのようで。

　夏花はただ闇を見つめていた。







[image: 六章　後悔]




　立派な枝ぶりの紅梅が、母屋に薫かおる桐壺。

　焼しよう失しつして以来、植樹はされたもののまだ花の咲さかない内だい裏りで、梅の花は愛らしく春めかしかった。

「さ、我が家から送られた唐とう菓が子しです。良く味わって、違ちがいを嚙かみ締しめてくださいね」

　そう言って摂津が差し出す高たか坏つきには、こんもりと盛られた揚あげ菓子や蒸むし菓子。饗きようされた菓子は梅や桃ももの枝などを象かたどってあり、甘く味つけがされた物や、香こう辛しん料りようが混ぜられた物があった。

　梅の花を観賞しようと呼びかけた摂津の狙ねらいは、贅ぜい沢たくな菓子を提供できる己の富を誇こ示じするためか。

　警けい戒かいしていたはずの藤とうの大だい納な言ごんも城介も、甘く溶とける菓子の味に次の手を伸のばす。

　満足げにその様子を眺ながめていた摂津は、まだ最初のひと口にも手を伸ばしていない夏花に気づいた。

「夏花君、何か文句でもおありかしら？」

　声をかけられ、夏花は遅おくれて高坏に手を伸ばす。

　甘い物は好きなのに、食しよく欲よくが湧わかない。

　気を抜ぬくと、すぐに子ねの日の夜を思い出して胸が塞いだ。

　手に持った唐菓子を、美味おいしそうと思う気持ちはあるのに、惹ひかれない。強しいて口にした菓子は、甘く美味しい。けれど夏花は、少しも心動かされなかった。

「美味しゅうございますよ……」

　ひと口で手を伸ばさなくなった夏花に、藤大納言も手を止める。甘い物につられたことを恥はじるように、唐菓子から目を背そむけると、口元を袖そでで隠した。

「な、夏花君の所でいただいたお菓子より、ずっと質は上ですものね」

「はぁ……。あぁ、お茶にお招きした時の…………」

　気のない夏花の返答は、藤大納言の言葉を否定しているわけではない。

　以前、絵巻物を見せてもらった礼として、茶に招いた。その時に夏花が出した菓子よりも上質なのは疑いようのない事実だ。

　事実だとして、それがどうしたと、夏花は虚うつろな心を持て余していた。

　若君の死を信じられないと東宮を否定したところで、夏花は冷静な部分では若君の死に納なつ得とくしていたのだ。文を交かわそうと言った若君が、約束を反ほ故ごにした理由はそれだったのか、と。

「──ところで、泣な君きみ」

　一人で食べ続けるのも品がなく、城介も手を止めて摂津へと声をかける。

　宴の日、噓うそ泣なきで場の関心を攫さらったことから、摂津は東宮妃ひ候補の間で泣君と呼ばれるようになっている。

「小耳に挟はさんだのだが、深しん更こうに幽ゆう霊れいを見たというのは本当だろう、こほん、でしょうか？」

　城介の問いに、摂津は視線を泳がせていつにない小さな声音で答えた。

「……いえ、私やのうて侍じ女じよ、が見たのです…………」

　動どう揺ようを物語る摂津の答えに、侍女たちも控ひかえる几き帳ちようの向こうで身を縮めた様子。どうやら、初日に東宮が言った怪あやしい気配があっても日の出を待てという指示を聞かなかったらしい。

　藤大納言は思い出したかのように宙を見つめた。

「そう言えばここ、桐壺には、更こう衣いが虐いじめ殺されてしまったという噂うわさがありますものね」

「ひぇぇええ！」

　摂津の口から[image: ]ほとばしる奇き声せいに、物思いに耽ふけっていた夏花も肩かたを跳はね上げる。

　あまりの声に、藤大納言も驚おどろいて身を引いていた。

「なんでそないなこと言うん！　ってことは、朝から聞こえるお経きようの声、気のせいやないの……っ？」

　摂津も侍女も悲鳴染じみた声を上げる中、夏花は思い当たる節がある。

「あの、それは私が毎朝読ど経きようしてるからだと思うのですけれど」

　北山にいた時からの習慣だ。まさか北舎の外にまで聞こえているとは思わなかった。

「何してくれとんねん！」

　眦まなじりを裂さいて戦慄わななく摂津に、夏花は言い繕つくろう気力も湧わかず、素す直なおに謝った。

「怖こわがらせたようで、申し訳ありません……」

　これで話は終わりとばかりに黙だまり込み、夏花はまた一人物思いに耽る。

　しおらしく、言葉数も少ない様子に、さすがの東とう宮ぐう妃ひ候補たちも顔を見合わせた。

「ちょっと……っ、どうしてか宴うたげの後からおかしくはない？　夏花君は、今きん上じよう陛下からお褒ほめいただいたんでしょう？」

　摂津が事情通の藤大納言に問えば、眉まゆを顰ひそめてそのとおりだと頷うなずく。

「そうですわね、覇は気きがないというか……。東宮さまと二人きりになれるよう今上陛下がお図はかりくださったというのに、これはいったいどうしたことなのでしょうかしら？」

「東宮さまと、二人きり……っ？　姿がお見えにならないと思っていたら、そういうことだったのか」

　羨うらやましいと呟つぶやく城介は、余計に訳がわからないと首を捻ひねる。

「あの夜の東宮さまは、とても頼たよりになられて……。私も、夏花君のように抱だかれてみたいと…………あぁ」

　熱い吐と息いきを漏らす城介に触しよく発はつされ、藤大納言も頰ほおに手を添そえて思い出すよう。

「思わぬ強いお声で下がるよう命じられた時には、恐おそろしいことが起こっているのかと震えもしましたが。思い出してみれば、普ふ段だんのお優やさしさも良うございますけれど、あの凜り々りしいお声もまた……」

「東宮さまの風聞を聞いた時には、もっと弱よわ腰ごしのお方かと思いましたけど、実際お目にかかればなんの。身も心も強い殿との方がたにお仕えできる嬉うれしさもひとしお」

　ひとしきり東宮のいつにない気き丈じようさを語り合うと、自然東宮妃候補の視線は心ここにあらずといった、夏花に集まる。

「何か、東宮さまの前で粗そ相そうなされたのやも？」

　藤大納言の予想に、まさかと摂津が首を横に振ふる。

「初顔合わせであれほどの豪ごう胆たんさを見せた方が？　少々の失敗など、いくらでも挽ばん回かいする手を考えられるでしょう」

　考え込んでいた城介は、関係ないかもしれないが、と前置きした。

「……あの日、楽器の弦つるが切れたことや夏花君の御み簾すが落ちたのは、妖あやかしのせいではないかと言われているのは、知っているだろうか？」

「え……！　もしかして夏花君、取り憑つかれてるんちゃう？」

「え、はい？　どうかいたしましたか？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた摂津に、やはり話を聞いていなかった夏花は首を傾かしげる。

　なんとか表面は取り繕えるものの、気を抜けば止めどなく嘆たん息そくが漏もれそうだ。今もまだ、若君のことを信じたくないと、駄だ々だっ子のように抗あらがう気持ちで思考が乱れる。

「あなた、夏花君？　夜中に誰だれかが枕まくら元もとに立ったり、人ひと魂だまを見たりしてませんわよね？」

　戦々恐きよう々きよう問う摂津に、城介は疑問を呈ていす。

「……それは、幽霊であって、妖ではないのでは？」

「あら、まぁ。違いがあるのでしたら、教えてくださいまし」

　藤大納言が問う声に、夏花は集中しなければと己おのれを律そうとするが、思考は若君もいないのにと、鬱うつ々うつと沈しずんでいく。

「我が家は鬼おに退たい治じをした者がいるのですが。それから考えるに、幽霊というものはあやふやで実体がない。ただ妖となると、大なり小なり実体を持っているので、刀でどうにでもできる」

「お、鬼退治！　呪のろわれたりしてへんやろな、城介！」

　城介の私感に、摂津は身を縮めている。もはや言葉を取り繕う余よ裕ゆうはない。

　摂津の失態を笑う藤大納言とは対照的に、城介は何処どこまでも真ま面じ目めに答えた。

「いや、鬼おにの衣ころもを持ち帰って魔ま除よけにしているくらいだから呪いなどは……」

「ひぃぃいい」

　己を搔かき抱いだいて、摂津はそれ以上聞きたくないと首を横に振る。

　堪たまらず噴ふき出した藤大納言は、嘲あざ笑わらうように摂津を斜ななめに見た。

「あら、泣君は怖がりですのね。まぁ、優ゆう秀しゆうな陰おん陽みよう師じの伝つ手てもなければ恐れて当たり前かしら」

「そ、そんなことあらしません！　うちの親しん戚せきかて、この京で鬼退治しとりますから！」

　笑われたという羞しゆう恥ちで言い返す摂津は、己に言い聞かせるように言葉を続けた。

「だいたい、幽霊なんて気の迷いや。妖かて、何かの見み間ま違ちがいに決まってる！」

「いますわよ」

　必死に否定する泣君を、藤とうの大だい納な言ごんは無情に否定する。

「女の妬と心しんで生いき霊りようとなり、呪い殺された方の話はよく聞きますもの。──前東宮妃さまも、もしかしたら……今も添い遂とげられなかった無念の思いを残しておいでやも」

「お、おらん、そんなもんおらん！　だいたい、前東宮妃さまを虐め殺したて噂になってるのは、あんたの親戚の女によう御ごさまやん！」

「あら、まぁ。虐め殺したなどと、人聞きの悪い。前東宮妃さまは元もと蒲ほ柳りゆうの質でいらっしゃったのですから、女御さまがと仰おつしやるのはあまりにも不敬」

　怯おびえる泣君を前に、藤大納言は完全に面おも白しろがる様子。普ふ段だん睨にらみ合う二人に、ここまであからさまに優ゆう劣れつがつくのも珍めずらしい。藤大納言は親戚の女御を貶けなされても涼すずしい顔だ。

　呆あきれた様子で吐息した城介は、己の見解を述べた。

「私は、妖はともかく幽霊はいないと思うのです。妖も、そう簡単に出会えるものではないだろうと。……いや、仮令たとえ幽霊がいたとしても、死んで何ができると言うんだ？　素直に、刃は物ものを持った人間のほうが恐ろしいのでは？」

　身も蓋ふたもないながら、城介は実体があるかもわからないものを恐れる愚ぐを語る。

　応じて、藤大納言は声を潜ひそめ、怪しげな雰ふん囲い気きを醸かもして反論した。

「人の一念の恐ろしさを思えばこそ、肉体を脱ぬぎ去った後、強い恨うらみだけが残ることもありましょう？　憎にくい、妬ねたましい、恨めしい。そんな生前の思いを、一人、また一人と重ねていけば、生ける者を害するほどの存在になれるのではございませんこと？」

　藤大納言は、本気か冗じよう談だんか意味深に語る。

「夏花君は如何いかがお考えかしら？」

　藤大納言に話を振られ、夏花はどうしてこんな話になっているのだろうと、北舎に帰りたくなっていた。

　もはや、内だい裏りに居続ける必要を感じない。いや、東宮の言葉が噓うそでない証しよう拠こはない。

　そんな葛かつ藤とうを胸に抱いて、夏花は仏教的な考えで誤ご魔ま化かしておこうと投げやりに口を開いた。

「御み仏ほとけの道において、人の魂たましいは輪りん廻ねの内に存在します。解げ脱だつ以外の方法で六道を逃のがれる術すべはございませんから、六道から外れる幽霊という存在がいるとは思えませんわね。ただ、妖の定義は広うございます。六道の一つ、餓が鬼き道どうに落ちた魂を指して鬼、妖と呼ぶのなら、いると言えるのではないかしら？」

「あら、妖がいると誰もが言いますのね。……泣君以外」

　藤大納言が意地悪く目を向けると、喧けん嘩か腰ごしで泣君が言い返す。

「そ、そんなん、おらん言うとる──、言ってますでしょう！　そんなに言うのでしたら、妖を今ここに連れてきてください！」

「そう言うのであれば、泣君も妖がいないことを証明すべきでは？」

　城介の真面目で無情な指し摘てきに、藤大納言は笑顔で乗る。

「そうですわね。例えば侍じ女じよが見たと言う幽ゆう霊れいだか妖だかを探し、それがなんの見間違いだったのか、立証してくださいまし。それとも、怖くて夜起きていられませんかしら？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで笑う藤大納言の挑ちよう発はつに、泣君は怒いかりで肩かたを震ふるわせた。

「わかりました。それでしたら、藤大納言さまはこの内裏に巣食う妖をお見つけになるのね！」

「ふむ、見間違いと言う泣君にも一理ある。もし、妖ではなく何か不ふ埒らちな企たくらみを持つ者がいるとなれば、東宮さまにもご迷めい惑わくだ」

　城介は内裏を騒さわがせる妖を探すことに賛成の様子。

「……あら、まぁ。その手で東宮さまに近づく算段かしら？　よろしいですわ。わたくしも妖探しをいたしましょう。そう、ただ探すのも興が乗らない方もいましょうから……」

　城介の言葉の裏を勘かん繰ぐった藤大納言は、摂津を横目に口を開いた。

「来月行われる法ほう会えで、東とう宮ぐうさまとお話しする機会を得られるというのは如何いかが？」

　仏門に明るい東宮から教えを受けるという体てい裁さいで、妖を見つけた者のために、他ほかの東宮妃ひ候補が協力して会話の機会を設ける。

　藤大納言の発案に、摂津さえも目に見えて意気を揚あげた。

「わたくしはまず、穢けがれに触ふれた時のために、陰陽師に札を書かせましょうかしら？」

　羨うらやましそうに見る摂津を眼中外に置いて、藤大納言は夏花に微笑ほほえみかける。

「よろしいですわね、夏花君？」

「え、はい……？」

　また話を聞いていなかった夏花のあやふやな返事は、肯こう定ていと受け取られる。

　状じよう況きようがわからず沢辺を顧かえりみた夏花に、乳母めのと子ごは額を覆おおって嘆息していた。
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　東宮妃候補が内裏を騒がせる妖探しを決めてから五日。

　夏花は母おも屋やの柱に寄りかかったまま、御み簾す越ごしに外を眺ながめていた。

「姫ひめさま、風が冷たくはございませんか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　沢辺に答えながらも、夏花は母屋の内を顧みることはない。

「今日も、東宮さまはいらっしゃいませんね」

「もう、来ないんじゃないかな」

　言って、夏花は眉まゆを顰ひそめる。

　何故なぜか、己の言葉に言い知れない歯は痒がゆさを覚えた。

「妖あやかし探しは、なさいませんか？」

　窺うかがうように問う沢辺に、夏花は心配をかけている現状に申し訳なさを覚えて会話を続けた。

「あの場ではいるかもって言ったけど、信じてないし」

「他の東宮妃候補方は、熱心にお探しですよ」

　そう聞いていると言う沢辺は、まるでこのままでいいのかと問うよう。

　図はからずも、東宮妃候補同士で競争する展開になっている。妖を探しもしない夏花は、出で遅おくれていると言えた。

「……そう、だね」

　宴うたげの日までは、他の東宮妃候補に負けてなるか、東宮から真実を聞き出してやるという気き概がいがあった。

　けれど今はそんなことに興味を持てない。

　妖探しをする東宮妃候補がどうというわけではない。ただ、競争するだけの目的意識を、夏花は持てなくなっていた。

「東宮さまは、他の東宮妃候補方の下もとへはお出いでになっていらっしゃるそうですよ」

「え……っ？」

　思わず沢辺を顧みると、沢辺も驚おどろいたように瞬まばたきをして続ける。

「藤大納言さまが妖を見ようと深しん更こう起きていらっしゃることに気づいて、東宮さまが夜の徒然つれづれを慰なぐさめてくださったとか」

　夜中まで起きている藤大納言に気づき、話し相手を務めたと言う。

　東宮の優やさしさや心こころ映ばえを褒ほめる噂うわさがあると語る沢辺に、夏花は別の考えを口にした。

「やっぱり東宮妃は、女御の血けつ縁えんでもある藤大納言に決まっていたのかな？」

　東宮は若君の仇かたきを取るために内裏にいるのだ。

　権力争いに巻き込まれるつもりはないだろう。そうなると、若君の母方と縁えん故こを深め、権力争いに波風を立てない藤大納言が東宮妃として理想的だ。

　またも胸に湧わく面白くないという思いに、夏花は首を傾かしげる。

　沢辺は夏花の胸の内を問い質ただすことなく、主人の早はや合が点てんを正した。

「いえ、お声がけいただいたのは、泣君もだそうで」

　妖探しを受けたはいいものの、誰だれが見ても怖おじ気けづいていたという。見かねて東宮が声をかけると、本気か噓かはわからないが、摂津は妖がいるかもしれない恐きよう怖ふに泣き、東宮は親身になって慰めたとか。

「一昨日は城介どのに文ふみをお送りになり、内容から鳴弦つるうちの君きみと城介どのを呼ぶ向きがあるとか」

「城介どのに？　なんでいきなり文なんか？」

　ここにきていきなり東宮妃候補たちと距きよ離りを詰つめ始めた東宮の思おも惑わくがわからない。

　己おのれを[image: 囮]おとりにしてまで内裏にいる目的は、若君のための復ふく讐しゆうのはずだ。

　暗殺者を招くために内裏の警備を手て薄うすにしていると言っていた東宮なら、東宮妃候補たちを危険に晒さらすような接近は控ひかえるように夏花には思えた。

「城介どのは妖を見られたそうで。さすがは武家の姫と言いましょうか、妖に向かって破は邪じやの弓ゆ弦づるを鳴らし、撃げき退たいしたそうです。その風聞をお聞きになった東宮さまが、歌をお送りになり賞賛したと」

　沢辺の説明から察するに、妖の存在はただの噂ではないらしい。

「城介どのとその侍女たちが言うには、目もく撃げきされたのは毛むくじゃらで首のない異様な風ふう体ていの妖だそうです。東宮さまに文をいただけると知り、東宮妃候補のお三方は、妖探しにかこつけて東宮さまと距離を縮めようと躍やつ起きになっていらっしゃるそうですよ」

　もはや内裏の中では知られた話、と沢辺は俯うつむく夏花に語りかける。

　間を置かずに来ていた東宮が現れなくなり、口くち喧げん嘩かをすることもなくなった。

　叱しかられることもなく静かでいいと思えるはずの状況で、夏花は心に蟠わだかまる悔くやしさを持て余す。

「……姫さまが妖探しをなさらなくて、私は安心ですが」

「どうして？　沢辺」

「実は、門原どのが妖と呼ばれる者に深更出会ったそうなのです」

「え……？　門原どの、夜中も内だい裏りに侵しん入にゆうしてたの？　さすがに危ないよ」

　壁かべを越こえて内裏に侵入する門原は、夜動くにも灯あかりなど持たないだろう。壁を越える時に足でも踏ふみ外せば大おお怪け我がをしてしまう。

「門原どのですから、危険は承知でしょう。それよりも、姫さまが妖に不用意に近づくことがないかを心配しておりましたよ。目撃した妖らしき者は、辺りを警けい戒かいし、足音を殺していたそうです。どう見ても生きた人間だったとか」

「つまり、妖に扮ふんした不ふ審しん者が、内裏に侵入してるってこと？」

「暗くて妖の姿をしていたかは……。ただ、翌日にはそこに妖が現れたと噂になったのです。また、人ひと魂だまと言われるものが通りすぎたので近づいてみれば、油の臭においがあり、人間が起こした火に他ならないと、門原どのは仰おつしやっていました」

　思わぬ報告に、どうして門原から直接報しらせがなかったのかを聞こうとして、夏花は思い止とどまった。

　ここ数日の己を振ふり返れば、報告されたとしても聞き流していた可能性が高い。

「……門原どのは、どうして内裏をうろついているの？」

　別の方向から問いを向ければ、沢辺は呆あきれたように吐と息いきした。

「東宮さまを探さぐれとお命じになったのは、姫さまでしょうに」

　夏花は、まだ若君のことを側近たちに言ってはいない。

　きっと沢辺も門原も、夏花の反応で若君を襲おそった悲劇に予想はついているだろう。それでもまだ、当初の命令を遂すい行こうするのは、夏花が態度を明確にしないからだ。

　若君がいないために、内裏を出るのか。東宮をなお疑い、内裏に居続けるのか。

　夏花は、何をすればいいのかわからず、宙を見つめて動きを止める。

「ともかく……、姫さまが妖探しをなさらないのなら、沢辺は安心でございます。何者とも知れないのですから。以前危あやぶんだような暗殺者の可能性もありましょうし」

　悩なやむなら好きなだけ悩めばいい。

　そう見守るように苦く笑しようする沢辺の言葉に、夏花は息を詰める。

　もし妖に扮した者が暗殺者であるなら、襲われるのは東宮ではないだろうか。

　若君のために己を犠ぎ牲せいにしようとしている東宮にとって、この内裏は戦場。

　そこに夏花がいるのは、足あし手で纏まといだから北山に帰れと言い続けた。若君との約束を知っているから、守ろうとしてくれた。

　そんな人が今、危険に晒されている。

　夏花の中に蟠っていた思いが、形を得たかのように明確な意志へと変化した。




　──そんな人を、見捨てられない。




「姫ひめさま？　どうかなさいましたか？」

　敏びん感かんに夏花の纏う雰ふん囲い気きの変化に気づいた沢辺は、不安げに眉を下げる。

「……沢辺、喉のどが、渇かわいたな」

「まぁ、そのような風の当たる場所におられるからです」

　喉を押さえる夏花に、沢辺は何処どこか安あん堵どした様子でお小言を口にした。ぼんやりしてばかりで、飲食もまともにしていなかったのだ。

「うん、ごめん。白さ湯ゆがほしいんだけど」

「承知いたしました。すぐに貰もらってきましょう」

　応じる沢辺を心配させないよう、夏花は御み簾すから離はなれて脇きよう息そくの横へと移動する。

　沢辺は白湯を用意するため、下級女によ官かんの下へと出かけて行った。

「……本当にごめん、沢辺」

　いない相手へと謝罪を向けて、夏花は五いつつ衣ぎぬを脱ぬぎ捨てた。

　どうすべきか考えてもわからない。だからこそ、今は何かできることがあるのだと念じて動きたかった。

「妖あやかしに扮した、不審者の正体を探れば……。私でも、東とう宮ぐうを守れるかな？」

　覚えてないと噓うそを吐つき、傷つけてしまった東宮に、正面から顔を合わせる勇気が湧かない。

「東宮に会う、言い訳がほしい……。謝る、ために」

　夏花は沢辺の袿うちきに着き替がえて、女官を装う。

　廊ろう下かの上を歩いては顔を知る東宮妃ひ候補に見つかってしまう。夏花は迷わず、人目を避さけるため廊下の下へと降りた。

　内裏の東側は顔見知りばかり。何より、妖探しで後おくれを取っているのだ。今さら聞ける目新しい話などないだろう。

「聞くのは、東宮妃候補たちが話なんて聞かない人、だね」

　本当に妖が不審者だと判明すれば、東宮に危険を報せられるかもしれない。

　夏花は工こう人じんが往来する西側を忍しのんで移動し、時には女官のふりをして下級女官をやりすごす。

「──私、黄昏たそがれ時に火の玉を見てしまいましたの」

「まぁ！　局つぼねの者も獣けものの唸うなりに似た声を聞いたとか」

「東宮さまの徳の低さの表れなのかしら？」

　不安げに話し合う女官の言葉に、夏花は妖が現れたことによって東宮の評価が下がっていることに驚く。穢けがれである妖が跋ばつ扈こするのは、東宮に威い光こうがない、つまり相応ふさわしい人物ではないからだと。

「女官まで東宮の評価を口にしてるってことは、思ったより妖の存在は深刻に受け止められてるってこと？」

　下級女官が去ったことで、庭のほうから移動を再開しようとした夏花は、目め隠かくしの幕の向こうに工人が近づいてきたことに気づいて息を潜ひそめる。

「はぁ、ったくやってらんねぇぜ。こんなに時間かける必要あんのかよ？」

「あぁ、俺も寝ね不ぶ足そくだ。昼も夜もなく働くなんてよぉ。ちょっと眠ねむれても硬かたい土の上たぁな」

「文句は仕事が終わった後にしろ。──ほら、見張りが来た。目つけられねぇようにしやがれ」

　通りすぎていく工人の言こと葉ば遣づかいは、お世辞にも上品とは言いがたいものだった。

「工人ってあんなにがらが悪い人たちなのかな？　内裏再建のための人なら、それなりの紹しよう介かいがあってここにいるはずなのに……」

　内裏の西へ行かないよう東宮が注意したのは、工人の質のためだったのかもしれない。

「……東宮って、色んなところに気を遣つかってるのかも。私が気づかないだけで…………。若君のことを言い出せなかったのは、私を悲しませたくないから、とか？」

　夏花を陥おとしいれたいわけじゃないと言った東宮に噓はなかった。疑って信じなかったのは、夏花だ。胸の内で膨ふくれ上がる自己嫌けん悪おに、夏花は東宮に謝るきっかけを摑つかもうと、気を取り直して進む。

　人目を避けて行きついたのは、台所である進しん物もつ所どころ。内裏の北東にある北舎から、南西の進物所への大移動を完かん遂すいした。

「はぁ……、はぁ……。思ったより、時間かかっちゃった」

　沢辺が白湯を持って戻もどるまでに、北舎に戻りたいところ。

　そう思案して足を止めた夏花の背後から、突とつ然ぜん声がかけられた。

「お前さん見ない顔だな。どうした？」

　軒のき下したで、休きゆう憩けい中らしい壮そう年ねんの白しら張はりがそう問いを投げる。

「あ、えぇと……。東宮妃候補さまが、白湯が欲しいというもので」

　咄とつ嗟さに言い訳を口にするが、白張は首を捻ひねった。

「うん？　さっきも同じことを言われたが？」

「あ、あぁ！　行き違ちがいになってしまったみたいですね」

「なんだ、そうか。東宮妃候補さまの侍じ女じよかい？　だったら何かお困りごとなど聞いてはおらんか？」

　思わぬ問いと親しみを向けられ、夏花は答えにまごつく。

「い、いえ、滞とどこおりなく。その……、気にかけてくださってありがとうございます」

　礼を言われるとは思っていなかった白張は、目を見開くと弾はじかれたように笑い出した。

「ぶっはは！　お前さん、そんな綺き麗れいな手ならいいとこの娘むすめだろうに。あぁ、いや、いや。笑ってすまん。何、東宮さまが仰るんでな。東宮妃の座は一つだというのに、花の盛りの姫が四人も集められてお可哀かわい想そうなことだと。お心を砕くだかれておるんで、わしらも見習っているのさ」

　まるで直接そうと言われたような口ぶりに、今度は夏花が目を瞠みはった。

「え？　東宮、さまが足をお運びになるのですか？」

「あぁ、しまった。これは内ない緒しよで頼たのむ。東宮さまがこんな所来とるなんて、他所よそでは言わんでくれ」

　そう言いつつ、白張は誇ほこるように、東宮が東宮妃候補に不自由がないよう取り計らっているのだと語った。

　白張が言うように東宮が東宮妃候補の暮らしに気を配っているのなら、妖探しで距きよ離りを詰つめたのも東宮妃候補たちを心配しての行動か。

　そうだとすれば、声をかけられもしない自分は、もう東宮にとって気を配るほどの存在ではなくなったということなのか。

　己おのれの考えに、夏花は肩かたを落とす。白張がさらに語ろうとすると、進物所の中から声がかかった。

「ずいぶん上じよう機き嫌げんなようですね。如何いか様ような慶けい事じがありましたか？」

　相手を見もせず、白張はすぐさま地面に膝ひざをついて頭を下げた。

「お噂うわさをすれば。何、とても美しい女子おなごさまにお会いできて──、あ、またもしくじった。お前さん、ここに来ちゃいけない身分じゃないか？」

　肩かた越ごしに振ふり返り、お叱しかりを受けるのではないかと心配してくれる白張に返事もできず、夏花は廊下に現れた東宮の姿に思わず声が漏もれた。

「げ……っ」

　夏花の目には、笑え顔がおのまま東宮の顔が硬こう直ちよくしたように見えた。

「……っ、少々、お話が必要なようですね…………？」

　東宮は低くなりそうな声こわ音ねを制して、外そと面づらを保ったまま夏花に声をかける。

　言われずとも、抗あらがう術すべのない夏花は、しおらしく返事をするしかなかった。

「はい……」

「ごめんなぁ、お前さん」

　ただならぬ空気を感じ取ったのか、謝る白張に見送られ、夏花は東宮に人目のない内だい裏りの壁かべ際ぎわへと連れて行かれる。

「……どういうことだ？」

　低く不ふ機き嫌げんを隠かくそうともしない声音での問いに、夏花は達成できなかった目的を口にする。

「えぇと、妖の目もく撃げき情報を、聞こうかと……」

　途と端たんに、東宮は叱しつ責せきを放った。

「考えなしにもほどがあるぞ。顔が知られていないと高を括くくったか？　女によ官かんの真似まねごと程度で欺あざむけるなどと思うな……っ」

　尤もつともな東宮の指し摘てきに、夏花は俯うつむきつつ唇くちびるを嚙かんだ。

　ただ東宮を疑うばかりだったなら、己のやり方のまずさを棚たなに上げて言い返していただろう。

　東宮は敵かもしれないから。噓を吐いているから。何を言われても撥はねつけて、若君と再会するのだと、目的を果たすのだと言えた。

　東宮の真意を知った今、夏花は己の非を誤ご魔ま化かすことができない。夏花の身を案じる東宮としては、内裏の一人歩きなど容よう認にんできないだろう。何より謝らなければという負い目のため、黙だまって叱責を受け止める。

「門原どのほどの手て練だれならまだしも。北山にいた頃ころから隠れ鬼おにが下手だったくせに、どうして見つからないと思うんだ」

　怒いかりを隠さず言い放たれる言葉に、夏花は息を詰める。東宮のひと言で、無む邪じや気きに笑い遊んだ日々が鮮あざやかに思い出せた。

　長子であるにも拘かかわらず出家を決められた若君は、今きん上じように見捨てられた御み子こだと言われていたのだ。最初は柵しがらみなく遊んでいた童子たちも、若君の身の上を理解すると距離を置いていった。

　そんな中でひたすらに若君に従った東宮が、どんな思いで内裏にいるのか。

　若君の死を辛つらいと感じるのは夏花だけではない。

　辛くて直視しない夏花より、仇かたきを討うとうと恩に報むくいるため生きている東とう宮ぐうのほうが、若君を尊重しているように思えた。

　夏花が自省と共に大人しく叱られていると、不意に東宮の声に勢いがなくなる。

「……もう、言葉を交かわすこともしない、か」

「え？」

　顔を上げると、そこには宴うたげの夜見た、全すべての感情を押し込めたような東宮がいた。

「早く内裏を去れ。もうここにいる必要はないだろう。こうして内裏の品位を貶おとしめられるだけ迷めい惑わくだ」

「そんな……っ」

　迷惑をかけたいわけじゃないと夏花が言い繕つくろうより早く、東宮は顔を背そむけて言葉を継いだ。

「だいたい、俺はお前を東宮妃ひに選ぶことは絶対にないと、最初から決めていたんだ」

　硬い声音で告げられるのは、またも拒きよ絶ぜつ。

「北山の幼おさな馴な染じみが橘家の姫ひめだったというだけでも、藤原に警けい戒かいされて面めん倒どうなのに。こんな勝手をされたとあっては、内裏から排はい除じよすることも考えるぞ」

「そこまで……？」

「己の行いがどれほどのことかも理解できないなら、やはりお前には内裏は向かない」

　夏花を見もせず言い放つと、東宮は背を向けた。

「ともかく、今日は北舎まで送っていく。どうせ、沢辺や門原どのの目を盗ぬすんで来たんだろう」

　言って歩き出す東宮に、夏花はもう何も言えずついて行くしかなかった。

　工こう人じんにも女官にも、見つからないよう迅じん速そくに内裏の中を進む東宮は、門原が言ったように内裏を忍しのんで歩くことに慣れていた。

　今さら夏花が不ふ審しん者の可能性を告げる必要などないと感じるほど、周囲を警戒し、いつ仇が現れても対処できるよう気を張っているのが背中からでもわかる。

「……もう二度と、こんな一人歩きはするな。これは命令だ、いいな？」

　北舎の廊ろう下かに夏花が登ると、東宮は振り返りもせず去って行った。

「返事も聞いてくれないなんて……。謝ることもできてないや…………」

　呟つぶやく夏花は、後こう悔かいの念が重くのしかかるように感じる。

「今さら、私ができることなんて、ないんだろうな……。いっそ、いないほうがいいのかな？」

　東宮の姿も見えなくなると、夏花は北舎の壁かべを背に、力なくその場に座り込んでしまった。
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　麗景殿に戻った東宮は、一度固く目を閉じた。

「如何なされました？　お疲つかれのご様子」

　辺りに誰だれもいないとは言え、言葉を繕い若君の従者が声をかける。

「気にかけてくれて、ありがとう。少し……休ませてもらえますか？」

　いつもなら、塗ぬり籠ごめで休むのは東宮として体面を保ちつつ、自身で若君の仇を探すための言い訳だ。塗籠で休んだふりをして自ら内裏を探さぐっている。

　信用できるのは、若君の従者と学友のみ。少ない手勢で調べるには、東宮自身も動かなければならなかった。

「左様でございますか……。東宮妃候補の件もございますからな」

　心労もやむなし。たまには本当に休むのもいいだろう、と従者は下働きだった東宮に対し、身内のような優やさしい目を向ける。

　仕えるべき主君を失い、その復ふく讐しゆうに殉じゆんじる覚かく悟ごを認めているからこそ、生まれの貴賤を超こえて同じ目的を共有する仲間として扱あつかってくれていた。

「北山では、使いで山一つ越えることもあったんですが。体力が落ちているようです」

「……最近、北山のことをよく口になさる」

　従者の指摘に、東宮は息を吞のむ。全くの無意識だったが、言われてみれば思い当たる節があった。

「思い出されるのは、しようのないことではございますが。過日の如ごとき独断は、長姫を危険に巻き込むだけにございます。ご自重ください」

「わかっています。……けれど長姫も、こちらには興味を失なくしたようです。もう、言葉を交わす気も失うせたようでした」

　いつまでも冷たい態度を取る東宮と、関かかわっていたいわけがない。今日見た夏花の大人しさは、そんな気持ちの表れだったのだろう。

　嫌きらわれてもいい。内裏を去って安全でいてくれるならと念じて接してきたが、本当に嫌われたと思うと、想像するより胸が苦しい。

　塗籠に入った東宮は、一人であるという安あん堵どに心中が口から漏れた。

「長姫が狙ねらわれる前になんて……。馬ば鹿かか、俺は。東宮に近づいたから、狙われたのに」

　若君を思う仲間である従者にも諮はからず、夏花に若君の死を報しらせたのは、東宮の独断だった。夏花が相手であれば怒おこらせて話を逸そらすこともできたはずなのに、そうしなかったのは、東宮が後悔の念に堪こらえ切れなかったからだ。

「はぁ……、顔合わせの日以外、淑景北舎に行かなければ良かったんだ。あれだけの暴言を放ったのも、長姫を遠ざけるためだろう。なのに、どうして俺は…………」

　後悔の言葉を幾いくら吐はいても、時が戻もどることなどない。自問したところで、答えはすでに東宮自身知っていた。

「ただ会いたいなんて、言える立場じゃねぇ……」

　わかっていても、夏花に会うため忍んで北舎に向かった。

　幼少から清せい廉れんな美しさを感じさせた夏花の美び貌ぼうに似合わぬ、男子に入り交じって遊んだために身についた童子のような言葉。

　変わらない夏花と会い、話をすることが、東宮を騙かたる重圧の中で楽しみになっていた。

「く、くく……。俺も性格が悪くなったな。忠告や見張りなんて適当な言い訳で、嫌いやがる長姫を煩わずらわせるなんて。嫌われて当然だ。…………当然なのに、どうしてこう、顔が見たくなるんだろうな」

　思い返せば、夏花の笑え顔がおなど数えるほどしか見ていない。しかも幼少の自然な微笑ほほえみではなく、貴族としての作り笑いしか見ていないのだ。

「何考えてるんだか……っ。そうだ、こんな考えは、東宮として間ま違ちがってる。東宮妃候補一人に傾けい倒とうするなんてこと──」

　胸の内の苦しい思いを吐き出していると、東宮は従者とは違ちがう気配を察してまた嘆たん息そくする。

「私は休みたいと言ったのですが？」

　意図して冷ややかな声こわ音ねを繕ったが、怖おじ気けた様子もなく塗籠の引き戸は開かれた。

「いやぁ。悪いね、悩なやめる青少年。ちょっと俺の話につき合ってくんない？」

　断りもなく入り込む門原は、悪びれた様子もない上に、余計なことを言う。

「……っ本当に、首に縄なわでもつけていて欲しいものですね」

　これ見よがしに吐き捨てれば、門原は目の前に腰こしを下ろして、内ない緒しよ話ばなしよろしく頰ほおに手を添そえ、声を低めた。

「あ、今日ここに来たことは姫さまには内ない緒しよにしててくれ。──って言うか、うちの姫さまあんまり虐いじめんなよ。すっげぇしょぼくれてたぜ」

　門原の言葉が、今日のことを指すのか、宴の夜以降を指すのか判然としない。

　東宮は探るために問いを向けた。

「……長姫から聞いているんですか？」

「いいや。姫さまは何も喋しやべっちゃいねぇよ。ただ、あんな腑ふ抜ぬけた様子見りゃ、最悪の結果だってことくらいわからぁ」

　曖あい昧まいな問いを、門原は一いつ笑しように付した。夏花が喋らずとも、若君の死は容易に想像がつく。

　門原の答えに頷うなずく半面、ひと言に胸が騒さわいだ。

「最悪……。そうでしょうね」

　生き残ったのが若君でなく、山荘付の童子であったのだから。

　それでも現状、その最悪の結果が己おのれに降りかかると想像すらしない夏花は、東とう宮ぐうの懊おう悩のうを深める存在でしかない。

　夏花が死ぬ。

　そんな想像に東宮は肝きもを冷やす。同時に、夏花を遠ざけようとした己の判断が正しかったのだと内心頷いた。

「もう東宮妃候補の争いに参加はしないでしょう。俺の妃きさきの座なんて興味ないでしょうから。なので、門原どのはどうか、ここから出るよう長姫を説得なさってください」

　元から夏花が望んでいたのは東宮ではなく、今は亡なき若君なのだから。夏花が内だい裏りに留とどまる理由など、最初からない。

　そうと知らず、必死になっている姿が憐あわれであり、一いち途ずさが好ましく東宮には映っていた。

「俺のような偽にせ者ものの妃にならなければいけない東宮妃ひも、憐れだ」

　思わず漏もれた心情に、東宮は己の疲れを実感する。

「その東宮妃候補と、最近仲いいのはなんでだ？」

　言う必要はないと一いち瞥べつを向けると、観察するように見ていた門原は、ふと笑みを浮うかべた。

「お前、真しん太ただろう？」

　久しぶりに呼ばれた名に、東宮は言葉を失う。
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　若君の従者や学友も、誰に聞かれるともしれない状じよう況きようを理解して、京に入ってからは一度として口にしてはいない、山さん荘そうの童子の名。

　夏花に正体を告げた時点で、門原にも正体がばれるだろうとは思っていたが、まさか名を呼ばれるとは思いもしなかった。そのため否定も忘れて問い返した。

「……覚えて、いたんですか？」

「いや、正直忘れてた。若君の所には山荘の童子、五人か六人くらいいただろ。見わけつかねぇし、お前ずいぶんとでかくなってるしな」

　軽い調子で否定する門原は、北山にいた時からこんな人だった。

　何も考えていないように見せて、その実、物事をよく見ており決して本質を見失わない。

　北山を去る際、人手の足りなさから門原を護衛に雇やとえないかと話題に上ったほどだ。

「実は姫ひめさまが漢詩を習うために僧そう都ずに文ふみを差し上げる時、俺も別口で文を送ったのさ」

　四年前、山荘を出た人員を調べ、今いる者と比ひ較かくしただけだと。

　言うほど簡単でないのは、内裏を隠かくれ歩く東宮にもわかっている。

　東宮が厳しい視線を向けても、門原は得意げに指を三つ立ててみせた。

「ほとんどは東宮の側近として残ってるが、若君を除いて、いない人間が三人。内二人は、上皇側と今きん上じよう側に入り込んでる。で、どうしても見つからないのが久く世ぜの真太、お前だ」

　言いながら指を一つずつ折り、残った人差し指を向けられる。

　東宮は門原の指先を見つめて、北山にいた頃ころの己を思い出す。体も小さく、虐められていたみすぼらしい童子。

　喋ることはおろか、顔を上げることさえ気き後おくれしていたのだから、夏花が覚えていないのも無理はない。

　けれど東宮を名乗ったからには、矮わい小しような山荘の童子のままでいることは、本来この座に坐すわるはずだった若君を貶おとしめる。もう、俯うつむいてはいられないのだ。

　東宮は門原を正面から見つめた。

「そこまで調べていて、何故なぜ今、直接に答えを聞こうと？」

「いや、お前の名前はこの際さいどうでもいい」

　歯を見せて笑う門原は無む邪じや気きさを装う。ただ、笑みに細めた目を開けば、門原は敵を屠ほふることを厭いとわない戦う者の目をしていた。

「聞きたいのは、うちの姫さまをどうしたいかってことだ」

「どうしたいも何も、最初から言ってるでしょう。長姫は、こんな後ろ暗い内裏に居るべきじゃない。北山で、心こころ穏おだやかにすごしてほしいと思っている」

「それは、お前の考えか？」

　言葉少なに、門原は東宮の言葉がどれくらい信用できるものかを問う。

「……他ほかの方も、同じだ。若君との仲を知らぬ者はいない。あの約束も…………」

　別れを惜おしむ山門で、難しい己の立場をわかっていた聡そう明めいな若君が口にした、たった一つの我わが儘まま。

　妃にするなら夏花がいいという若君の想おもいは、あの場の誰だれもが確かに理解していた。

　四年が経たち、去った若君を追って自ら内裏へと現れた夏花に、若君の臣下は誰もが驚おどろいた。同時に、自ら会いに行くと返歌を詠うたった長姫なら行動に移してもおかしくなかったと納なつ得とくし、悔くやみもした。

　何故、あんな東宮妃候補の要件に当てはまってしまったのか、と。

　心から笑えていたあの頃のまま、すごしていて欲しかったのだ。

「ここは、処しよ刑けい場ですよ。若君の仇かたきと、守れなかった俺たちの」

「……やっぱり、命投げ出すつもりか。東宮を僭せん称しようするなんて大罪だ」

　改めて罪の重さを突つきつける門原に、東宮は揺ゆるぎなく答えた。

「えぇ、俺は復ふく讐しゆうを終えたなら、この大罪と共に若君に殉じゆんじる」

　仇を討うったなら、その場で東宮を僭称した己に死を。

　人によっては、なんて理り不ふ尽じんな運命だと悲ひ嘆たんするかもしれない。けれど名前さえ持っていなかった自分にとって、若君がいない今、この復讐だけが生きる道みち標しるべなのだ。

　東宮が笑いかけると、門原は顎あごを撫なでながら考え込む素そ振ぶりをみせた。

「そこまでの覚かく悟ごがあるなら……、うちの姫さま巻き込んでみない？」

「は……っ？」

　埒らち外がいの言葉に、東宮は門原を凝ぎよう視しする。

「何を言ってるんですか？　若君の想い人だったからこそ、長姫を俺の偽いつわりの妻になんか選べない。若君へのご恩を思えば、こんなことに巻き込むことなんてできるわけがない……っ」

　人が少ないだけまだ内裏はましだ。国の上層はもっと闇やみが深い。そんなところに夏花を関かかわらせるなど、正気の沙さ汰たとは思えなかった。

「門原どのは、長姫を守るのが使命だろう？　少なくとも宴うたげの日、御み簾すが落ちたのは長姫を狙ねらっての犯行だ。内裏の中には長姫を狙う者がいるんだ。主人を危険に晒さらすつもりか？」

　前言を撤てつ回かいしない門原は、片眉まゆを上げて答える。

「俺は、姫さまが選んだ道をお助けするだけだ。姫さまが自ら選び、そして悔いがないよう生きることを望んでこの内裏にいると言うのなら、俺はここで姫さまの選せん択たくを後押しするのがお役目さ。守ると言うなら、姫さまの決意こそ、俺が守るべきものだ」

　仮令たとえ巻き込まれた先が、死に至る道のりでも。そう思い決めていると言う門原だが、浮かぶ笑えみに真しん剣けんみはない。

　食えない門原を睨にらみ、東宮は言葉の真意を探さぐる。

「つまり、長姫が復讐に加担する可能性があると？」

「さてな。今はまだ落ち込んでてそれどころじゃないっぽいが、あの姫さまがこのまま引き下がるとは思えない」

　だからこそ止めるのが、臣下として主あるじを助けることになるはずだ。

「あんたは、長姫の幸せを望まないのか……っ？」

「幸せなんて人それぞれだろ？　姫さまが自分で選んだ道なら、俺はそれをお助けするだけなんだよ」

　幸せは本人が摑つかむ、と門原は煙けむに巻くように笑う。

　これ以上、夏花を深入りさせるわけにはいかない。脅おどしのつもりだったが、夏花に言ったように内裏から追い出す方策も考えたほうがいいだろうか。

　そう考え黙もくした東宮を眺ながめ、門原は目を細めた。

「ふぅん……。まだ何か隠してることあるな？」

「なんのことですか？」

　間を置かず切り返した東宮に、門原は膝ひざに頰ほお杖づえを突いてわざとらしく言葉を切る。

「例えば、若君を殺した、犯人の目星、とか？」

　本当にどうしてこう鋭するどいのか。

　東宮はもはや取り繕つくろう必要も感じず顔を顰しかめた。

「俺のことを他言しないでくれるなら、俺だってここでの話は姫さまのお耳にゃ入れないさ」

　何処どこまでも軽い調子で言われると、信じようという考えも浮かばない。

　けれど、実際問題として門原を誤ご魔ま化かせる気もしなかった。

　言わなくても、門原は調べるだろう。もしかしたら推測はすでに立っているのかもしれない。下手に夏花に知られるよりは、先に口止めしておくほうが安全か。

「…………ちなみに、門原どのの見解は？」

「そりゃ、東とう宮ぐうより皇位継けい承しよう権けんの低い奴やつらは軒のき並なみ怪あやしいだろ」

　警けい戒かいするこちらが馬ば鹿かな勘かん繰ぐりをしているように感じるほど、門原は軽い。

「下だけ？」

「ま、上はもっと怪しいな。今上からすれば、一度は捨てた息子むすこだ。自分を恨うらんで上皇と結けつ託たくし、天皇位を奪うばいに来ると警戒してもおかしくない。で、今上の伯父おじに当たる上皇も上皇で、院になってからできた皇子を東宮に立てたい思おも惑わくがある。後ろ盾だての弱い若君を間繫つなぎで還げん俗ぞくさせたんだ。いつ皇子を東宮に立てるために手ぇ伸のばしてくるかわからねぇ」

　門原の推測に誤りはない。やはり己おのれの力で調べられることは調べ尽つくした後なのだろう。

　けれど東宮たちが、若君暗殺の黒幕と睨んでいるのは、今上でも上皇でもない別の者。

「……俺たちが一番怪しいと睨んでいるのは、若君の生母である、女によう御ごだ」

　どんな揺らぎも見み逃のがさないよう東宮が見つめていても、門原は驚いた素振りさえ見せなかった。つまり、想定内の答えということか。

「知ってるかもしれないが、女御には養子の皇子がいる。女御に仕える藤原家所縁ゆかりの女によう房ぼうが産んだ皇子で、若君が亡なき今、本来なら唯ゆい一いつの今上の直系男子だ」

「おう、聞いてるぜ。母親の女房追い出して、女御が乳ち飲のみ子の時から育てて可愛かわいがってるって。まだ元服前で、東宮候補が軒並みいなくなった四年前じゃ、幼すぎて東宮候補にもならなかったらしいな」

「そうだ。……女御の愛情は若君ではなく、皇子に向いている」

「今さら捨てた息子が戻もどってくるよりも、手ずから育てた皇子を東宮にしたいってか？」

「女御周辺からはそのような発言があったと、聞いている」

　この件に関しては、若君が知らずにいてくれて良かったと思えた。優やさしい若君は、決して父母を恨んでなどいなかったのだから。一方的に見限られているなど、知らないほうがいい。

　今上の長子でありながら、若君は捨てられ、忘れ去られた存在だったのだ。あれほど聡明な方が何故、と東宮は胸に湧わいた苛いら立だちを抑おさえる。

「若君の還俗を決定したのは院だ。この決定に今上は関わっていないことがわかっている」

　呼び戻した院が暗殺者を送るとは考えにくい。

　今上が犯人なら、院の決定にもう少し抗あらがったという話が残っているはず。けれど実際若君の還俗に異を唱えた様子はなかった。

「四年前、院の皇子は東宮にもなれない嬰えい児じ。女御は元服すれば天皇位に昇のぼれる若君を廃はいして、溺でき愛あいする弟皇子を東宮にしようと考え、暗殺を企くわだてたのではないか」

　一度の失敗で警戒したのか、京に来てからは女御に動きがなかった。そこに来ての東宮妃ひ候補選び。

「東宮妃が決まれば、後見の不確かだった俺に姻いん戚せきができ、足場を固め始めると考えるだろう。同じ藤原家の後見を受けるなら、女御としては余計に手出しが難しくなる」

　愛情以外に東宮を廃する理由を持たない女御にとって、東宮の結けつ婚こんは厄やつ介かいそのもの。政治力を持つ前に動くはずだと、東宮は踏ふんでいた。

「若君の母親が暗殺の黒幕かもしれないなんて報しらせても、長おさ姫ひめの懊おう悩のうが深まるだけだ。無む闇やみに傷つける必要はない。だからこそ、こんな危ない内だい裏りにはいて欲しくないんだ」

　そう願う思いがわからないかと、東宮は門原を睨む。

「藤原の侍じ女じよはどうすんだ？」

　門原は、聞いているのかいないのか、別の問題を口にした。

　藤原の侍女とは、藤とうの大だい納な言ごんに仕える侍女のこと。そして、子ねの日の宴で楽器の弦つるを切った犯人だ。

「それについては、こちらでも調べた。東宮妃候補たちの被ひ害がいについても細かく聞いてある。──弦に切り込みを入れられていたのが二人。弦を緩ゆるめられていたのが二人。問題は、緩められていたほうだ。鳴弦君は弦全すべてをわからぬよう緩められていたのに対し、大納言の姫は弦一本だけ。しかも演奏では使わない弦だった」

　門原が見た塗ぬり籠ごめから逃にげ出した者の正体は、藤大納言の侍女で一人だけ白い単ひとえを着ていた女。夏花に容疑を被かぶせようとした者だ。

「姫さまに直接害をなした相手だ。他言無用ってのは守るけどな、俺もこのままで済ます気はないぜ？」

「気持ちはわかるが、まだ泳がせてくれ」

「妖あやかし騒そう動どうに関わっているって？」

　まだ、と言う東宮に、門原は打てば響ひびくように問いを返す。白々しいほどの即そく応おうだ。

「東宮妃候補の家は、どれも若君を殺して利を得られるところばかりだ。妖探しなどとかこつけて、暗殺者を誘さそい込む算段かもしれない」

　藤大納言は女御と同じ家の出であり、東宮と皇子のどちらが天皇位についても問題はない。発言権の強い女御に加担している可能性がある。

　摂津は京の血けつ縁えん者の中に、皇位継承権を持つ者がおり、手引きをしてもおかしくはない。

　城介の京にいる同族は上皇に信任された武士で、上皇の意向を無視できない。城介自身武芸を身につけているため暗殺者になり得る。

　女御が最有力とは言え、誰だれもが、若君を殺した黒幕に通じているかもしれないのだ。

「東宮妃候補たちと距きよ離りを詰つめてみたが、まだ尻尾しつぽを出す気配はない。それでも可能性は残る。今藤大納言の侍女を潰つぶせば、いたずらに警戒を強め、俺たちの復ふく讐しゆうの邪じや魔まになる」

　それは許さない。

　一念を込めて睨むと、門原は敵意がないことを示すように両手を上げた。

「……わかった。俺はいつもどおり、姫さまを守ることに専念しよう」

　疲つかれたように息を吐ついてみせる門原に、東宮は思わず文句を漏もらす。

「いつも俺たちを嗅かぎ回っているくせに」

「そうつれないこと言うなよ、真太ぁ」

　馴なれ馴れしく呼ぶ声こわ音ねは、北山に暮らしていた時と変わらない。

　忘れていたと言っていたが、少なくとも今は東宮と呼ばれる山さん荘そうの童子がいたことは確かに覚えていたのだろう。




　──懐なつかしい。




　不意に胸中に湧いた感かん慨がいに、東宮は驚おどろく。そんなことを感じる余よ裕ゆうも、今までなかったのだと気づいて。

　若君が死んでから、懐かしむほどの時が流れてしまったことを、憂うれいて。

　何より思い浮うかんだのが、真太と親しく呼んでくれた若君ではなく、名前も思い出せないと言った夏花だったことに、東宮は歯は嚙がみした。
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　北舎の北にある廊ろう下かに座り込み、夏花は膝を抱かかえていた。

　北山のような梢こずえや小鳥の囀さえずりもなく、白っぽい土の露ろ出しゆつした地面には彩いろどる花や苔こけすらもない。

　無闇に殺風景な景色に見えて、夏花は抱えた膝に顔を埋うずめた。

「お加減が悪いのですか？」

　突とつ然ぜんかけられた声に顔を上げると、いつの間にか覆ふく面めんと笠かさで顔を隠かくした流が廊下の向こうに立っていた。

「流……！」

　驚く夏花に近寄ると、流は気き遣づかわしげに片かた膝ひざをついて顔色を窺うかがった。

「あ、別に気分悪いとかじゃなくて──」

「実は……、東宮さまとの様子を見てしまいました」

　把は握あくできる人相は目だけだが、申し訳なさそうな色を湛たたえているのは窺える。

　何処どこまで見られていたかはわからないが、険悪な雰ふん囲い気きは見ればわかっただろう。

「あぁ、うん。ちょっと、怒おこられただけだから」

「怒られたと言うには、東とう宮ぐうさまのご対応は少々……」

　案じる声音の中で、東宮と口にした途と端たん、流の目は険しくなる。どうやら、東宮にいい感情はないらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ。見てたなら、私が勝手に動いたのわかるでしょ？」

「だからと言って、女性にあんな態度は如何いかがなものかと。これが初めてではないでしょう。どうして東宮さまは夏花君にばかり辛つらく当たるのか」

「流、……東宮の間かん諜ちようとかじゃ、ないの？」

　聞いた途端、流が嫌いやそうな顔をしたのは、覆面越ごしでもわかった。

「何故なぜそのような思い違ちがいを……」

「東宮の、私に対する今までの態度、知ってるみたいだし。東宮の外そと面づらに騙だまされてないみたいだし……。それだけ近い人なのかと思ったんだけど、違うんだね」

　よほど不本意なのか、流は固く目を閉じ気持ちを整理しているらしい。

「東宮さまというお立場のある方なら、親しき仲にも礼れい儀ぎを保たねばならないはず。他言なさらないあなたのお優しさ故ゆえの放言でしょうが……。見るに堪たえない」

　流の言葉には、積もった思いを吐き出すような情感が宿っている。

　怒っているようにも聞こえる言葉つきに、夏花は首を傾かしげた。

「私、東宮に窘たしなめられるようなことしたんだけど。あ、もしかして、慰なぐさめてくれてる？」

「いえ、私は見たままを申し上げたまでです。……私情が入ったことは、否定できませんが」

　慰められるほどひどいと思われているのかと、否定しきれない流の返答に夏花は俯うつむく。

　東宮が辛つらく当たるに値あたいするようなことを言ってしまった夏花は、なんとか誤解を解こうと言葉を紡つむいだ。

「東宮は……、そこまで悪い人じゃないよ。私を心配して言ってくれるんだし。間ま違ちがったことを言ってるわけでもない。活いかせない、私が至らないんだ」

　このままでは本当にただの足あし手で纏まといだ。内裏に居るだけ、東宮に迷めい惑わくをかける。

　そうなれば本当に東宮から疎うとんじられてしまうかもしれない。

　夏花が重い気持ちを吐き出すように息を吐くと、流は探さぐるように声を潜ひそめた。

「東宮さまは、ご幼少からあのようなご無体を？」

　そんなわけないと否定しようとして、夏花は流の目を見返す。そこには、先ほどまでの気遣いはなく、己おのれの任務を全まつとうするための静かな色が浮かんでいた。

　門原が、流がうろついていると言っていたのを思い出す。宴うたげの前には流と追いかけっこして、不在になることが幾いく度どかあった。

「そんなことないよ。……そう言えば、流は門原どのと仲良くなったみたいだね」

　夏花も探りを入れれば、流はすぐに心中を察して苦く笑しようする。

「はは、手厳しい。けれど確かに門原どのは、東宮さまより私を敵視してらっしゃる」

　柔やわらかな流の声音に、夏花は気晴らしに会話を続けていたくなった。

「ねぇ、流。他ほかに侵しん入にゆうしてる人、見たことある？」

「さて、存じあげません」

　横目に窺えば、流は夏花が次に何を言って来るのかを待っているようだ。

「じゃ、妖見たことある？」

「さて……」

　声音は変わらないものの、夏花は流が言葉を濁にごしたのを感じた。もしかしたら、流も妖と言われる存在が、侵入者であると気づいているのかもしれない。

「……東宮妃ひ候補で、妖探ししてるんだ。私は今、出で遅おくれてる」

「聞き及およんでおります。あまり、危ないことはなさらないでいただければと」

　夏花に向けた言葉にしては、流の目は別の誰かを見つめているようだった。

「あれ？　もしかして流の主人は東宮妃候補の誰か？」

　思わず考えを口にした夏花が見つめていると、居た堪たまれないように流は目を伏ふせる。

「うん、いいや。……慰めるために声かけてくれたんでしょ、流。私は大丈夫、ありがとう」

　流が暗殺者の類たぐいには見えない。夏花は答えを迫せまることはせず微笑ほほえんだ。

　夏花の気遣いに、流は余計に身の置き場がないように項うな垂だれる。

「……いえ、実は、謝らなければならないことが、ありまして」

　意を決した様子で夏花を見た流は、神しん妙みような顔をしていた。

「宴の日に、夏花君を悩なやませた事こと柄がらについて。実は、私が文ふみを届けたせいかもしれないのです」

　一いつ瞬しゆん、夏花は流の告白が、若君の死を知った件に関しているのかと早とちりした。

　けれど落ち着いて考えれば、門原の見張る北舎の中を流が窺い知ることはできない。宴で夏花に降りかかった災難と言えば、弦つるを切られたことか御み簾すが落とされた件だろう。

「……つまり、あの日のおかしなできごとは、誰だれかに指示されて流がやったの？」

「やったのは私ではありません」

　はっきりと否定する流だが、言いにくそうに言葉を継いだ。

「私は文使いです。夏花君を害する指示の書かれた文を、とある者に届けました。──ただこれだけは信じて欲しいのです。私の主人も、夏花君へ危害を加えるような卑ひ怯きような真似まねをなさる方ではありません」

「楽器の弦はみんな被ひ害がいに遭あったけど、やっぱり御簾が落ちたのは私に恥はじをかかせようとしたから？　私、そんな恨うらまれる心当たりないよ」

「夏花君を、というよりは橘家の姫ひめ君ぎみが東宮さまと近しいご様子を危あやぶんだ故の犯行です。……この件に関しては東宮さまが、東宮妃候補さま方から当時のご様子を聞き取られています。けれど主人は、夏花君が狙ねらわれたこともご存じありません。細工を施ほどこした者を東宮さまが特定できたとしても、その者を切り捨てるだけで、ことは終わるでしょう」

　どんなに調べても、実際東宮妃候補は誰だれも関かかわっていないと流は言う。

「実行犯がわかったとしても、犯人の独断として、ことは終結するように準備されているのか。……それって、私に言っていいこと？」

　思わず夏花が確かく認にんすると、流はおかしそうに目を細めた。

「駄だ目めでしょうね。文使いが文の内容を推量することすら無ぶ粋すいです。私が漏もらしたと知られるならば、もはや文使いとして用済みでしょう」

「なんで言っちゃうの……っ？」

「まだ私は主人の恩に報むくいるため、働きたいと思っております。けれど、同じくらい、私は夏花君に、謝りたかったのです。……申し訳ございませんでした」

　片膝をついた状態で、流は夏花に向け頭を下げる。

　その姿が、若君の死を告げた夜の東宮に重なる。

　夏花は馬ば鹿かなことをしているという自覚はありながら、流の謝罪を撥はねつける気にはなれなかった。

「お互たがいに他言無用ってことで、今日のところは済ませない？」

　謝罪は受け取るが、今ここでのやり取りは誰にも漏らしはしない。

　夏花が落としどころを示すと、頭を上げた流は困ったように目を細めた。

「無条件の許しに、どう報いるべきか。……それでは、他言無用ついでに主人について一つ」

　やはり東宮妃候補が主人だという想像が当たっているのか、流は自ら教えると言った。

「お優やさしい方です。手ずから私を救ってくださった、命の恩人。けれどお家のためという気負いが強く、夏花君に嫌なこともしていらっしゃいます」

　本来の優しさを、東宮妃となるため内に隠かくした主人が、誤解されるのが悲しい。

「本意じゃないから許せって？」

「いえ、夏花君が東宮さまに愛あい想そをつかしたなら、内だい裏りをお去りになったほうがいいとお勧すすめいたします」

　結局は主人のため、流は夏花に戦いの場から降りないかと唆そそのかしてくる。

「主人のために、私を遠ざけるの？　流は東宮が嫌きらいなのに？」

　矛む盾じゆんしていると指し摘てきしても、流の笑えみは揺ゆらがなかった。

「私の主人はお家のため、身を尽つくすことを望んでおられる。であれば、私は命を救っていただいた価値のある存在だと証明するため、主人の進む道をお助けするのみ」

　流の言葉には、噓うそはないだろうと思える強さがあった。

「ただ……夏花君を見ていると…………泣いてほしくないと思えてしまう」

　呟つぶやかれた言葉に、夏花は目を瞠みはる。

「私、内裏で泣いたことなんてないよ？」

　京に戻もどり、橘の家ですごした間も、涙なみだを零こぼしたことはなかった。記き憶おくにある限り大泣きしたのは、若君が京に行ってしまうと知った時くらいだ。若君の死にさえ、涙は零れなかった。

「何故なぜ、でしょうね……。昔の記憶は川に流れて消えたはず、…………いえ、おかしなことを申しました。──それでは、私はお暇いとまさせていただきます」

　誤ご魔ま化かすように、流は立ち上がる。嚙かみ合わないような、歯は痒がゆい雰ふん囲い気きに、夏花は意図もなく思いつく質問を投げた。

「流、あなた幾いくつ？」

　変わらない年頃ごろだろうと思った夏花の予想に反して、流は考える素そ振ぶりを見せる。

「実は流として生まれて四年になります」

「はい？」

　夏花が目を見開くと、流は悪戯いたずらが成功したかのように笑った。

「それ以前のことは、覚えておりません。それでは、ご前を失礼」

　驚おどろき呆あきれる内に、流は身軽に内裏の壁かべを越こえていく。

　真意を問い質ただすこともできずに見送った夏花は、力を抜ぬいてまた北舎の壁に背を預けた。

「あ、はは…………。帰れって言われたな」

　そう言われたのは、二人目だ。思おも惑わくを隠した流と、心配を隠した東とう宮ぐう。

　夏花は一度目を閉じて、このまま北山に帰った未来を想像してみた。

「でも、私はこのまま帰っても後こう悔かいする。何も知らずに、山で暮らしてたんだ。この四年、何があったかも、私は知らない」

　知らないことばかりで帰れるわけがない。瞼まぶたを開いた夏花は、抱かかえた膝ひざに顎あごを載のせた。

「平へい穏おんに暮らせなんて。私だけ遠ざけて、自分はどれだけ危険なことするつもりなんだか」

　危険を承知で内裏に留とどまっていることを知った今、東宮を見捨てるような真似はできない。

「……東宮と、話がしたい。まずは、知らないなんて言ったこと、謝らなきゃ」

　夏花は目標を定めて身を起こす。

「だったら名前思い出さないと。若君が呼んでたよね。うぅん……倫りん太た？　健けん太た？　あ、なんか倫太が近い気がする」

　記憶を手た繰ぐって頭を捻ひねっていた夏花は、ほどなく沢辺に見つかりお説教をされることになった。




「姫ひめさま、そろそろお休みになりませんと、お体に障さわりますよ。今日はずいぶんと歩かれて、お疲つかれでしょうから」

　まだ説教し足りないと言わんばかりの沢辺に、夏花は大人しく乳母めのと子ごに従い寝ね間ま着きに着き替がえる。黙だまって抜け出した手前、言い訳のしようがない。

　東宮の拒きよ絶ぜつを和やわらげる方法を考えていた夏花は、すっかり北舎の外が暗いことに気づいた。

「今日は誰も妖あやかし探ししないのかな？」

「皆みなさま連日遅おそくまでお起きでしたから。そろそろ夜よ更ふかしの辛つらい頃ころでしょう」

　もう寝ねたようだと言う沢辺に頷うなずき、長い髪かみを束ねた夏花は燭しよく台だいの灯あかりを消した。

「あぁ、暗いと思ったら。今日は朔さく月げつなんだね」

　灯り一つない暗い闇やみ夜よにあっては、月は気配を感じるほど。空を見なくても、今夜の月の顔色は窺うかがえた。

「北山の月のない夜は、音がしそうなほど星ぼしが煌きらめいていたよね」

「姫さま、もうお休みなさいませ」

　眠ねむそうな沢辺の声に、夏花は口を閉じて横になる。

　ふと、夏花は東宮妃ひ候補たちが妖探しを始めた経けい緯いを思い出した。

「そうか……、妖を見つければ、来月の法ほう会えで東宮と話す機会が貰もらえるんだ」

　目標を見つけた夏花が息を吞のむと、北舎の外で風とは違ちがう音がした。

「……なんの音？」

　低くうねるような音が、人の歩みの速さで近づいてくる。

「姫さま、どうかなさいましたか？」

　夏花が起き上がった衣きぬ擦ずれの音に、沢辺も身を起こして声をかけた。

「沢辺、ほら。聞こえない？　変な音が近づいてくる」

「……な、なんでございましょう？　この獣けものの唸うなりのような声は？」

「獣……まさか、例の妖？」

　夏花は手て探さぐりで母おも屋やを抜け、半蔀はじとみを細く開ける。

　暗く物の影かげも判然としない闇の中、唸るような音がはっきりと聞こえた。息いき遣づかいを感じる音の強弱は、獣のよう。

「ひぃ……っ！　あぁ、あれは火の玉では？」

　夏花と並んで半蔀から外を見ていた沢辺は、人の頭よりも高い位置で不安定に揺れる炎ほのおに声を引き攣つらせた。

　炎に照らされた地面が、円形に仄ほの白じろく光を反射している。その中に動く者を見つけ、夏花は目を凝こらした。

「見て、沢辺……っ。毛だ。首のない、毛むくじゃらの妖！」

「ほ、本物ですか！　あ、あぁ……っ。しかも一いつ匹ぴきではありませんよ！」

　妖が本当にいたのかと、沢辺は震ふるえあがった。しかも妖は半蔀から見えるだけで六匹ぴき。右に進む者と、左に進む者。二列になって唸りを上げながら歩いている。

　妖が唸り、火の玉が舞まう中、夜を引き裂さく悲鳴が響ひびく。

　途と切ぎれることなく、共鳴するように女の高い声こわ音ねが狂きよう乱らんを交えて次々に上がった。

「まさか、ここだけじゃなく、内裏中に妖が？」

　北舎を囲む妖は悲鳴にたじろぐこともなく、唸り続けている。

　夏花は半蔀から離はなれると、急いで燭台に火を灯した。

　揺れる灯りの下、音が立つのも構わず夏花は几き帳ちようの横棒を解体し、武器代わりに携けい行こうする。

　内裏中を覆おおう恐きよう慌こうに、潜ひそんでいても意味がないと悟さとった沢辺は、七殿でんに近い妻戸を開けると声を荒あらげた。

「誰だれか、誰かおりませんか！　夜回りの方！」

　宿直とのいがいるはずの七殿に、揺れる灯とう火かはない。呼び続けても助けが来る気配はなかった。

「大変だ。誰も来ないんじゃ、みんなが危ない！」

　夏花が危機感を覚えた瞬しゆん間かん、向かいの桐壺から尋じん常じようではない足音が立った。

　調度を引き倒たおすような騒そう々ぞうしい音と、入り乱れる悲鳴。夏花はすぐさま桐壺に繫つながる廊ろう下かの妻戸を開いた。

「姫さま、外は危のうございます！　東宮さまも夜間の外出を禁じ、朝を待てと──っ」

「いつ助けが来るかもわからないんだ。身を守るためにも、今は合流したほうがいい！」

　灯火を持った沢辺を伴ともなって北舎から飛び出すと、辺りは妖に囲まれていた。北舎を巡めぐるように歩いている妖の列は、粛しゆく々しゆくとした足取りを乱さない。

　火の玉が揺れ、妖の唸りが響く異様な雰囲気に、夏花も勢いを削そがれて足を止める。

「沢辺、離れないで……。大だい丈じよう夫ぶ、まだ廊下までは上がってきてない。今の内だ！」

　夏花が桐壺へ駆かけ出すと、妖が動どう揺ようするように列を乱す。

　振ふり返らず辿たどり着いて見たのは、荒あれたまま、誰もいない桐壺。妖さえ周囲にはいなかった。

「まさか、泣君方は……っ」

　最悪の結果を予想して歯を鳴らすほど震える沢辺に、夏花は己おのれに言い聞かせるためにも考えを口にした。

「沢辺、落ち着いて。血の跡あとはない。きっと何処どこかへ逃にげたんだ」

　怖こわがりの摂津が、同じく怖がりだらけの侍じ女じよたちと大人しくしているだろうか。

　夏花は桐壺からさらに南を見る。廊下の先には昭陽北舎。弓ゆ弦づるで妖を退けた実績を持つ、城介の所へ行ける。

「やっぱりあっちも妖に囲まれている。けど、北舎からも妖が追ってきてるし、行くしかないか……っ」

　二人ではどうしようもない。そう夏花が行動を定めた時、追いついて来た妖のほうから、火の玉が廊下の上まで漂ただよってきた。

「姫さま危ない！　熱……っ」

　火の玉から夏花を庇かばった沢辺は、翳かざした手に熱と痛みを覚えて怯ひるむ。

「沢辺に何するんだ！」

　夏花は咄とつ嗟さに沢辺を守ろうと、手にした棒を廊下の向こうへ突つき下ろした。途と端たんに、棒を伝って手て応ごたえが返る。

　棒で打たれた妖は、怒いかりの気配を孕はらんで夏花を睨にらみ上げると、棒を奪うばおうと毛むくじゃらの手で引っ張ってきた。

「姫さま、手をお放しください！　落ちてしまいます！」

　沢辺が切せつ迫ぱくした声を上げた時、妖とは違う足音が、砂じや利りを蹴け立たてて急速に近づいてきた。

「おいこら、うちの姫さまに何してんだ！」

「門原どの！」

　暗くら闇やみに怯むことなく、門原は走り込むと、夏花の棒を摑つかんでいた妖を問答無用で蹴けり倒した。近くにいた妖二匹も肘ひじ打うちと投げ技わざで瞬またたく間に倒してしまう。

「え、あ……、妖倒せるの？」

　当たり前のように応戦した門原は、足元の妖へと無ぶ遠えん慮りよに腕うでを伸のばした。

「こりゃ、人間ですよ。ほら。皮被かぶってそれらしくしてるだけで。火の玉も、このとおり。黒く塗ぬった竿さおに火を括くくりつけてるだけだ。音は、こいつらが首からかけてる筒つつが発生源か？」

　三匹びきの妖を手早く剝はいだ門原の足元には、三人の男たちが転がされた。

「つまり……、妖は侵しん入にゆう者？」

「朔さくの上に雲が出てる。暗い夜を狙ねらってたんでしょうな」

　夜目が利きかない者なら、妖と信じてもおかしくはない。

　門原の説明に、夏花は南を顧かえりみた。

「相手が人間なら、余計にこんなことをしでかす奴やつらじゃ危ない！　東とう宮ぐう妃ひ候補たちを助けに行こう！」

　昭陽北舎へと走り出す夏花に、門原は何も言わず下からつき従う。

　近づくほどに悲鳴が大きくなる。昭陽北舎を囲む妖も、城介の抵てい抗こうにあっているのか、北舎で見たような整然とした動きではない。

　不意に、夏花は別の方向から聞こえる悲鳴を聞いた。

「きゃぁぁああ……、助けて、助けてくださいまし！」

　昭陽北舎よりもさらに南、庭のほうから助けを求める声が上がる。

　夜闇の中、目を凝らして見れば、白い人ひと影かげが妖に追われている。梨壺から必死に走ってくるのは藤とうの大だい納な言ごんだった。

「妖に追いつかれる、大変だ！」

　夏花は迷いなく廊下から飛び降り、棒を片手に走り出す。

「沢辺、お前は昭陽北舎の様子を確かく認にんしろ！」

　門原は指示を叫さけぶと、夏花を追って走りながら刀を抜ぬいた。

　夏花は裸足はだしで庭を駆け、息も絶え絶えに走る藤大納言に手を伸ばす。

「藤大納言さま！　こちらへ！」

「な、夏花君……っ？」

　藤大納言が手を取ると、夏花は力任せに引っ張り背後へと隠かくす。同時に追いつきそうだった妖あやかしの手が、藤大納言の髪かみを摑み損そこねて宙を搔かいた。

「来るな、不ふ埒らち者め！　門原どの！」

「はい、はい。姫ひめさま、庭に降りる前に命じてくれよ」

　夏花が棒を構えて牽けん制せいすると、横合いから門原が妖をひと薙なぎで切り倒す。一人倒しても、妖の追っ手はまだ梨壺のほうから現れた。

　夏花は藤大納言の手を引いて、昭陽北舎へと走り出し確認する。

「藤大納言さま、侍女方は？」

「そ、それが、散り散りに庭を逃げて。捕つかまった者もおります……っ」

　藤大納言が声を震わせると、門原は夏花の横に並んで推測を口にした。

「姫さま、こいつらどうもこっちを囲い込むのが狙いだ」

「……行動を制限したいのか、一いち網もう打だ尽じんにしたいのかな」

　夏花が応じて思考を巡らせると、藤大納言は目を瞠みはる。藤大納言が恐慌を来きたす前に、門原が冷静な声を聞かせた。

「侍女も含ふくめたこの人数を殺す気なら、もっとしっかり武装してるはずだ。持ってても短刀程度ってことは、陽動だと思いますね」

「じゃあ、妖の狙いは──」

　夏花が門原を見上げた途端、沢辺の声が耳に入る。

「姫さま！　早く、早くこちらへ！」

　昭陽北舎では、城介が弓弦を響ひびかせ、侍女も棒を持って妖に応戦していた。廊下の上という位置の優位を生かして、妖を一定以上近づけさせない守りを敷しいている。

　城介の指揮で廊下に通じる階段から妖が排はい除じよされた。

「藤大納言さま、先に！　お早く！」

　藤大納言を先に行かせ、夏花は妖に棒を振るう。数度妖を打ち据すえると、几帳の横木だった棒は、半ばから折れてしまった。

　夏花が驚おどろきき動きを止めたところに、棒で打たれた妖が短刀を抜き放つ。白はく刃じんが迫せまる寸前、割って入った門原が短刀を叩たたき落とし、妖を蹴り倒した。

「姫さま！　門原どのも早く！」

　沢辺の呼びかけに、夏花と門原は昭陽北舎へと上がる。

　逃げ込んだ昭陽北舎の母おも屋やの中からは、摂津と侍女の悲鳴が絶えまなく響き、もはや錯さく乱らん状態であることを物語っていた。

「夏花君、これらは本当に妖だろうか？」

　弓を携たずさえた城介も母屋に下がり、問いかけてくる。

「違ちがうと思われます。おそらく、私たちを怯おびえさせるのが狙いの侵入者でしょう」

　同じ考えだと頷うなずく城介の横から、門原が声をかける。

「姫さま、ここに全員集まって来てる。この数は手に負えねぇ。ちょいと数を減らす策があるんだが──」

　門原の進言に、夏花は頷き城介を顧みた。

「城介どの、協力してくださいますか？」

「……あぁ、わかった！」

　城介は門原にもの問いたそうな目を向けるが、状じよう況きようを考え疑念を置いて応じてくれた。

　城介の指示で、応戦していた城介の侍女たちが北舎の中へと下がる。戸と締じまりの済ませられていた昭陽北舎の中は暗く、全すべての半蔀はじとみが閉められ、錠じようが下ろされていた。

　邪じや魔まがいなくなり、廊ろう下かに上がり込んだ妖は、廊下を回りながら火の玉を揺ゆらすのが影かげとなって見える。

「やっぱり、私たちの足止めが狙い？　門原どの、手を出さなければ襲おそわれないかな？」

「ないとは言いませんが、あれだけ火の玉並べられると、燃やされた時逃げ場がありませんな。──それに、やはりこの動きは別に狙いがありそうだ」

　警けい戒かいに表情を引き締しめる門原。夏花は、気になっていた者の名を口にした。

「…………東宮？」

　答えを求める夏花に、門原は一度目を逸そらすが、目顔で無む茶ちやを止める。

「門原どのはここを守っていて」

「姫さま──」

「与志為、頼たのんだ」

　門原に説得の言葉を言わせず、夏花は半蔀に手をかけた城介に向かう。

「城介どの、門原どのと一いつ緒しよに皆みなを守ってほしいのです。沢辺もできる限り加勢を」

「姫さま、しかし──」

　沢辺にも引き留めは言わせず、夏花はなるべく気軽く聞こえるよう明るい声を出した。

「大だい丈じよう夫ぶ。呼んで戻もどってくるだけだから。場合によっては加勢を連れてくるから」

「な、夏花君、わたくしにできることはございませんの？」

　突とつ然ぜんかけられた声に振ふり返れば、震ふるえながらも気き丈じように背筋を伸ばした藤大納言がいた。

「……それでは、泣君をよろしくお願いします。場合によっては暴れるかもしれませんから、皆の邪魔にならないよう、塗ぬり籠ごめへ誘ゆう導どうしてください」

　未いまだに泣き叫んで怖こわがる摂津を示せば、藤大納言は確かに頷いた。

　物言いたげな目をしながら寄ってきた門原は、夏花ではなく城介に声をかける。

「……矢はありませんかね？」

「内だい裏りに持ち込めたのは弓だけだ。それでも妖は音に反応する」

「視界が狭せまくて、本当に矢を射られてるかわからんのでしょう。──侍じ女じよ方の指揮をお願いします。俺は奴らの攪かく乱らんに走らせてもらいますんで」

　全員で頷き合い、夏花も閉じられた半蔀のすぐ側そばに屈かがみ込む。

「皆、息を合わせろ。せぇぇええの！」

　城介の掛かけ声に応じて、閉め切られていた半蔀を外に向けて一いつ斉せいに開く。

　半蔀に当たり、驚おどろき、廊下の上にいた妖は次々に下へと落ちた。同時に、下に集まっていた他ほかの妖にぶつかり混乱が生じる。

　夏花は乗じて庭に飛び降りた。気づいて追ってくる余よ裕ゆうのある妖は二人だけ。

　廊下に残った妖を庭に投げ落とした門原は、梨壺の屋根を見上げて声を上げた。

「おい！　お前の姫さま守ってやるんだ。しっかり働け！」

　門原の一いつ喝かつに、屋根から石が投げられた。過あやまたず石は妖に的中し、夏花を追う者はなくなる。

　夏花が麗景殿へ向けて梨壺の横を走ると、屋根の上から飛び降りてくる者がいた。

「流……！　さっき助けてくれたの、流だったんだ」

　笠かさの縁ふちを持ち上げてみせる流は、梨壺の向こうの昭陽北舎を顧みた。

「お側を離はなれずお助けすべきなのでしょうが、私も主人から離れるわけにはいかないのです。麗景殿からの退路はここで私が確保しておきます。中の様子を見て、危険だと判断すれば、お一人でもお戻りください」

　無茶はするなと、側近に言わせなかった言葉を言われてしまい、夏花は苦く笑しようを返す。

「わかった。ありがとう、流」

「お礼を申し上げるべきは、私です。今も私の主人は門原どのに守られている。共に行き、夏花君をお守りすべきなのですが──」

　夏花を案じて残るべきかを迷うらしい流に、夏花は首を横に振った。

「目的を見誤ったらだめだよ。流が守るお姫さまは、私じゃない」

　夏花は、流に背を向け麗景殿へと駆かけ出した。物言いたげな流の視線に気づくことなく。

　麗景殿に昇のぼる階段は、回り込まなければない。夏花は迷わず目の前の高こう欄らんを越こえるべく地面を蹴けった。

　同時に麗景殿の中から妖に扮ふんした侵しん入にゆう者が現れる。短刀を腰こしに提さげ、手には抜ぬき身の太刀たちを携えて。

　高欄を跨またごうという不安定な体勢の夏花に、避さける余裕はない。妖が夏花に気づいて太刀を振り上げた途と端たん、毛皮に覆おおわれた腕うでに錘おもりのついた荒あら縄なわが絡からみつく。

「行ってください、夏花君！」

　叫さけび、流は荒縄を引いて妖を廊下から引き摺ずり落とした。

　夏花は開け放たれた妻戸から麗景殿に飛び込み、目を瞠みはる。

　妖あやかしに扮した侵入者と、若君の従者による斬きり合いが、そこここで行われているのだ。

「東とう宮ぐう……！　東宮何処どこにいるんだ！」

　一進一退の激しい戦いの中、夏花は東宮の寝しん所じよであろう御み帳ちよう台だいを目指して壁かべ際ぎわを進む。

　御帳を払はらい除のければ、すでに乱れた褥しとねの上に東宮はおらず。

　近くで聞こえた剣けん戟げきの音に向かえば、赤い灯とう火かに照らされた東宮が妖に懐ふところまで迫られていた。

　東宮が右の手首を斬りつけられた瞬しゆん間かん、夏花は咄とつ嗟さに、握にぎっていた折れた棒を妖に向かって投げつける。

　左ひだり腕うでに当たって怯ひるんだ妖を、東宮はすぐさま斬りつけた。浅く切るだけに留とどまり、もうひと太刀浴びせようとした東宮だったが、手助けした人物を一いち瞥べつして動きを止める。

「な……っ、なんで来た！　朝を待って行動しろと注意したはずだぞ！」

「やっぱりこの騒さわぎは東宮を狙ねらったものだったんだ……。大丈夫？」

　東宮の無事に安あん堵どした夏花とは対照的に、東宮は焦しよう燥そうを浮うかべた。

「俺の忠告を聞く気はないのか！　自分の心配をしろ！　……くそっ」

　東宮は妖が持ち直したことに気づき、夏花を背に庇かばって刀を構える。

　夏花も、東宮の足あし手で纏まといになりに来たのではない。

「逃にげよう、東宮。一いつ旦たん退ひいて、態勢を立て直すべきだ」

「お前だけで逃げろ」

　東宮は妖を睨にらみ、夏花を振り返ることなく答えた。

「従者たちも散らばってたら、この数の敵を倒たおせない。東宮妃ひ候補もみんな一カ所で籠こもって防戦してる。そこに──」

「だったら余計に行けないな」

　目の前にいるのは、昭陽北舎を囲む妖とは違い、完全に武装している。

　そんな危険な者たちを、引き連れて逃げ込むことはできないと、東宮は言った。

「何より、俺に逃げる気はない。──こいつらは捕つかまえて、吐はかせる」

　暗殺を仕組んだ黒幕を。

　身を守ることしか考えていなかった夏花は、東宮の背中を見つめて息を吞のむ。

　従者も含ふくめて一人が妖一人を相手に拮きつ抗こうしていたのは、殺さず捕まえるため。

「……以前のような失敗は、しない…………っ」

　苦み走る東宮の声こわ音ねから、若君が暗殺された時のことを語っているのだとわかる。

　暗殺者を全て殺してしまったために、その黒幕を辿たどることができなかった。

　目の前の妖に扮した暗殺者を捕とらえられれば、四年前の黒幕に繫つながるかもしれない。東宮は、この危機にあって、好機を逃のがすまいとしているのだ。

　東宮の覚かく悟ごと一念に、夏花は胸を打たれた。それほどまでの忠誠を、若君へ抱いだいているのだと肌はだに感じて。

「……わかった。東宮の邪じや魔まはしない」

「逃げろと言ってるんだ」

　苛いら立だったような声を向けられても、夏花に引く気はなかった。

「逃げる時は一緒だ！　私を庇う必要はない！」

　夏花は褥の脇わきに据すえられた燭しよく台だいを摑つかんだ。

　夏花と話す東宮の隙すきを見て、妖が太刀を振るって襲おそってくる。

　切り結ぶ東宮の背後から、夏花は妖の左手へと回り、長さのある燭台を体の前に構えた。

　妖の視界に入る位置を保ちつつ、夏花は自ら攻こう撃げきを仕かける無む謀ぼうはしない。

　刀を振るう力量のある暗殺者を相手に、夏花が下手な手出しをするだけ東宮に迷めい惑わくだ。それでも、一度不意打ちを食くらった妖は、夏花の存在を警戒して気を散らす。

　力が拮抗しているなら、少しの集中力の差が勝敗を決めた。

「ぐぅ……っ、おのれ！」

　太ふと腿ももを斬りつけられ、機動力の落ちた妖は、初めて人間らしい声を発する。

　手負いとなった妖を、東宮は油断なく追い詰つめていった。

「左腕ももう使えない。逃げられると思うな」

　二の腕にも深手を負った妖は、太刀を取り落とす。腰の短刀を引き抜くも、刀を持った東宮とではもはや勝負にならない。

「っ……！　東宮、もう一人いる！」

　距きよ離りを取っていたから気づけた夏花の警告に、東宮は左手から襲い来る妖を危あやうくかわした。

「く……っ。誰だれかやられたのか…………っ」

　新手の振ふるう刀には、黒ずんだ液体が纏わりついている。焦燥を漏もらす東宮だが、だからこそ逃すわけにはいかないと、新手を睨んだ。

　最初の妖は無力化したと見み做なし、東宮は新手と切り結ぶ。東宮の背後に立つこととなった夏花は、最初の妖が短刀を握り直すのを見た。

「この妖を逃がさないように……、私が…………！」

　相手はすでに負傷し、素す早ばやい動きもできない。握った燭台で短刀を叩たたき落とそうと心に決めた瞬間、最初の妖は東宮と距離を詰めることはせず、短刀を持つ腕を振り被かぶった。

「東宮……っ！　そんなこと、させるか！」

　新手に意識を集中する東宮に向かって、短刀を投げようとする妖に、夏花は気合いを発して燭台を突つき出した。

「ぐぉ……っ？　この、先ほどから邪魔ばかり…………！　女が出しゃばるな！」

　夏花が突きつけた燭台に戦おののきはしても、妖はすぐさま夏花へと攻撃の構えをみせる。

「待て！　そいつに手を出すな！」

　東宮は鍔つば迫ぜり合いをしていた新手を、力任せに押し退のけ声を上げた。

「女だとか、今はそんなこと関係ない！　譲ゆずれないものは、女にだってあるんだ！」

　夏花は突き出していた燭台を、思い切り下へと叩きつける。狙うは、東宮が斬りつけた太腿の傷。まだ血の止まっていない傷口を殴おう打だされ、妖は声にならない苦痛の声を上げ、膝ひざを突く。

　夏花が勝利を確信して笑えみを浮かべようとした瞬間、甲かん高だかい笛の音が内だい裏りに響ひびき渡わたった。

「これは……、宿直とのいの呼び笛ではない？」

　夏花へと半身を返していた東宮は、音のほうへ首を巡めぐらせる。新手の妖も上段に構えていた刀を下ろした。

　流れるような動作で、妖が懐に手を入れたのを夏花は見る。

「東宮、気をつけろ！　何かするつもりだ！」

　夏花の警告と同時に、新手は掌てのひらいっぱいの素す焼やきの壺つぼを床ゆかに叩きつける。

　夏花と東宮のちょうど中間で砕くだけ散った壺からは、粘ねん性せいのある液体が飛び散り広がった。

「何これ？　あ、この臭におい……、油？」

　警けい戒かいして夏花が床に撒まかれた油から距離を取ると、新手は種火を取り出し床へと放ほうり投げた。

　目の前で燃え上がる炎ほのおと熱気に、東宮も袖そでを払って妖を睨みつける。

　間を置かず、麗景殿の中から、他ほかにも壺を割る音が立て続けに起こった。

「しまった！　放火か……！」

　東宮は逃さぬよう、手負いの妖に迫せまる。

　妖は、唯ゆい一いつの武器である短刀を、迷いなく擲なげうった。

　刃やいばの先には、夏花。東宮は総毛立つと、妖から注意を逸そらした。

「わわ、きゃ……！」

　咄嗟に体を捻ひねって避さけたものの、強い衝しよう撃げきと共に、夏花は強したたかに背中を打ちつけた。

　見れば、右みぎ腕うでに当たる危ういところで、短刀は袖を貫つらぬき背後の塗ぬり籠ごめの壁かべに突き刺ささっている。

「長おさ姫ひめ……！　無事か！」

　夏花と東宮の間には、炎の壁が立ち昇のぼる。東宮は憎にく々にくしげに、後退する妖を睨んだ。手負いの妖は、新手と合流して互たがいに頷うなずき合っていた。

　麗景殿の内には瞬またたく間に火の手が上がり、炎えん上じよう網もうが形成される。

「同じ……手口…………っ？」

　東宮の目に憎ぞう悪おが宿る。

　若君を暗殺した者たちも、形勢が悪くなると放火をしたという。

　夏花も思い出し妖を見ると、新手が負傷した妖に手を貸し逃げ始める。

　逃げ出す妖に応じて、麗景殿のあちこちで追つい撃げきの声が上がっていた。

　夏花は短刀を抜ぬこうと力を籠こめるが、深々と刺さった短刀は微び動どうだにしない。袖を引き千切ろうともするが、体勢が悪く上手うまく力がかからない状態だった。

「長姫……！　無事か！」

　炎ほのお越ごしに聞こえる東とう宮ぐうの声に、夏花は目を瞠みはる。

「何突っ立ってるんだ！　そんなに火に寄ったら危ない。見てる暇ひまがあるなら逃げろ！」

「抜け出せないんだろうが……っ？　炎の回りが早い。このままだと焼け死ぬぞ！」

　危険を知らせる東宮だが、炎を越えなければ手が出せない。夏花は東宮に動かせる左手を振って声を荒あらげた。

「いいから行って！　東宮こそ火に巻かれるよ！」

　麗景殿の奥にある寝しん所じよにいるため、火の手は四方から迫っている。

　夏花も短刀を抜こうと努力するが、時間をかけられないのは明白だった。

「早く、東宮！　麗景殿を出て。妖あやかしを追うでもなんでもいいから逃げてよ。若君の仇かたきかもしれないんでしょ！」

　話している間にも、妖は遠ざかる。追う従者たちの声も麗景殿の外からしか聞こえない。

　声の方向を睨にらむ東宮の目には、復ふく讐しゆうの炎がちらついている。だというのに、夏花に目を戻もどせば迷いを見せてその場を離はなれない。

「あぁ、もう……っ。自分の目的を忘れるな！　なんのために私を遠ざけたんだ。こんな所で死ぬためじゃないだろ！」

　夏花の叱しつ責せきに、東宮は一度背を向けるように足を踏ふみ出したが、歯は嚙がみして動かなくなった。

　御み帳ちよう台だいの帳とばりが燃え、焼き切れた御み簾すが至る所で落ち、火の粉を散らす。

「お、俺は…………っ。く……、まだ抜け出せないのか、長姫！」

　なおも迷う東宮は、盛んになる火の手を見ていない。

　夏花は危機感を覚えて叫さけんだ。

「逃にげてってば……！　う、こほっ」

　息を吸うのも苦しいほどの熱気と煙けむりが迫っている。どんなに力を入れても短刀は動かない。

　夏花はもう己おのれが逃げ出すことを考えず、東宮に向けて声を振り絞しぼった。

「そんな所に立ったまま死ぬ気か！　今ならまだ逃げられるかもしれない……っ」

　聞こえていないかのように動かない東宮に、夏花は怒いかりすら覚えて怒ど鳴なる。

「この、逃げろって言ってるのに！　いいから…………逃げろ、真太！」

　夏花は叫んでから、口をついて出た名前に驚おどろく。同時に、忘れえぬ日がまざまざと脳のう裏りに蘇よみがえった。

　久世の真太。そう名乗った童子が、若君の文ふみを橘たちばなの枝ごと差し上げて渡してくれたのだ。

　目を瞠った東宮は、一度怒おこったように顔を顰しかめた。

　顔を隠かくすように腕うでを掲かかげたかと思うと、刀を投げ捨て炎へと駆かけ出す。

「何を……！　危ないって、やめ──っ。止まれ！」

　夏花の制止を聞かず、炎を突き破った東宮は、夏花の眼前に走り込んできた。

　何も言わず、夏花が摑つかむ柄つかを上から握にぎった東宮は、力任せに短刀を引き抜く。そのまま夏花の腕を引き立たせると、ひと息で横よこ抱だきにした。
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「ま、まま、待って、ちょっと！」

「喋しやべるな！　舌を嚙かむぞ！」

　怒鳴るように警告した東宮は、火の手のまだ弱い場所を探して麗景殿の中を走る。

　炎は刻々と広がり続け、後あと戻もどりさえできない。東宮も熱気と焦しよう燥そうに息が上がっていた。

　死を間近に感じて、夏花は思わず東宮の袷あわせを摑む。見上げれば、東宮と目が合った。

「……死なせない…………今度こそ！」

　東宮はいっぱいに息を吸い込むと、炎に向けて駆けだした。

「顔を隠せ！　息を止めろ！」

　夏花に警告すると、東宮は炎に蹴けりを入れるように飛び込む。

　炎の先には妻戸があり、叩たたきつけられるように外向きに開いた。

　廊ろう下かに飛び出した東宮は、夏花を抱かかえたまま勢いを殺さず高こう欄らんに足をかけると、火の手の届かない庭へと飛び降りる。

「はぁ……っ、はぁ…………っ」

　恐おそる恐る目を開いた夏花は、荒い息を吐はく東宮を見上げた。精せい根こん尽つきたのか、東宮は夏花を抱えたまま地面に膝をつく。

　飛び出したのは七殿でんの中。辺りに人はおらず、燃える麗景殿からは火の粉が降っていた。

「大変、東宮！　燃えてる、袖！」

　夏花は東宮の腕から降りると、寝ね間ま着きの袖を叩く。

「馬ば鹿か、素す手でで触さわるな！　火傷やけどするだろう！」

　東宮は燻くすぶる袖を地面の砂に擦こすりつけ、消火した。

　夏花が火傷することを心配していながら、東宮のほうが血を流して傷を負っている。

「なんで私を助けるの？　せっかく仇かもしれなかったんでしょ……っ。東宮だけでも火が回る前に麗景殿から出ていれば──」

　夏花が俯うつむいて後こう悔かいの言葉を吐き出すと、東宮は目に険を湛たたえて立ち上がる。

「まず自分の行いを省かえりみろ。お前が勝手に来なければ、あんなことにはならなかったんだ」

「だから、気にせずに行けって言っただろ！」

　足あし手で纏まといになりたくなかったのに。結果を見れば、東宮の足を止めたのは誰だれでもない自分だ。

　夏花が自己嫌けん悪おに嘆たん息そくを吐くと、東宮は怒りも露あらわに言い返した。

「死にそうになっておいて、何を言ってるんだ！　自分の身も守れないような者が、敵の前に立つな……っ」

　夏花を守るために、東宮は燃える麗景殿に残った。そうわかっていても、自分のせいで東宮が死にかけたと思えば、今さらながら恐きよう怖ふが体を這はい上がる。

「若君の想おもい人まで死なせたんじゃ……っ、申し開きのしようもないだろ…………」

　慙ざん愧きの念が滲にじむ東宮の声は、震ふるえていた。

　東宮の優やさしさのために助けられたと思っていた夏花は、若君への忠義のため命を張ったと知り胸がざわつく。

　しん、と広がり蟠わだかまる感情に名をつけるなら、それは落らく胆たんと呼べるもの。

「どうして…………？」

　夏花を思っての行動ではなく、若君を思うが故ゆえと知り、何故なぜ落胆するのかが夏花自身わからない。そんな自問の呟つぶやきを、東宮は己に向けられたものだと思い歯嚙みした。

「どうしてだと？　そっちこそ、どうして──！　どうして、若君と同じこと言うんだ……っ。そんなの、見捨てられるわけないだろう！」

　若君は、最さい期ごに逃げろと東宮に言った。

　そうして逃げた過去、若君が炎ほのおの中から出てくることはなかったのだ。

　同じ轍てつは踏みたくないと、東宮は震えるほど拳こぶしを握り締しめる。

「そんな真似まね、できるか……っ。今回は守れたからいいものの、いつも守れるわけじゃないんだぞ！」

　守れなかったことを悔くいて、復讐に命を捧ささげる覚かく悟ごを決めた東宮の、深い嘆なげき。

　夏花は、東宮が燃える麗景殿の中で、もう一度若君を失うような恐怖に苛さいなまれたことを知った。そんな思いをさせてしまったことに、唇くちびるを嚙む。

「誰よりも若君を悼いたんでいるのが、東宮だってことはわかってる。死んだなんて今でも信じたくない私より、若君を助けられなかった辛つらさを抱えてるのが東宮だってことも、わかってる。でも──っ」

　東宮の言葉に、夏花も言わずにはおれなかった。

　東宮の腕に守られるように抱だかれていた夏花には、ほとんど火傷はない。それに比べて、東宮は刀傷を受けた上で、肺さえ焼けつくような炎の中を走ったのだ。顔にも足にも火傷を負っているだろう。

「だからって、何も火に飛び込むなんて危ない真似しなくてもいいだろ！　死んでたかもしれないのは、東宮だって同じだ！　あのまま妖を追っていれば……、私を見捨てていれば、そんな火傷なんかせずに済んだじゃないか…………っ」

　きっと東宮は、若君の仇かたきを討うつためと言いながら、これからも危ないことを繰くり返すのだろう。己の命など顧みずに、擲なげうつことが生きる意味だとでも言うように。

「……そんなに若君の仇あだ討うちが大事なら、簡単に死ぬような真似をするな！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　考えなしに飛び込んできて、しかも見捨てろ？　勝手なことを言うな。少しは反省しろ！」

「自じ業ごう自得、結構。私はいいんだ！　命を懸かけても悔いはないように行動したんだから。でも、東宮は目的があるんだろ。少しは生き足搔あがけ！」

「何を、この……っ。こっちがどんな思いで…………！　人が誰のことを心配して──！」

「私は、真太の心配をしてるんだ！」

　夏花が言い放つと、東とう宮ぐうは埒らち外がいの言葉に啞あ然ぜんとする。

「…………。そう、か……」

　想像もしていなかったと言わんばかりの東宮に、夏花はもどかしさと憐れん憫びんの思いから嘆息する。

「こんなんじゃ…………、助けてくれたお礼も、言えないよ……」

　命を捨てて助けてほしいわけじゃない。

　けれど命を危あやうくする状じよう況きようを招いたのは自分だ。

「……次があるなら、旨うまくやらなきゃ」

　東宮の足を引っ張らないように、今度こそ東宮の助けとなれるように。

　夏花の呟きに、東宮は戦慄わなないた。

「お前は……！　少し危機感を持て。今夜のようなことは今後も起こる。他人の心配をするくらいなら、さっさと北山に帰れ！」

「だから次は気をつけるよ！　このままで帰ったりなんてしないから！」

　東宮にとって自分の命の価値は低い。そんな東宮を見捨てて北山に帰ることなんてできない。

　引かない意志を目に宿して睨にらみ合っていると、麗景殿の南から人の気配が近づいてきた。

「東宮さま！　東宮さま、何処いずこにおられましょうか！」

「東宮さま、夏花君！　夏花君もいたら返事をしてくれ！」

　聞こえたのは、藤とうの大だい納な言ごんと城介の声。

　他ほかにも大人数の足音と声が続く。

　夏花は視線を感じた気がして、宣耀殿の屋根を見上げた。燃え盛る麗景殿の炎に、一いつ瞬しゆん去って行く人ひと影かげが見える。笠かさを被かぶっていたようなので、流だったのかもしれない。

　夏花は首を巡めぐらせ東宮を見上げた。同時に、東宮も声のする方角から夏花に目を向ける。

「…………知らないなんて噓うそ吐ついて、ごめん」

　言わなければと思っていた謝罪を口にした夏花に、東宮は肩かたを跳はね上げると、落ち着きなく視線を泳がせた。

「そんなこと、気にしてたのか……？」

「そんなことって──っ、…………もう……！」

　他にも言いたいことはあるが、今はそんな時ではない。何より、時間をかけて変えていかなければ、自分を後に回す東宮の性格は変わらないだろう。

　確かに覚えてないと言った時、東宮は傷ついていた。そんな自分さえ、東宮は受け入れないのだろう。東宮であるために。

　東宮も言いたいことを飲み込む様子で、一度目を閉じた。

　改めて視線を交かわすと、夏花と東宮は共に歩き出す。

　今は互たがいの無事を喜ぶ思いを、胸に抱いだいて。
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　妖あやかし騒そう動どうから三日。まだ焦こげ臭くさい風が内だい裏りに吹ふく中、広くもない淑景北舎から東宮妃ひ候補三人が退出していく。

「はぁ……。なんかみんなやる気になって帰ったけど、お礼なんて本当にいらないのになぁ。門原どののことを他言しないでいてくれれば」

「姫ひめさま、お言こと葉ば遣づかいにはお気をつけくださいませ。東宮妃候補さま方が知らないふりをなさるのは、あの夜のことだけと仰おつしやいましたでしょう」

　深しん更こう、妖に扮ふんした暗殺者が現れた夜。

　摂津は取り乱して叫さけぶだけという醜しゆう態たいを晒さらした。

　藤大納言が一人で庭を逃にげていたのは、侍じ女じよの誰だれにも守られず結果的に見捨てられたから。

　城介は夏花がいない間に何かあったらしく、沢辺と門原への婉えん曲きよくな口止め。

　助けられた感謝と口止めのために、それぞれが礼物を持って北舎を訪おとずれていた。

　喉のどが渇かわいたと言う夏花に応じて、沢辺は北舎を後にする。

「何も三人同時に来なくてもいいのに。しかも、言うことも同じ。今回のことは感謝しても、東宮妃候補として手を抜ぬく気はないなんて。ふぅ……。──もしかして、東宮居る？」

「よくわかったな」

　北舎の北から現れた東宮は、悪びれもせず母おも屋やにやって来た。

「うわ、本当にいた。冗じよう談だん半分だったんだけど」

　そろそろ話しに来る頃ころ合いとは思っていたのだ。

　決まりの悪い表情を浮うかべる東宮は、母屋に残る東宮妃候補たちの残り香がに目を細める。

「……東宮妃候補たちは、俺の知らない顔を持っているな。俺を前にした時とは、全然違ちがった」

　言葉、態度、雰ふん囲い気き。どれも同じ立場の夏花を前にしてこそ表れたものだ。

　ふと東宮妃候補と話す東宮を思い描えがき、夏花は東宮も同じではないかと可笑おかしさを覚える。

「ふふ……、そりゃね。好きな人の前では良く見せたいだろうし」

　夏花が頷うなずくと、東宮は気まずげに視線を逸そらす。

「東宮さ…………、東宮妃を選ぶ気ある？」

「……なんだいきなり。もちろん、東宮として必要なら選ぶに決まっている」

　今きん上じようが候補を揃そろえた以上、四人の中から選ばなければならない時が来る。

　東宮は自身が偽にせ者ものであると知っているから、気まずいのだろう。本物と疑わない東宮妃候補を騙だまして東宮妃にすることが。

「…………思いやれる人なんだ」

　口の中だけで呟つぶやいた夏花は、逃げる妖を睨んだ東宮の暗く光る目を思い出す。

　命を懸けるほどの復ふく讐しゆうを抱かかえていながら、結局夏花を助けることを選んだのは、真太と呼ばれた山さん荘そうの童子の根底にある性格のためだろう。

　きっと麗景殿に来たのが夏花でなくても、東宮は東宮妃候補を助ける道を選んだのではないかと、夏花は考えた。

　妖の放火で麗景殿は消失。風向きのお蔭かげで隣りん接せつする北の宣耀殿は無事だった。

　そのため、東宮は夏花のいる北舎からすぐ西の宣耀殿で今は起居している。図はからずも、最も東宮から遠かった夏花が、今は最も近い場所にいた。

「妖騒動の黒幕、特定できそう？」

　夏花の問いに、東宮は聞こえないふりで腕うでを組む。

　答えを催さい促そくして夏花が睨めば、東宮は教えるはずがないだろうと、目顔で失しつ笑しようする。

「手がかりになりそうな短刀、持ち出して渡わたしたのは私だよ？」

　燃え盛る麗景殿の中、袖そでを固定した短刀を夏花は離はなさず摑つかんでいた。

　妖の姿はすでにない中、少しでも若君の死の真相に繫つながる手がかりが欲しいためだった。

　刃は物ものを作るには技術と設備がいる。何処で作られた短刀であるかがわかれば、妖を装って暗殺者を送り込んだ黒幕に、繫がるかもしれない。

　東とう宮ぐうは顔を顰しかめながら、一つ首を横に振ふった。

　まだ確かな手て掛がかりは得られていないらしい。

「じゃあ、子ねの日の宴うたげのことは？　私被ひ害がい者しやなんだけど」

　先んじて答えのはぐらかしを許さないことを示せば、東宮は言い訳を思いつけなかったのか不承ぶしょう話してくれた。

「……あれは、藤原家の差し金だった。まず楽器の弦つるに細工したのが、大納言の侍女だ。大納言の姫以外を陥おとしいれようとした策略で、妖騒動とは関係がないとわかっている」

　犯人の侍女が夏花に目もく撃げきされたことから、容疑を逸らそうと妖の噂うわさと結びつけて吹ふい聴ちようしたのだと言う。

「東宮妃に一番近い候補の家を、いきなり罪に問うことはできない。楽器の件には目撃者がいるものの、御み簾すの件は侍女の仕し業わざであると明言できない。今上の宴を妨さまたげたと罪に問えば、藤原家が敵になる。東宮妃候補たちには、妖が姫君たちを怖こわがらせるため仕組んだということになっている。──悔くやしいだろうが、我が慢まんしてくれ」

　復讐のためには無用な敵を作っている場合ではない。藤原家は今上の女によう御ごにして、東宮の生母を擁ようする立場にある。ことを大きくすれば、自分の首を絞しめかねない。

　流が以前話してくれたとおりらしい。夏花はもうすぎたこととして、東宮の求めに応じた。

「今上の宴をいたずらに騒さわがせたんだ。内々にだが、藤原家には釘くぎを刺さし、侍女には相応の罰ばつを受けさせるよう手配している。次も同じことをしてくるほど、藤原家も馬ば鹿かではないだろう」

　夏花よりも、東宮のほうが口くち惜おしそうに眉み間けんを険しくしている。

「妖騒動、か……。妖のせいにして、暗殺者のことは伏ふせるの？　城介どの辺りは、妖の目的に気づくんじゃないかな」

　落ち着いて考えれば、夏花にも妖騒動の意味が見えてくる。

「東宮の下もとへ現れたのは妖を装った暗殺者。東宮妃候補を囲んだ者たちも、妖に扮してはいたけど目的が違う。あっちは暗殺を妖の仕業にするための、目撃者を作ろうとしていたんだ」

　東宮の暗殺が本命だとして、妖を装った理由は、黒幕が誰だれから見ても東宮が死んで利を得る者であるため。一番に疑われる立場の者だからだろう。

「けど、暗殺者側も目もく論ろ見みが外れてる。怯おびえて動かないだろうと思ってた姫ひめ君ぎみは、庭に飛び出すし、叫んで逃げるし、抵てい抗こうするし。私なんか、一番遠ざけたかった東宮の所に走ったもの」

「全くだ……っ。朝が来るまで大人しくしていろと最初に言ったのに。妖探しじゃ飽あき足らず、自ら危機を呼び込んで。まさか姫君の誰も俺の言いつけを守らないとは…………」

　疲つかれたように嘆たん息そくする東宮は、東宮妃候補の身を守る手をそれとなく打っていたらしい。東宮の内心を聞くのも吝やぶさかではないが、夏花は無言で答えを促うながし見つめる。

　敵の手に乗って暗殺を公表しない理由を、夏花は知りたかった。

「はぁ……。暗殺者を送り込み、危なくなれば放火して逃げる。手口は四年前と同じだが、妖のふりをさせるという芸を仕込む辺り、同一犯とは言い切れない」

　東宮は諦あきらめたように話し始めた。

「妖が潜ひそんでいたのは工事の工こう人じんの中だ。門原どのが調べていた。朝から入った工人の数と、夕方に出ていく工人の数が合わないと」

　工事現場に隠かくれ潜んで内裏に残った者が、深更を待って妖のふりをしていた。東宮の説明に、夏花の脳のう裏りで低く話し合う工人の声こわ音ねが思い出される。がらが悪いとは思っていたが、本当にいるべきではない者だったらしい。

「妖の侵しん入にゆうを謀はかったのは、工人の数を管理する現場監かん督とく。もしくは現場監督に命令を下せる所管の貴族だ。誰が手引きをしたかは今探さぐっている最中だが、場合によっては泳がせることも検討している」

「場合って？　今さら濁にごさないでよ」

「……東宮妃ひ候補の家に繫がるなら、泳がせるという意味だ。東宮妃候補三人は、血筋を見れば誰もが皇位継けい承しよう権けんを持つ者に繫がる。下手に刺し激げきしたくはない」

　今東宮妃候補を刺激しては、東宮の婚こん姻いんという餌えさで釣つりたい四年前の黒幕を遠ざける結果になるかもしれないのだ。

　東宮が東宮妃候補さえも疑っていると知り、夏花は目を瞠みはる。

　同時に、東宮は言いにくそうに視線を彷徨さまよわせた。

「元もと、内だい裏りに異変があれば宿直とのいにはまず、俺ではなく東宮妃候補の安否を確かく認にんするよう命じてあった。だがあの夜、宿直が現れなかったのは……皆みな、酒に薬を盛られて寝ねていたからだ。その酒は、とある僧そうが差し入れたものだと調べはついているが、僧はすでに逃げていた」

　東宮が言外に何を言いたいのか、察した夏花は表情を引き締しめた。

　僧を動かせる人物として、出家している上皇も怪あやしいが、夏花と関かかわりのある仏門勢力も怪しい。夏花の後見は橘家のみではなく、北山の仏門勢力でもあるからだ。

　話す以上、東宮は夏花自身を疑ってはいない。けれど夏花のみならず、若君にも所縁ゆかりある者を疑わなくてはいけない現状に、東宮は辛つらそうに目を閉じた。

「……もし、仏門勢力が若君の件に関わっていたとしても、東宮は自分の目的を果たせばいい」

　夏花の言葉に、東宮は目を見開く。

　夏花としても僧都にまで累るいが及およんでは申し訳ないが、若君暗殺の黒幕を放ほうってはおけない。

「私は、ここで真太が何を成すのかを見届ける」

　それが夏花にとって不利なことであっても。

　決意をもって見つめる夏花に、東宮は自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。

「そうだな…………。俺の罪を問えるのは、お前だけだ」

　暗い眼まな差ざしをする東宮に、夏花は己おのれの膝ひざを叩たたいて注意を引く。

「求めて不幸になるのは間ま違ちがってる。あんたは生きているんだ。生かされてるんだ。命を懸かける覚かく悟ごは、無む闇やみに命を投げ出すことじゃない！　その思い違いを、私が側そばで正してやる！」

　珍めずらしく動どう揺ようを露あらわにした東宮に、夏花は苦く笑しようを浮かべた。

　道を外れた者を正すのは、同じ道を生きる人間しかいない。死者ではできない。

　放っておけば死んでしまいそうだと、改めて思う。

　己を犠ぎ牲せいにしてでも若君の仇かたきを討うとうとする復讐心は、東宮自身を滅ほろぼしかねない。優やさしかった若君は、決してそんなことのために逃にげろと言ったわけではなかったはずだ。

「真太が苦しむこともなくなったら、私も…………泣けるのかな？」

　掠かすれた夏花の呟きは、東宮には届いていない。

　きっと東宮が思い出す若君は、死に際ぎわなのだろう。だから己を責めて、夏花に謝りもした。

　死んだと信じられず泣けない夏花と、死に際に立ち会ったからこそ辛しん苦くにもがく真太。

　東宮が復讐を遂とげ、若君への弔とむらいを終えた時、その死を受け入れ涙なみだすることができるだろうかと、夏花は自問し、東宮を名乗る真太を見つめ直す。

「そうだ……。東宮妃候補が怪しいと言うのなら、私が調べればいいじゃないか。東宮では引き出せない本音も、東宮妃の座を競きそい合う私になら、何か漏もらすかもしれないだろ？」

「な……っ。馬鹿を言うな！　今度は御簾を落とす程度で済まないかもしれないんだぞ」

「死ぬ気はないけれど、このまま若君の死の真相を知りもせずに帰れない。東宮妃候補という側にいられる名目があるんだ。私を少しは利用しようという考えはないのか？　下手な言いがかりをつけて遠ざけるくらいなら、いっそ、私を巻き込めばいい」

　知らず門原と同じことを言う夏花に、東宮は絶句した。

「だからまず…………、真太のことを教えてくれ」

　忘れてしまっていた。昔は気にも留めていなかった、山さん荘そうの童子。

　まずは今、東宮と呼ばれる者が己を見失わないよう、若君に報むくいようと誓ちかった心が根差した真太という少年を知りたい。

　力も知ち恵えも、東宮には敵かなわない。無理について行っても足あし手で纏まといになる。それが今回の妖あやかし騒そう動どうで痛いほどわかった。

　夏花は、新たな目的を定めて微笑ほほえむ。途と端たんに、自失していた東宮は肩かたを跳はね上げた。

「…………っ。教えるほどのことはない」

　そっぽを向いて拒きよ絶ぜつする東宮だが、夏花に引く気はない。

「そうか……。だったら勝手に知っていこう。──覚悟しろ」

　顎あごを逸そらして不ふ遜そんに言い放つ夏花に、負けていられない東宮も感情を押し込めるように顔を顰しかめながら言い返す。

「そっちこそ……。次にやらかしたら本当に追い出してやる」

　夏花を案じる東とう宮ぐうなら、本当にするだろうとは思う。北山に帰されたなら、と考えようとして、夏花は不毛な思考を頭から追い払はらった。答えは、今胸の中にあるのだから。

　若君の死に泣けないままでは苦しい。けれど、失われたと認めるにはまだ惜おしい。若君の死を受け入れる日が来ないことさえ、願ってしまうほどに。

　若君を悼いたんで、泣ける日がいつになるかはわからない。それでも、その日が来るまではせめて真太の側にいよう。

　そう思い決めた夏花は、笑みを深めて応じた。

「やってみろ。私は真太を、置いては行かないから」

　不意打ちを食くらったかのように茫ぼう然ぜんとした東宮は、口元を押さえて、また顔を背そむけた。

　耳が赤いのは、気のせいだろうかと考えながら、夏花は言葉を続ける。

「これだけは覚えておいて。若君を思っているのは、あなただけじゃない。真太に生きて欲しいと思ってるのも、若君だけじゃないから。──無む茶ちやをするな」

　夏花は何度となく言われた言葉を東宮に返す。

「……よく言うぜ…………」

　そんな一言を絞しぼり出した東宮は、振ふり返って目を眇すがめる。

　してやった、という思いで夏花は袖そでを上げ、笑いに緩ゆるむ顔を半ば隠す。すると東宮は何か気づいた様子で柱から背を離はなし近づいてきた。

　目の前に腰こしを下ろした東宮に、夏花の胸は大きく脈打つ。過日の妖騒動では、火を踏ふんで火傷やけどしないように抱だき上げられもしたが、明るい日の中で東宮と距きよ離りを詰つめたのは初めてだ。

「ちょ、待っ、あの……っ」

　攻こう撃げき的な対たい抗こう心もなく、年とし頃ごろの男性を間近に見ることなど、夏花にとっては初めての経験。今さらどう対応していいかわからず慌あわてる夏花に、東宮は手を伸のばしてきた。

　夏花は驚おどろいて身を硬かたくする。東宮は眉まゆを顰ひそめると、ひと房ふさの髪かみを持ち上げた。真しん剣けんに髪を見つめる姿は、今にも口づけをしそうなほど近い。

「ここだけ切ったのは、麗景殿の火事のせいか？」

　東宮の問いに、夏花は改めて東宮が手にした髪を見直す。身長を超こえる髪の中で、ひと房だけ不自然に短い。

「あ、なんだ……。うん、焦こげて縮れちゃった部分切ったんだ」

　就しゆう寝しん時、髪を纏まとめていたため、火に巻かれた割に被ひ害がいは少なく済んだ。目立たないよう長い髪の内側に隠していたのだが、袖を上げた拍ひよう子しに見えてしまったようだ。

「…………勿もつ体たいない」

「これくらいなら、また伸びるよ」

　沢辺と同じことを言っている、と笑う夏花の軽さに、東宮はさらに顔を顰めた。

「お前が損そこなわれるのは我が慢まんならない」

「……え？」

　掠れた疑ぎ問もん符ふが夏花の口から漏れる。東宮は短くなった髪のひと房に見入ったまま。

　労いたわるように指先で撫なでる動きが艶なまめかしく、夏花は直視できなくなった。おかしな声が漏れそうで口を手で覆おおえば、頰ほおに触ふれる指先に熱が伝わる。

　赤面していると自覚した夏花は、さらに顔が熱くなった気がして胸中が荒あら立だった。

「長おさ姫ひめは……、昔から綺き麗れいだった…………」

　突とつ然ぜんの賞賛に、夏花の心臓は鼓こ動どうを速くする。昔からということは、今も綺麗だということだろうか。

　今までにない直ちよく截せつな褒ほめ言葉に、夏花は受け流すこともできず大いに狼狽うろたえた。

「…………若君も良く褒めていたのにな、この髪……」

　水が流れ落ちるように、夏花の頭は冷静になる。同時に、心乱された己が恥はずかしく夏花の声に険が宿った。

「……髪か、紛まぎらわしい！　しかも東宮自身は褒めることしないのか、この朴ぼく念ねん仁じん！」

　いきなり怒ど声せいを向けられ、東宮は驚きながらも言い返す。

「なんだ、いきなり。褒められたいなら、褒められるような行動をしろ」

「そういうことじゃない……っ。あぁ、もう！」

　未いまだ髪の艶つややかな肌はだ触ざわりに指を滑すべらせているのも無意識か、と夏花は指し摘てきする気も失うせる。

[image: ]

「綺麗なんて褒めるにしても、和歌で詠うたいかけるとかそういう気き遣づかいはないのか」

　夏花が不満を呟つぶやくと、東宮は和歌を詠いかける状じよう況きようを考え、俯うつむく。すると、自身の手が何をしているのかに気づいた様子で身を硬くした。

　突然動きを止めた東宮を、夏花は訝いぶかって横目に見る。髪をひと房見つめる姿は同じだが、目は動揺に見開かれ、頰は疑いようもなく赤くなっていた。

「え、えぇ……？　なんであんたが赤く──」

　赤面する東宮につられ、夏花も頰の熱が再燃する。

　声に視線を上げた東宮と、夏花は思わぬ近さで見つめ合うことになった。落ち着かない沈ちん黙もくと、心臓の音さえ互たがいに聞こえそうな緊きん張ちようが、母おも屋やの中で高まっていく。

　何か言わなければ、と夏花が焦あせって唇くちびるを震ふるわせた途端、左手の半蔀はじとみで微かすかな物音が立った。

　静かな母屋では衣きぬ擦ずれさえ大きく聞こえる。夏花と東宮は肩を跳ね上げると、音の方向へ弾はじかれたように首を巡めぐらせた。

　見れば、白さ湯ゆを手にした沢辺と、締しまりのない笑えみを浮かべた門原が、隠かくれようと身を縮めている。

「あら、あら。ほほほ。気が回りませんで。出直して参ります」

　気づかれたとわかった沢辺は、わざとらしい笑い声を漏らすと白湯を持ったまま離れて行こうとする。

「俺も今度はちゃんと隠れてますから、ささ、続きをどうぞ」

　両手を差し出すように動かして促うながす門原も、沢辺に続いて離れようとしていた。

　東宮と見つめ合ってしまったことから、側近二人があらぬ疑いをかけていると悟さとった夏花は取り乱して否定する。

「……ち、違ちがう！」

　絞り出した否定の言葉は、図はからずも東宮と重なっていた。








あとがき






　お手に取っていただいてありがとうございます。私、九ここの江え桜さくらの三冊目、新作となりました『恋こいがさね平安絵巻』。

　前シリーズとは時代も場所も全く違ちがうお話です。なんと言っても、今作主人公の夏なつ花はなを始め、本名で呼ばれる人がほとんどいません。平安時代は諱いみなという文化があり、高貴な人を直接呼ぶのは無礼なことでした。なので、作中で本名が出るのは三人だけ。夏花のライバルである東宮妃ひ候補にも名づけはしたのですが、摂せつ津つと城じよう介すけに至っては家名さえ出ていません。歴史に興味がある方なら、源げん氏じ平へい氏し筋すじの人間が行った鬼おに退たい治じでピンとくるかも？

　そして今作から、編集者の担当女史が交代しました。新旧どちらもイニシャルが同じということを発見し、一人ワチワチしております。小さな発見が嬉うれしい得な性格です。

　そんな新担当女史から歴女ではないかと言われました。はて、出で不ぶ精しようなものであまり経済効果には寄き与よしていませんが、歴史好き程度でも歴女を名乗れるのか？　友人に「不思議さん。ちゃんじゃない。不思議さん」と言われるよりは胸むねを張って名乗れる、のか？

　担当編集の交代には驚おどろきましたが、考えてみれば前職でも五年くらいで配はい置ち換がえがありました。特とく殊しゆな職についたなぁとは思いますが、案外常識の範はん囲いを逸いつ脱だつはしません。関かかわるのも常識的で良い方ばかりです。




　さて今回イラストを担当してくださったのは、吉よし崎ざきヤスミさまです。それぞれの個性を描えがき出していただいた東宮妃候補や、脇わきのはずなのに良く喋しやべる門かど原わらの存在感など私の想像の上を行くイラストです。本当にありがとうございます。

　そして担当女史。新担当女史とはこの本が初めてのお仕事になりますが、何度も作品のためのご相談に乗っていただきありがとうございました。精しよう進じんしますので、引き続きお力ちから添ぞえをよろしくお願いいたします。

　この作品に関わった全すべての方々へも、この場を借りて御お礼れい申し上げます。もちろん、拙せつ作さくを読んでくださる読者方には最大の感謝をお送りいたします。




　最後にお知らせ。なんと、『いじわる令れい嬢じようのゆゆしき事情』に三巻のお話が来ております。これも応おう援えんしてくださった皆みなさまのお蔭かげです。より気合を入れて、楽しいと言っていただける作品になるよう頑がん張ばりますので、しばしお待ちください。





九江 桜


















『恋がさね平安絵巻　君恋ふる思い出の橘』　電子版特別ショートストーリー

春の野に出て







　初子ねの日。夏なつ花はなは若菜を摘むため許された外出を謳おう歌かしていた。

　籠かごを小脇に抱かかえて、斜しや面めんに顔を出す若い芽を摘つんでいく。まだ肌はだ寒ざむいながら、木こ漏もれ日びの中春の気配を感じるひと時に、北山での暮らしが思い出された。

「おい……っ。おい、待てと言っているだろう！」

　背後から放たれる声に振り返ると、登っていた斜面を東とう宮ぐうが追ってきていた。

「ん？　あ、東宮。なんでこんな所にいるの？」

「こんな所とわかっているなら止まれ」

　呆あきれたように吐き出される言葉と、半はん眼がんで向けられる視線が責めるようだ。

　場所は京みやこ近くの山中。他の東宮妃ひ候こう補ほたちは、もっと平地のほうで若菜を摘んでいる。誰だれも近づかない斜面に目をつけた夏花は、楽しくて思ったより山の中へと入り込んでしまっていたらしい。

「うわ、みんなの居る場所、見えないや。あ、そう言えば沢さわ辺べは……っ？」

「そこにいる。喋しやべれないほど疲労しているぞ。哀あわれな」

　追いついて来た東宮がそう言って身を避よけると、息も絶たえ絶だえな沢辺がなんとかついて来ている。

　より強くなる東宮の非ひ難なんの視線に、夏花は顔を背そむけた。

「……も、もう戻るよ。あそこの若菜摘んだらね」

　夏花は目についた少し先の若芽を指し示して言い繕う。秋に落ちた枯葉を押しのけ、柔らかな若芽が顔を出している。酢す漬づけが嫌きらいな夏花は、羹あつものにして食べようと考え手を伸ばした。

「まだ摘むのか？　もう籠いっぱいだろう」

　東宮に言われて小脇に抱えた籠を見れば、縁ふちから落ちそうになっている。目につく限り摘んでいたので、確かにもういっぱいだった。

「……しかも、蕾つぼみが開きかけているものまで入っているじゃないか。こんなの筋すじ張ばってて美味うまくないだろう」

　指摘されて籠の中身を確認する間も、東宮は呆れた様子で息を吐いた。

「本当に、周りを見ないというか、一いち途ずすぎるというか……。全く、頭には松の葉が刺ささってるじゃないか」

　そそっかしいと言いつつ、東宮が夏花の髪かみから松を取る手つきは丁てい寧ねいだった。

　突然のことに夏花の頰ほおに熱が集まる。それは身み嗜だしなみを指摘された恥はずかしさからか、思わぬ東宮の優しさのせいだったのか。

「どうせ酢の物嫌いな癖くせに。こんなに採とっても保存が効かないだろう。もう切り上げて、戻れ」

　赤い顔を誤ご魔ま化かすように、夏花が髪を手で梳すいていると、東宮はそう忠告して踵きびすを返した。言うだけ言って帰る背中は、まるで夏花を心配してわざわざ斜面を登って来たかのよう。

　夏花が遠ざかる東宮の背中を見つめていると、追いついた沢辺が呟つぶやいた。

「姫さまの好みを、ご存ぞん知じでしたね。酢の物嫌い」

「あ……！　そう言えばそうだ。なんで知ってるんだ？　それに筋張って美味おいしくないなんて、まるで自分で摘んで食べたことがあるみたいに」

「山さん荘そうでも食べていたので、若菜の食べごろもご存知なのでは？　やはり、東宮さまが若君である可能性も考こう慮りよなさったほうが良いのではないでしょうか」

「うぅ…………。で、でも！　東宮は若君とは、違う、と思う。あんな奴が、あの優しかった若君だなんて、そんな……っ」

　否ひ定ていしようとした夏花は、松を取る東宮の優しい手つきを思い出し、言葉に詰つまる。

　こんな斜面を登った先にいるのは夏花だけだ。東宮がやって来た理由は、夏花を心配して追ってきた以外にない。

「一々言うことが腹立つんだけど、だけど……、何か、事情があるのかもしれない、とは思う」

　久しぶりに木々の息吹を感じた夏花は、何処どこか気詰まりで頑固になっていた自分に気づく。

「そう言えば、久しぶりに東宮に会った気がする」

「三日ぶりかと。今きん上じよう陛へい下かの宴うたげのため、東宮さまもお忙いそがしいでしょうに、こんな山中にまでご自身で追いかけていらっしゃるなんて」

　片手を頰に添えて嘆たん息そくする沢辺に、夏花はまたぞろ頑かたくなな思いが胸きよう中ちゆうで頭を擡もたげた。

「どうせ、私に文もん句くを言うために見張ってたんだよ」

「またそのような……。お礼も言わずにおりますのは、いかがなものでしょう」

　沢辺の苦言に夏花は決まりが悪くなり、東宮に触さわられた髪を落ち着かない様子で撫なでた。

「つ、次に会う時には、お礼くらい言うよ。それくらいの礼儀は、私だって……」

　そう口では言うものの、どうせ東宮は挨あい拶さつ代がわりに小言を言ってくる。素直に礼の一つも言えなかったとすれば、それは東宮のせいだ。

　胸中で責任転てん嫁かする夏花は、東宮が余人の目を避けて北ほく舎しやにやってくることに、なんの違い和わ感かんも覚えていない。

　それだけ東宮の存在を受け入れ始めていることに気づいているのは、今のところ二人を見続けていた沢辺だけであった。

「素直になればよろしいのに。……お二人とも…………」
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